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CV : 野中 藍 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA 


DIA 
| | ERA 


小さ な 扉 、 く る くる お 茶会 、 
白黒 マス 目 の 虹 色 章 原 、 お 喋り 双子 の 禅問答 。 
9 も 、 お 気に入り は や っ ぱり 一 つ 
| 全て を 忘れ る 、 名 無し の 森 に ご 招待 ! 


, 


力 、 か か か 関係 な い 関係 な いそ ん な の まっ た く 関 係 な い | 


何で あろ うと きっ か け 買 方 の 注文 通り | 


変身 する わ 、 変身 する の 。 
ASM, MISA 

変身 する ぞ 、 変 身 し た ぞ 。 
俺 は お まえ で 、 お まえ は 俺 だ 。 


頼れ る 仲間 と 船 に 乗り 、 旅 は 始ま り 前 途 は 多 難 。 

先 に 待つ の は 希望 の 出会い が 悪意 の 罠 か 。 

それ は と も か く あ ちら の 事情 も 興味 津々 。 

他人 の 秘密 は 蜜 の 味 。 それ で は 、 世 界 の 裏側 へ ご 招待 ! 


宝 具 
誰か の 為 の 物語 


ナー サリ ー・ ラ イム 。 
サー ヴァ ント の 持つ 能力 が 固有 結界 な の で は な く 、 固 有 結 界 その も の が サー ヴァ ント と 化し た も の 。 
マス ター の 心 を 鏡 の よう に 映し て 、 マ スタ ー が 夢見 た カタ チ の 擬似 サー ヴァ ント と な っ て 顕現 する 。 本 来 は 特定 の 名 な 


ど な く 、「 ナ ー サ リー ライ ム 」 と いう 絵本 の ジャ ン ル 。 
結界 の 内 容 は マス ター の 心 を 映し た も の と な る た め 、 マ スタ ー の 愛読 書 に 含ま れる で あろ う [不思議 の 国 の アリ ス 」[「 鏡 
DBO? UA) の 影響 が 強く 、 能 力 面 に お いて も 怪物 「 ヴ ャ パウ ォ ッ ク ] や 「 ト ラン プ 兵 ] の 召喚 や 記憶 と 自我 を 皮切り に 
存在 その も の を 薄れ させ る 「 名 無し の 森 ] な ど あ りす が 生前 愛読 し て いた 絵本 の 影響 が 現れ て いる 。 


F-YU-54 LIS. RH LOTE MEA, TE-T-ADENLEDHIF 寂し い ア ナタ に 悲し い ワ タ シ 。 
最期 の 望み を 、 叶 えま し ょ う ]」 


ナー サリ ー ラ イム と いう サー ヴァ ント は 、 そ れ 自 体 が 固有 結界 で あり 、 マ スタ ー の 心 を 映し 、 マ スタ ー が 夢見 た カタ チ 
の 擬似 け サー ヴァ ント を 作り 上 げ る 特殊 な 性 質 を 持つ 。 マ スタ ー の 数 だ け 異な る サー ヴァ ント の 形 を 得る こと に な る 。 

と ら え どこ ろ の な い サ ー ヴ ァ ン ト で ある が 、 月 の 聖杯 戦争 に て 召喚 され た と き は 八 歳 ほど と 思わ れる 少女 、 あ りす を マ 
スタ ー と し て お り 、 マ スタ ー の 夢 を カタ チ と し て 現 界 し た 。 

その 外見 は あり す の 映し 身 で あり 、 無 邪気 で が 弱い 子供 の 姿 を と る の も 彼女 か ら 映 し と っ た も の 。 

あり す の 映 し 身 と は いえ 、 ナ ー サ リー ライ ム 上 自身 は あく まで も サー ヴァ ント で あり 、 マ スタ ー の 願い を 叶え る こと を 優 
先 す る 。 

だ が 、 忘 れ て は な ら な い 。 子供 で ある が ゆえ の 残酷 な 面 も 、 ナ ー サ リー ライ ム は 持っ て いる の で ある 。 

「…… ワ タ シ は アナ タ 、 ア ナタ は ワタ シ 。 名 前 も 忘れ た アナ タ の た め に 、 ア ナタ の 姿 を そっ くり 映す 。 ワ タ シ の 名 前 は わ 
ら べ 歌 。 ト ミー サム の 可愛 い 絵 本 。 マザー グー ス の さい し ょ の カタ チ 。 夢見 る アナ タ と ワタ シ の た め に 、 夜 が 明け る ま 


( 
実在 し た 英雄 で は な く 、 概 念 か ら 生み 出さ れ た サー ヴァ ント で ある ナー サリ ー ラ イム の 内 部 に は 、 彼 女 を 人 間 の 姿 の サ 
ー ヴ ァ ン ト た らし め た か つて の マス ター・ あ りす に まつ わる 記憶 が 根付 いて いる 。 そ の 記憶 に よっ て こそ 彼女 は 形 を 与 
えら れ 、 存 在 し て いる の で ある 。 

霊 基 再 胞 を 繰り 返す こと で 、 魔 本 た る ナー サリ ー ラ イム は や が て 少女 の 姿 を 取り 戻す 。 し か し 、 あ りす と いう マス ター 
な き 今 、 そ れ は 自己 矛盾 に 他 な ら な い 。 

迷 え る ナー サリ ー ラ イム に 答え を 見 出す きっ か け を 与え 、 導 く こ と が で きる の は 、 現在 の マス ター の み で ある 。 ど うか 、 
よき 物語 の 結末 を 見 出さ ん こと を ・ 


〇 台詞 例 

「 わ すれ ちゃ っ た の ? こう 言う の 。 

“あわ れ で 可愛 い ト ミー サム 、 い ろ い ろ こ こま で ご 苦労 さま 、 で も 、 ぼ うけ ん は お し まい よ " 
"だ っ て も うじ き 夢 の 中 。 夜 の と ば り は 落ち きっ た 。 ア ナタ の 首 も 、 ポ トン と 落ち る " 

* さ あー 一 一 嘘 み た い に 殺 し て あげ る 。 ペ ー ジ を 閉じ て 、 さ よ な ら ね ! 

「S、 今 度 こ そ 悪い 夢 は お し まい みた い 。 

さよ な ら 、 ひ と り ぼ っ ちの あり す (あたし ) 。 

いま まで アリ ス (あたし ) と 遊ん で くれ て 、 あ り が と う ] 
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〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

この サー ヴァ ント は 実在 する 英雄 を 模 し た 存在 で は な く 、 実 在 す る 絵本 の 総称 で ある 。 

イギリス で 深く 愛さ れ た この ジャ ン ル は 、 多く の 子供 た ちの 夢 を 受け 止め て いく うち に 一 つの 概念 と し て 成立 し 、" 子 供 
た ちの 英雄 ' と し て サー ヴァ ント 化す る こと に な っ た の だ 。 

後に ルイ ス ・ キ ャ ロ ル と いう 著名 な 作家 を 生み だ す 下地 に な っ た も の で 、 彼 の 著作 「 不 思 議 の 国 の アリ ス ] は 、 も と も と 
は 彼 と 親しい 少女 た ちの た め に 即興 で 聞か せ た ナ ー サ リー ライ ム だ っ た の で ある 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

四 章 ERRE OY FI] に 登場 。 

HARIRI SD hep, HRB EE TN E 『Fate/EXTRA] に お ける マス ター で あっ た あり す と いう 少女 の 姿 を 

と る が 、 こ れ は ナー サリ ー ラ イム と いう サー ヴァ ント が 自ら 望ん だ こと で も ある 。 

ロン ドン を 包む 魔 霧 に よっ て 召喚 され 、 魔 本 の 姿 で 科 委 っ て いた 。 童話 作家 で ある アン デル セン に その 名 前 を 言い 当て 

られ た こと で サー ヴァ ント と し て 現 界 、 主 人 公 に 倒さ れ た こと で 無 に 還る 。 ヴァ アレ ンタ イン イベ ント 「 チ ョ コレ ー ト レデ 
イィ の 空 騒ぎ ] に お いて 、 マ スタ ー に チョ コレ ー WEEE SRR En た ち を 萌 や し 尽く し た 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 
[Fate/EXTRA] シリ ー ズ に 登場 。 月 の 聖杯 戦争 ヾ は あり す と いう 少女 を マス ター と し 、 彼 女 の 姿 を 模 し た アリ ス を 名 乗 
る 。 そ の 名 前 は マス ター の 名 前 で あり 、 そ し て [不思議 の 国 の アリ ス 」 の 主人 公 の 名 前 で も ある 。 


主人 公 を 友達 と 認識 し 、『Fate/EXTRA CCC] で は あり す の 死 を 悼む 彼 / 彼 女 に 感謝 の 言葉 を 伝え た 。 ; 


〇 因縁 キャ ラ 
アン デル セン 
ん な 意地 の 悪い 本 を 書く な ん て 、 ほ ん と うに わる いひ と ね ! 
今日 も お 邪魔 し て お 話 を 聞か な くっ ちゃ ! 
パッ ショ ン リ ッ プ 
悪い 事 を し て し まっ た 気 が す る の … も し 会 えた ら 、 今 度 は 仲良 く で きる か し ら …… 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー 
あたし の た いせ つ な お 友だち よ 。 
で も …… あ た し た ち が 一 緒 に いる の は よく な い 事 だ っ て 、 ほ ん と う は 分 か っ て いる の …… 
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Comment trom illustrator 


ナー サリ ー ラ イム の 容姿 は あり す の 鏡 な の で ど な い し た も ん か な と 思っ た 結果 第 一 段階 が 本 に な り ま し た 。 
二 段 階 目 の 衣装 も 質感 を 金属 か ら 布 に 変更 し た りな どこ ま ご ま と EXTRA か ら 変 えて いま す 。 三 段階 目 は 趣味 で すね 。 
最終 絵 が 気に入っ て いま す 。 (ワダ アル コ ) 
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ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー 
1732 FH: BE ザー リッ パー 
Elen Eis: Bow 
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設定 作成 : 東 出 祐一 郎 / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 : 真 田 茸 人 
キャ ラク ター デザ イン : 近衛 忌 嗣 CV : 丹下 桜 


クラ スズ キル 


気配 遮断 : A+ 
サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 、 隠 密 行 動 に 適し た スキ ル 。 
完全 に 気配 を 断 て ば 発見 する こと は 不可 能 に 近い 。 

攻撃 態勢 に 移る と 気配 遮断 の ラン ク が 大 きく 落ち て し まう が 、 こ の 欠点 は * 霧 夜 の 殺人 "に よっ て 補 わ れ 、 完 璧 奇襲 が 
可能 と な る 。 


Berl % - / „AR a 


BROBAA 本 
ERNST IRENE. BORE REOFICNL CHICRE RNS. 
た だ し 、 先手 を 取れ る の は 夜 の み 。 


) 


za er er 
情報 抹消 :B N. — Y 

| | ET UTA EMPORIO Sexo As ・ 外 見 特徴 な どの 情報 が 消失 する 。 

== モモ モニ ニニ トニ ミミ ミト トト トト ニニ ニュ -一 


血 ス を 使 
見 た 目 は 保証 され な い が 、 と りあ え ず な ん と か な る 。 
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マリ アザ ・ リ ッ パ ー。 

ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー の 殺人 を 再現 する 宝 具 。 

「 時 間 帯 が 夜 で ある ]「 相 手 が 女 性 (また は 雌 ) CHS) 「 霧 が 出 て いる ] すべ て の 条件 が 整っ て いる と き に 宝 具 を 使用 する 
と 、 対 象 の 身体 の 中 身 を 問答 無用 で 外 に 弾き だ し 、 解 体 さ れ た 死体 に する 。 

条件 が 整 つ て な い 場 合 は 単純 な ダメ ー ジ を 与え る に 留まる が 、 そ の 際 も 条件 が ー つ 整う た びに 威力 が 跳ね 上 が る 。 
この 宝 具 は ナイ フ に よる 攻撃 で は な く 一 種 の 呪い で ある た め 、 遠 距離 で も 使用 可能 。 

宝 具 を 防ぐ に は 物理 的 な 防御 力 で は な く 、 呪 い へ の 耐性 が 必要 と な る 。 


ERA 


ザ ・ ミ スト 。 

唆 の 結界 を 張る 結界 宝 具 。 

魔力 で 発生 させ た 硫酸 の 霧 そ の も の が 宝 具 で ある 。 

サー ヴァ ント な ら ば ダメ ー ジ は 受け な い が 、 投 控 が 1 ラン クダ ウン する 。 

霧 の 中 に いる 誰 に 効果 を 与え 、 誰 に 効果 を 与え な い の か は 宝 具 の 使用 者 が 選択 可能 。 

器 に よっ て 方 向 感覚 が 失わ れる た め 、 脱 出す る に は ラン ク B 以 上 の スキ ル " 直 感 '、 も し く は 何ら か の 魔術 行使 が 必要 に 
な る 。 

(TFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 
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わた し た ち あの 人 / あ な た あい つ 
〇 性 格 

純真 無垢 な 子供 で ある が サー ヴァ ント と し て の 自覚 は 持っ て お り 、 戦 闘 に お ける 頭 の 回 転 は 非常 に 早い 。 
情愛 と 殺人 欲 が 同居 し て お り 、 愛 し た 者 を 愛す る が 故に 殺害 する 危険 性 を 常に 双 ん で いる 。 

本 来生 まれ 得る は ず の な か っ た 存在 の た め 、 好 奇 心 時 盛 で 何 に で も 首 を 突っ 込み た が る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター が 男 で あれ 、 女 で あれ 、 人 型 で あれ ば 「 お か あさ ん 」 と 呼称 する 。 

マス ター が 善良 で あれ ば ある ほど 非常 に よく 人 懐 き 、 混 池 ・ 悪 で あり な が ら 、 あ る 程度 の 自制 も 可能 と な る 。 

た だ し 、 そ の 一 方 で [愛情 が 深 ま れ ば 深まる ほど に 、 腹 部 に 潜り 込み た く な る 」 と いう 胎内 回 帰 を 求め る 節 が ある の で 、 
極め て 注意 が 必要 。 


聖杯 へ 託す 願い は 、「 母 の 胎内 に 戻る こと 」 


唯一 安楽 で きる 場所 を 求め て 、 彼 女 は 聖杯 に それ を 望み 続け る 。 
O 台詞 例 

「 此 より は 地獄 。 わた し た ち は 炎 、 雨 、 力 BE TON: 
解体 聖母 (マリ ア ・ ザ ・ リ ッ パ ー) 一 一 ! 1] 


「 聖 本 へ の 、 願 い …… お か あさ ん の 中 に 帰り た い の 。 わた し た ち は 、 そ れ だ け で いい の に ] 
[LE LE e ね ? お か あさ ん の た め な ら 、 わ た し た ち 、 な ん で も する よ ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

歴史 に 刻ま れる こと の な い 、 最 も 有名 な 殺人 中 - 
それ が ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ 切り 裂き ジャ ッ ク で ある 。 

この 殺人 鬼 と 似 た 犯罪 が め れ ば 、「 現 代 の 切り 裂き ジャ ッ ク ] と 呼称 され 、 そ の 度 に [結局 、 彼 (彼女 ) は 何者 だ っ た の 
か ?」 と いう 議論 が 巻き 起こ る 。 


彼 (彼女 ) が これ ほど まで に 人 々 の 口 に 上 り 続 ける の は 、 
あま り に も 不可 解 で 、 謎 に 充ち 満ち た 存在 で ある か ら だ 。 


ジル ・ ド ・ レ ェ や エリ ザ ベ ー ト ・ パ ー ト リー の よう に 、 権 力 を 持っ た 人 間 が 狂い 、 非道 な 振る 舞い を 行う の は 今 も 昔 も 
変わ ら ず 、 よ く あ る 出来 事 だ 。 
何時 の 時 代 も 猟奇 的 な 事件 は 存在 し 、 殺 人 鬼 と いう 概念 は あっ た 。 


し か し 、 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー は あら ゆる 点 に お いて 初め て だら け だ っ た 。 

ジャ ッ ク が 狙っ た の は 金 な ど あ る は ず も な い 下 町 の 娘 婦 。 

金目 当て で も 体 目当て で も な く 、「 た だ 人 間 の 肉体 を 破壊 し た か っ た だ け ] と し か 思え な い 、 凄 絶 な 殺人 現場 。 
目撃 者 も 、 密 告 も 存在 し な い 、 正 体 不明 の 連続 殺人 中 - 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー と は 、 そ うい う 存 在 だ っ た の だ 。 


SS 


> 
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今回 アサ シン と し て 召喚 され た ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー の 正体 は 、 
「 生 まれ 得る こと の な か っ た 子供 た ち ] の 女 念 集合 体 で ある 。 
無数 の 悪霊 に よっ て 体 を 形成 し て いる 彼女 は 、 邊 分 の 母親 を 追い 求め て いる 。 


だ が 、 悪 し き 存 在 で ある 以上 その 願い は 微笑 まし いも の で も 何で も な い 。 NN N 
彼女 は 、 母 の 胎内 に 還る こと を 求め て いる 。 既 に 一 つの 人 間 と し て 形成 され た 肉体 の まま 、 母 の 腹 に 戻る うう と し て いる 
の だ 。 


それ は 絶望 的 に 問 違 っ た 願い で ある が 、 彼 女 は それ 以外 を 望む お こと は な い 。 

善良 な マス ター で あれ ば ある ほど 、 彼 女 と 相性 が 良い が 善良 で あれ ば 、 彼 女 の 願 い を 叶え る こと が 不可 能 だ と も 
理解 で きる だ ろう 。 

ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー が 別 の 願い を 見 つけ られ る か どう か は 、 マ スタ ー の 双 肩 に か か っ て いる 。 各 員 の 奮戦 に 期待 し 
た い 。 


OR それ は と も か く と し て 、 今回 ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー は アサ シン と し て 召喚 され た た め 、 少 女 の 姿 で 現 界 し た が 別 
クラ ス で 召喚 され た 場合 は 、 ま た 異な る 姿 で 顕現 する 。 
パー サー カー と し て 召喚 され た 場合 、 マ イナ ス 同 士 の 掛け 合わ せ の せい か 、 一 周回 っ て 精神 に 破綻 を 来 し て いな い 、 理 SE 

知 的 な ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パー が 生ま れる こと に な る 。 x 


O 因縁 キャ ラ 
ナー サリ ー ラ イム い 
最近 、 や た ら と お 茶会 に 招待 され る 。 だ が 面白 いも の を 見 つけ る と 、 ふ ら ふ ら と どこ か へ 消え て し まう ジャ ッ ク は 、 
ちょ くち ょ く 説 教 さ れる と か 。「 も っ と レデ ィ ら し くし な いと ダメ よ ! J 

アス テリ オス 一 
トナ カイ さん 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク ・ オ ル タ ・ サ ンタ ・ リ リィ 
新しい お 友達 。 

年 齢 的 に は 微妙 に 年 上 っ ぽい が 、 そ の 年 上 らし さ を 微 鹿 も 
感じ させ な い 愛 らし さ が 、 ち ょ っ と 羨まし い 。 


いや 何 、 君 も 充分 に 愛らしい (そし て 恐ろし い ) で す よ ? 
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BAR Auktkri) 
Kr Bye WS ポー 下さい ませ の 
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AROTI MKORRIS, FHT SNL AI NE TEHITEENIICHRD. 厚着 に チラ リズ ム が 重要 ポ 
イン ト 。 開放 的 に な る 第 二 段 階 と の ギャ ッ プ を 狙っ た デザ イン 。 キャ ラフ ター イメ ー ジ の 、 小 振り で 綺麗 な ん だ けど 油 
断 す る と スパ ッ と 斬れ る 感じ に は 、 そ の 得 物 が 怖 ろ し く 相応 し い 。 数 種類 ある ナイ フ の 、 そ の 礎 で も 無い 用 途 を アレ コ 
レ 考 えな が ら ア レン ジ す る の が 大 変 楽 し か っ つた で すね 。( 近 衛 選 調 ) 


er Ñ 


oS ェ ーー 


や y 

ー ド レッ ド 
セイ バー モー ドレ ッ ド 

Exit EE 主 アー サー 王 伝説 イギリス 
BS 混沌 .中 调 154cm [EXA 42ke 


Ene: 32 DI: Gale Go ES 


BREYER EHE 75D IF GA Y EME 
CV: 沢 城 み ゆき YA 


sae: B 


魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 位 礼 呪 法 等 を 以 っ て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


騎乗 の 才能 。 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 魔 獣 ・ 聖 獣 ラ ンク の 獣 は 乗り こなせ な い 。 


に ンス 
rn MEL 


戦闘 時 に 常に 自身 に と っ て 最適 な 展開 を "感じ取る "能力 。 
視覚 ・ 聴 覚 に 干渉 する 妨害 を 半減 させ る 。 


いわ ば 魔力 に よる ジェ ッ ト 噴 射 。 か の 騎士 王 と 互角 に 打ち 合 うほ どの 力量 を 持っ 。 


不貞 隠し の 免 : EX 


シー クレ ッ ト ・ オ プ ・ ペ ディ グリ ー。 


本 来 は スキ ル で な く 宝 具 。 母 で ある モル ガン か ら 「 決 し て 外し て は な り ま せん 」 と いう 言葉 と 共に 授け られ た 免 。 
ステ ー タ ス 情 報 の 内 、 固 有 ス キル や 宝 具 な ど 真 名 に 繋が る 情報 を 覆い 隠す 。 


た だ し 『 料 然 と 輝く 王侯 (フラ レン ト )」 の 全力 を 解放 する 時 は 、 免 を 外さ な けれ ば な ら な い 。 
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ace 
Far 


HERLIE< ER! 


クラ レン ト 。 

アー サー 王 の 武器 庫 に 保管 され て いた 王位 継承 を 示す 剣 。 

「 い か な る 銀 よ り も 周 い ] と され 、「 勝 利 す べき 黄金 の 剣 」 に 勝る と も 劣ら ぬ 価 値 を 持つ 宝剣 で ちあ る が 、 モ ー ド レッ ド は 了 
承 な く こ の 剣 を 強奪 し た た め に 本 来 よ り リラ ンク が 下がっ て いる 。 

(「FateGO』 で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


クラ レン ト ・ プ ラッ ドア ー サ ー。 
「 召 然 と 輝く 王侯 | の 全力 解放 形態 。 本 来 は 白銀 に 輝く 華美 な 剣 だ が 、 発 動 に 伴っ て 赤黒 い 血 に 染まり 、 形 も 酸 く 
荒れ 狂う 憎悪 を 刀身 に 纏 わ せ 撃ち 放つ 、 炎 厄 の 魔 剣 。 
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O 性 格 

騎士 と し て 教育 を 受け た た め に 、 礼 儀 作 法 は 割 と 整っ て いる の だ が その 内 実は 割 と 暴力 至上 主義 。 

権力 に 対し て は 割 と 無間 に 叔 送 し た が る 、 根 っ か ら の 反抗 期 。 

女 と し て 扱わ れる こと に 我慢 は な ら な い が 、 完全 に 男 と し て 認識 され る 

の も 、 そ れ は それ で ちょ っ と …… と いう 非常 に 手 の 掛か る 面倒 臭い 性 格 。 

また 、 戦 闘 面 に お いて は 卓越 し た 技量 に 加え て 「 勝 て ば 官軍 ] ERDICO. SSM TEA CES o 

が 、 そ れ で も 騎士 と し て の 務 持 か ら か 無関係 の 人 間 を 巻き 込む レベ ル の 策 は 使用 し な いと 決め て いる よう だ 。 
現世 を 楽し お タイ プ で あり 、 魔 力 供給 が あっ て も 食事 を 行う 。 

「 オ レ は 堅苦しい 父上 と は 違う か ら な | | と は 本 人 の 弁 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に は 同格 と し て 接し 、 魔 術 師 特有 の 陰険 さ を 忌避 する 傾向 に ある 。 

彼女 と 気 が 合う と すれ ば 、 決 し て 女 扱い も 子供 扱い や せ ず 、 胸 和 様 を 開い て 付き 合い 、 壮大 で は な く と も 切実 な 願望 が あ 
っ た りす る マス ター で は な い だ ろ うか 。 


O 台詞 例 

「 そ ら 、 逃 げ て も 構わ ね え ぞ 。 相手 は に の モー ドレ ッ ド だ か ら な ! J 

「 災 難 だ っ た と 諦め な ! J 

[AL ORASAT, SMAI. HATS. 騎士 と し て は 三流 か も し れ ね え が 、 そ れ で も いい か ?」 


アー = S UNA TE i ーー > 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

いと 華やか な アー サー 王 伝 説 

その 絢 則 は 騎士 同士 の 対立 、 訟 族 の 侵攻 、 負 鮭 な ど に よっ て 徐々 に 衰退 し て いく 。 そ し て 伝説 の 幕 を 閉じ る 役割 を 割り 
振ら れ た の が 、 救 逆 の 騎士 一 一 モー ドレ ッ ド で ある 。 


に た る の は アー サー 王 、 そ し て 母親 に あたる の が 妖 妃 モル ガン 。 

計 と 、 魔 術 に よっ て 産み 出さ れ た ホム ンク ルス 。 

それ が モー ドレ ッ ド だ っ た 。 モ ル ガ ン に 短期 間 育て られ た 彼女 は 、 ア ー サ ー 王 へ の 復讐 を 嘱 か れ た 。 

「 こ の 国 は あな た の も の 。 いつ か 、 あ な た が 王 に な る の で す ] 

し か し モー ドレ ッ ド は 王 を 憎 お の で は な く 、 王 を 誇り に 思っ た 。 

自身 が 人 間 で な いと いう 負い 目 は 消え 去り 、 王 と 同じ 血 を 引い て いる の だ と いう 誇り だ けが 刻ま れ た 。 

モー ドレ ッ ド は 夢 を 見 る 。 いつ か 騎士 王 が 自分 を 後継 者 と 認め て くれ る の で は な いか と 。 彼女 に は 幾つ も の 誤り が あっ 
た 。 騎士 王 は 高潔 な 王 で あり 、 そ の 政 に は 一 切 の 滑 み が な い 。 
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モー ドレ ッ ド が 王 と し て 相応 し く な い 以 上 、 騎 士 王 に と っ て 彼女 は 後継 者 た り 得 な か っ た 。 
けれ ど 、 そ れ を モー ドレ ッ ド は 取り 違え た 。 自分 が モル ガン の 子 で ある か ら 、 目 分 は 騎士 王 に 憎まれ る 存在 な の だ と 。 


EAC 元々 アー サー 王 の 必死 の 努力 な ど 、 プリ テン に お いて は 延命 治療 に 過ぎ な か っ た 。 いつ か 何もかも が 滅び 去る ーー 
神代 は 既に 終わ り を 告げ て いる の だ か ら 。 


し か し 、 モ ー ド レッ ド は 緩やか な 衰退 を 絶望 的 な 破壊 へ と 導い た 。 
騎士 王 は モー ドレ ッ ド に 聖 槍 を 振る い 、 ト ド メ を 刺す 。 その 時 よう や く 、 叔 逆 の 騎士 は 気付 いた 。 


ーー ああ 、 こ の 王 は オレ の こと を 見 て いな い の で は な く 。 
ーー 最初 か ら 、 誰 も 見 えな か っ た の だ ろう 。 


か つて 、 あ る 騎士 が キヤ メロ ッ ト を 立ち 去る 際 に 告げ た 言葉 を 思い 出す 。 

「 王 は 、 人 の 心 が わ か ら な い 」 

自分 が 抱い た 憎しみ も 、 自 分 が 抱い た 憎 恨 も 、 何 も か も が 彼岸 へ と 押し や られ て 一 一 その 言葉 が 正しかっ た と 確信 す 
る 


も う 一 つの 、 と て も 大 事 な コ ト に 気付 け ぬ まま 。 
騎士 王 は 一 一 何 を 求め て 、 生 き て いた の か 。 OR > 
自分 が 見 た が っ た も の で は な く 、 騎 士 王 が 見 た が っ て いた も の は 何 か 。 
その 答え が 語ら れる こと は 、 本 作 に お いて は な い , 


〇 因縁 キャ ラ ‘ 
アル トリ ア 

言わ ず と し れ た 父上 。 憎 悪 、 愛 、 その 他 あ ら ゆ る も の が 入り 混じっ た 感情 を 抱い て いて 、 一 口 で は 説明 し 切れ な い 。 越 
えた い の か 、 共 に 並び た い の か 、 先 を 行き た い の か 、 踏 み に じ り た い の か 、 そ れ す ら も 分 か ら な い 。 

アル トリ ア ・ リ リィ 

年 下 の 父 上 ! ? (な に その ロジ ッ ク エ ラー 

ラン スロ ッ ト 

あ 、 不貞 野郎 だ 。 不貞 野郎 が いる じゃ あ ね え か ! At! 石 投 げろ ! シェ イク スピ ア に 煽り 記事 を 書か せろ | 
ガウ ェ イ ン 

優等 生 。 その 全 方 位 イ ケ メ ン ドッ グ っ ぷり に は 、 ち ょ っ と イラ イラ する 。 ガレ ス が いな か っ た ら た ぷん ケン カ 売 っ て い 
た 。 お あと 前 か ら 思 っ て た けど 日 没 ま で は ほぼ 無敵 っ て ズル く な い ? 

フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 

あま り 他 人 事 と は 思え な い 境 暫 な の で 、 ち ょ っ と 世話 を 焼い て いる 。 何 し ろ 放 っ て お く と 、 部 屋 の 片隅 で ぼーっと し て 
いる だ け な の で 。 

アグ ラヴ ェ イ ン 

同じ 穴 の 猪 。 と は いえ 接点 は あま りな い の で 特に 親しく し て いた 訳 で は な い が 、 な ん と な く 気 を 遺 わ れ て いた の は 察し 
て いる の で アグ ラヴ ェ イ ン は いい ヤツ 。 た ぶん 。 


pt from Illustrator 


FFAYSICRLERLICHEBEDIERIEEDES SUT, BOBPIVELD. BENSEIUURLEH, TNT 
NEMTESSHODTERENTIEIIS, BLORFHRELLDH 「 げ ずれ ] て いる 。 あっ 、 も う ひ と つ 慎 まし や か な 
お 胸 の サイ ズ は 親子 し て お ん な じ …… う わ 何 を する や め ( 赤 雷 と どろ く 中 、 聖 な る 光 が 輝く ) (ARCA) 


RBI を 外し た と こう で 和 も が. SS 
WEY AR Be he Moher > 
scr RR, ー ウ グ 


シュ し や に ンー a eh (RO RH) 前 ポタ > 
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設定 作成 : 桜 井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン : な ま に く ATK ([hO FSA 
CV: 稲 田 徹 


Fate/Grand Order 


給 を 断つ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
ラン ク B な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 2 日 間 現 界 可能 。 


| CHARACTER P 


魔 光 、 魔 風 、 魔 弾 な ど 実 体 の な い 攻撃 を 瞬時 に 電気 へ 変換 し 、 蓄 電 す る こと で ニコ ラ ・ テ スラ は 自ら の 魔力 を 補給 する 。 


肉体 面 で の 負荷 ( 神 性 な ど ) や 英雄 が 独自 に 所 有する も の を 除く 多く の スキ ル を 、A~B ラン ク の 習熟 度 で 発揮 可能 。 
ニコ ラ ・ テ スラ 本 人 は この スキ ル を あま り 使 用 し な い 。 


ポイ ント に な っ た 英雄 に 与え られ る 特殊 スキ ル 。 
あら ゆる 難航 、 難 行 が "不可 能 な まま " "実現 可能 な 出来 事 * に な る 。 
か つて 神代 の 存在 の み が 有 し て いた 力 を 地上 へ と 降ろ し 、 世 界 全体 の 文明 の 引き 上 げ の 一 因 を 担っ て みせ た ニコ ラ ・ テ 
スラ は 、 こ の スキ ル を 高 ラ ンク で 有 し て いる 。 


宝 


\ 
a 


人 类 神话 “雷电 降临 


タス テラ ウス 

生前 の 偉業 と 数 々 の 超自然 的 伝説 に よる 神秘 が 昇華 され た モノ 。 

電磁 操作 能力 。 数 多 の 神話 で 語ら れる 雷電 神 た ちの 再臨 を 思わ せる 猛威 を 地上 へ と も た ら す 。 

基本 的 に は 電磁 投射 に よっ て 攻撃 を 行う 。 こ の 遠 距 離 攻撃 の 存在 が 、 本 来 は 弓 や 射撃 武器 を 用 いる 英霊 で は な い ニ コラ 
・ テ スラ を アー チャ ー た らし め て いる 。 

真名 解放 を 行え ば 「 限 定 的 ・ 擬 似 的 な 時 空 断層 の 発生 ] に よっ て 周囲 一 帯 を 破壊 する 。 

攻防 一 体 の 宝 具 だ が 、 燃 費 が 良く な い 。 あ っ と いう 間 に ガ ス 欠 に な る た め 、 魔 力 残 量 に は 要 注 意 。 特に 、 真 名 解放 に よ 
る 魔力 消費 量 は あま り に 募 大 。 

(ガル パニ ズム の スキ ル に よっ て 条 電 三 魔力 の 補給 を 行い な が ら 戦 う の が 、 ア ー チ ャ ー と し て の 彼 本 来 の 戦闘 スタ イル と 
な る ) 


人 物 


私 君 / 買 様 / ノ ミスター 彼 ノ 彼女 ノミ スタ ー 


〇 性 格 

自信 家 で あり 、 そ れ に 見 合う だ け の 知性 を 有 し て いる 。 

いつ も 大 言 杜 語 を 叶い て いる よう に 見 える も の の 、 実は 、「 本 当 に 自分 な ら で き る ] と 確信 し て いる こと し か 口 に し て い 
な い 。 

言動 は 、 常に 舞台 じみ て 大 仰 。 

自ら は 天才 で ある 、 と いう 仮面 (ペル ソナ ) を 脱ぎ 捨て る こと は 滅多 に な い 。 

自分 を 本 気 に さ は せる こと が で きる の は 、 発 明王 た る エジソン 以外 に は 存在 し な い 、 と 考え て いる 。 だ が 絶対 に は し な 
Wo 真 に 仙 名 を 有 し た 英 路 と 相対 すれ ば 、 内 心 で 脱帽 する 可能 性 は 十 二 分 に ある 、 が 表面 上 は な か な か 変化 し な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター へ の 態度 は 尊大 の 一 
天才 らし い 尊 大 さ 。 基 本 的 に は 話 を 聞い て くれ な い 。 

詩人 や 芸術 家 、 科 学者 、 人 智 を 超え た 技 を 振る う 「 要 観察 対象 |「 要 実験 対象 」 の 武人 な ど に つい て は 「 ふ む 」 と 観察 を 開 
始 す る こと も ある が 、 こ と マス ター に 対し て は あま り 興 味 を 抱か な い 。 

た だ し 、 マ スタ ー が 「 毒 耐性 持ち 」 等 の イレ ギュ ラー で ある と わか れ ば 、 途 端 に 要 観 察 、 要 実験 対象 と な かる だ ろう 。 


聖 本 に か ける 願い は 「 ニ コラ ・ テ スラ 世界 シス テム を 完成 させ る こと ]。 
交流 電流 が 空間 その も の を 行き 交 う 世界 。 
完成 の 暁 に は 、 人 類 文明 は より いっ そう 発展 する は ず 、 と 彼 は 確信 し て いる 。 


〇 台詞 例 

「 私 は 、 ニ コラ ・ テ スラ 。 天才 だ ] 

「 ご 機嫌 よう 諸君 。 ここ に 、 我 が 天才 の 一 端 を お 見 せ し よ う ] 

「 神 と は 何だ 。 そう 、 雷 だ 。 人 舌 か 古代 より 多く の 人 々 が そう 信じ て きた し 、 実際 の と ころ 、 ゼ ウス や 帝釈 天 (イン ドラ ) 
の 名 を 挙げ ず と も 、 確 か に 神 で は ある の だ ろう 。 見 る が いい 。 私 が 地上 へ 導い た この 輝き こそ 、 大 いな る 力 そ の も の だ ] 
「 さ あ ! ご 覧 に 入れ よう ! J 

F 人 类 神话 ， 雷电 降临 J 


oo 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

電磁 を 制 し た 天才 科学 者 。 星 さえ 割っ て みせ る と 口 に し た 天才 。 

十 カ ーーO 世 紀 の 人物 。 

数 多 の 神話 に 於 いて 最高 存在 を 始め と する 神 (自然) の 伝説 と し て 語ら れる 雷 の 力 を 解明 し 、 人 類 文明 に 「 電 気 ] の 力 を 
も た らし た 偉大 な 右 学 の ひと り 。 

親友 マー ク ・ ト ウェ イン は 、 彼 を 「 ド フク ター・ ラ イト ニン グ ] と 呼ん だ 。 

O IFateGO| に お ける 人 ん 物 像 

比類 無き 天才 、 現 代 の プロ メ テ ウ ス 、 絶 世 の 美 男子 、 ゼ ウス の 電 妊 を 地上 に 顕 し た 男 、 発 明王 エジソン の 好敵手 。 星 さ 
え 割 る と 豪語 する 人 物 。 

以上 の うち 幾つ か は 現 界 後 の 自 称 だ が 、 残 る も の に つい て は 彼 の 没後 、 伝 記 作 家 に よっ て 評 され た 言葉 だ 。 

彼 の 名 は ニコ ラ ・ テ スラ 。 

正真正銘 の 天 賊 の 才 を 以 て オー スト リア に 生ま れ た 男 で ある 。 

科学 者 に し て 詩人 、 音 楽 家 に し て 哲学 者 。 数 多 の 才 に 溢れ 、 若く し て 「 電 気 ] に まつ わる 複数 の 原理 を 導き 、 合衆国 へ と 
渡っ た 後に は 発明 王 エ ジ ソ ン の 下 で 活動 を 始め 、 や が て 運命 的 な 激突 を 経て 
結果 と し て ニコ ラ ・ テ スラ は 敗れ た 。 

交流 電流 で 世界 を 瘍 う 理想 と 計画 は 演 え 、 夢 見 た 世界 が 訪れ る こと は な か っ た 。 


し か し 、 道 程 の 傍ら に 導き 出し た 理論 と 数 多 の 機械 は 広く 世界 へ と 浸透 し 、 人 類 は 到達 せ ざ る 領域 へ と 進む こと と な っ 
た の だ 。 彼 は 確か に 、 そ の 天才 性 の 爪痕 を 地球 と いう 惑星 に 残し こみ せ た の だ っ た 。 

見 る が いい 。 

人 間 た ちの 暮らす 都市 を 輝 か せ る 、 巨 大 な 発電 所 を 。 

摩天楼 を 飾る 骸 い 輝き は 、 既 に 、 暗 が り の 夜 さ えも 昼間 の 如く 変え て いる 。 

三 相 交 流 電力 に よる 巨大 な る 力 。 か つて は 天上 の 神々 の も の で し か な か っ た 力 に よっ て 稼働 する 巨大 機械 の 数 々 で 我々 
が 得 た 発展 と 繁栄 は 、 今 や 、 地 上 を 越え て 宇宙 (ソラ ) に まで 手 を 伸ばさ ん と する 文明 を 築く に 至っ て いる 


〇 因縁 キャ ラ 

フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 
人 体 に 対し て 電気 を 使用 する と いう 行為 を 「 実 現 ] さ せ て いる フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 博 士 の 偉業 に つい て は 賞賛 を 惜しむ 
つも り は な い 。 素晴らし い 。 

無論 、 そ の 結果 で ある レデ ィ も 素晴らし い 。 

エジソン 

凡 骨 が ! ! ! 耳 が あざ と いわ ! 

ブラ ヴァ ツキ ー 

彼女 も また 天才 だ 。 あ の 円 盤 、 実に 電気 の 気配 が する 。 


第 二 段階 


it from illustrator = 


違っ て な どい な い 。 進 化す る た びに パー ツ が 増え て ます が 最終 形態 の 先 は どう な っ て し まう の か 。 そ の 日 が 来る まで コ 


久しぶり の お っ さん 仕事 な の で が ん ば り ま し た 。 天才 科学 者 な ら ば と 思い っ きり マッ チョ 体型 に し て み ま し た 。 私 は 間 
イル を 回 し て お 待ち 5 し て お り ま す 。( な ま に く ATK (ニトロ プラ ス )) 
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Fate/Grand Order 


並 大 抵 の 魔術 は 弾く が 、 大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 を 防ぐ こと は で き な い 。 wi PF 
っ BL ER 12 


騎乗 : A A 5 
幻 獣 ・ 神 獣 ラ ンク を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操る ご と が 出来 る 


) / ; i 
/ y 
Pl (RA ATL yh リア | 
Bi A 
h BROT: A+ E a 
強い 破 に 伴っ て 、 き わ め て 高い 魔力 放出 スキ ル を 有する ) 
カリ スマ :E =o 


る 天性 の 才能 。 
ある 彼女 を 目 に し て も 、 兵 た ちの 土気 


揚 す る と は 限ら な い 


最果て の 加護 :A 
/ | 聖 檜 の 所 持 者 へ と 自動 的 に 付与 され る スキ ル 
| 戦闘 時 に お いて の み 、 魔 力 と 幸運 の パラ メー ター が 一 時 的 に ラン フ ア ッ プ す る 
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イン ビジ プル ・ エ ア 。 y 2 
24 N-ELTRRUCINCERATHSMCMLBTEOE ID, SUN MORA ELTOMRONG, | 
用 放 出 スキ ル と 併用 する こと で 、 HO MCORARENS TA ARO, Rocco Ms [A 
A] DRTEREROERBR (A "949 > LP) を 可能 と する 。( セ イ パ ー 時 の 帆 通 虹 と 違い 、 導 払い 型 
ラン サー・ ア ルト リア ・ オ ル タ は 、 主 に 攻撃 力 の 増強 に この 宝 具 の 効果 を 用 いる 。 Pa 
(FateGOI で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


最果て に て 輝け る 槍 


ロジ ゴミ ニア > 

その 真実 の 姿 は 、 世界 の 表裏 を 繋ぎ とめる モノ で ある と いう 。 

聖 檎 は 本 来 、 世 界 の 表層 を 縫い 止め る 「 光 の 柱 ] な いし 「 塔 ] で あり 、 万 一 これ が 解 か れれ ば 現在 の 物理 法則 に よっ て 成 
り 立 つ 世 界 は 剥が れ 堕 ち 、 過 去 の も の と な っ た 多く の 幻想 法則 が 現れ る と いう 。 

神代 と 幻想 の 最後 に 立っ た 「 王 ] で ある が 故 、 彼 女 は この 絶大 な 力 を 秘め た 聖 槍 を 所 有する 。 


真名 解放 に よっ て 、 聖 槍 は 最果て に て 輝く 光 の 力 の 一 端 を 放つ こと に な る 。 

真名 解放 を 行う た め に は 合計 十 三 の 拘束 の うち 半数 まで を 解除 する 必要 が ある 。 こ の 人 性質 は 「 世 界 を 救う 星 の 聖 侯 ] と 同 
等 の モノ と され る 。 

([FateGO] で は 拘束 の 半数 解除 は 行わ れず 、 完全 な 真名 解放 は 成 さ れ な い ) 


EI DIET / TRIER BER RY RX 


〇 性 格 
聖 刻 を 聖なる 槍 へ と 持ち 替え よう と も 、 騎 士 王 の 在り 方 は 大 きく 変わ ら な い 。 選定 の 剣 を 得 て 王 と な り 、 襲 い 来る 外 瑞 
や 魔物 、 時 に は 竜 に さえ 抗 っ て 故国 の た め に 戦い 続け た 騎士 王 そ の ひと で ある 。 

た だ し 、 主 武装 を 聖 槍 に 切り 替え た 事 で その 価値 観 は 若干 変化 し て し まっ て いる 。 

自分 は 超 沿 の も の で あり 、 人 々 に 胃 れ られ る も の で ある と 正しく 自覚 し て いる 。 

聖 語 の アー サー 王 は 民 の た め の 王 だ っ た が 、 

聖 槍 の アー サー 王 は 民 を 統べる 王 に な っ た 。 

弱者 に 対す る 心遣い は [同胞 た ち に 向け る も の ] か ら 「 計 護 す べき も の に 向け る も の ] に 変化 。 

その 意思 と 言動 は 聖 侯 時 より 強固 に 、 か つ 力強い も の に な っ て いる が 、 人 々 に と っ て は 暴君 の 考え 、 物 言い その も の に 
な っ て し まっ た 。 

理想 主義 者 と し て の アー サー 王 で は な く 、 現実 主義 者 と し て の 色合い が 比較 的 濃い 。 手 に し た 強力 な 聖 栓 に つい て も 、 聖 
DES TIEN TVE [HL] で ある と 認識 し て いる 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

世界 レベ ル の 威力 を 有 し た 宝 具 の 所 持 者 で あり 、 戦 い に 荒 点 る 英雄 と し て の 面 を 強調 され た 現 界 で は ある が 、 マ スタ ー 
と の 相性 次 第 で は 「 一 人 の 騎士 ] と し て 比較 的 忠実 に 仕え る こと に な る だ ろう 。 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 彼女 は 自己 を 抑制 し た 状態 で あり 、 荒 ぶる 性 質 は 戦闘 時 以外 で は 比較 的 薄い 。 


こと 食事 の 好み と な れ ば 話 は 別 か もし れ な い が 


O 台詞 例 

見 る が いい 、 最果て に て 輝く 呪い の 槍 を 。 敵 で あれ 味方 で あれ 、 我 が 一 撃 は 反逆 者 を 残 滅する ーーー マ スタ ー。 あな た 
は 最後 まで 、 私 の 側 を 離れ ぬこ と だ ] 

この 槍 を 以 て 砕け ぬ も の は な い 。 英霊 で め ろ うと 、 宝 具 で あろ うと ] 

聖 本 の 中 に 何 が 眠っ て いる の か ーー あな た は 、 考 えた こと が ある か 

憎まれ 、 疎 まれ る こと こそ が 英雄 の 本 分 で ある と …… 今 の 私 は 、 切 実に 受け 止め られ ます ] 

命令 を 。 マ スタ ー。 私 は 、 何 を 砕け ば 良い の で す 」 


wa 4 


O 人 物 像 

伝説 に 語ら れる 円 卓 の 騎士 王 ア ー サ ー そ の ひと 。 

その 実態 は 、 可 憐 に し て 、 伝 説 通り の 清廉 と 高潔 を 兼ね 備え た 少女 騎士 。 

聖 剣 使い と し て 知ら れる が 、 所 有する 聖 槍 も 実に 強力 で あり 、 ラ ン サ ー と し て も 現 界 し 得る 。 

聖 槍 を 持つ 彼女 は 『 益 の 王 」、 ワ イル ド ハ ン ト の 一 人 と され る 。 

……- そ し て 、 聖 杯 の 呪い に 侵さ れ た 可能 性 と し て の 現 界 も こう し て 有り 得る 。 非情 さ に 徹し きっ た 騎士 王 の 、 槍 持つ 側 
面 で ある 。 

アー サー 王 最 後 の 戦 いと し て 知ら れる 「 カ ムラ ン の 丘 の 戦い ] の 折 に 用 いた 聖 槍 さ えも 黒色 と 化し 、 褐 々 し い 気配 を 備え 


最果て に て 輝け る も の を 、 彼 女 は 手 に し た 。 
聖 栓 ロン ゴミ ニア ド を 。 


変質 は その 肢 間 か ら 始 まっ て いた の だ 。 
まず は 肉体 。 そし て 精神 。 
完全 な " 翠 槍 の 女神 "へ と 転じ る 直前 に 、 彼 女 は 選ん だ 。『 一 の 王 ] と し て 在 る 己 、 黒 き 暴虐 と し て 在 る 己 を 。 


あり と あら ゆる 手段 を 以 て 彼女 は 自ら を 強く 定義 し た 。 

何処 か で 縁 を 得 た と 思しき 聖杯 の 呪い さえ も 利用 し た た めか 、 聖 刻 の 騎士 王 と し て の 自身 か ら は か け 離 れ 、 荒 ぶる 性 質 
を 有する 存在 と 成っ た が 
それ で も 、 ヒ ト と し て 彼女 は 在り 続け る 。 

聖 槍 の 女神 で は な く 、 ア ルト リア ・ ペ ント ラゴン と し て 。 


此処 に いる の は 、 獅子 王 を 経る 事 な く 聖 槍 の 英霊 と な っ た モノ だ 。 
+ 


黒色 に 変化 し て 現 界 し た こと で 、 生 前 の 伝説 ・ 逸話 ・ 出 来 事 の うち 、 プ リ テ ン 守 護 の 側面 で は な く 、 敵 対 者 の 命 を 速 や 
か に 奪う 冷酷 な 殺 手 者 、 戦 場 を 駆け る 戦闘 機械 と し て 在 ら ん と する 戦士 の 成立 が 色濃く 顕 れ て いる 。 

言わ ば 、 ラ ン サ ー・ ア ルト リア ・ オ ル タ ナ ティ ブ 。 

身 に 纏う 冷酷 の 気配 よ 「 セ イ バ ー・ オ ル タ ナ ティ ブ ] に 酷似 し て いる 。 


〇 その 他 
ラン サー と し て 現 界 し た 際 、 騎士 王 は 生前 と は 異な る 姿 に か る と いう 。 聖 剣 と 輌 な ら ず 聖 枚 を 所 有 し て いる が 故に 不老 
の 肉体 が 成長 し て いる と も 、 槍 の 魔力 が 肉体 を 成長 させ て いる と 


〇 通常 武器 

宝 具 で ある 聖 槍 。 

装備 の 変色 に 伴い 、 聖 栓 も また 、 黒 く 変化 し て いる 。 
PR 


戦闘 時 に は 、 騎乗 (ラン サー 時 に は 、 に 騎乗 する 。 オル タナ ティ ブ 時 の 乗 騎 は 「 ラ ムレ イ ]) 


O 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア ( セ イ パ ー) 

本 来 な ら 異な る 可能 性 を 歩ん だ 別人 で は ある が 、「 異 な る 自分 ] で は な く 「 若 か っ た 頃 の 自分 ] と し て 見 て いる 節 が ある 。 
妹 を 見 守る 、 も し く は 痛ま し く 傍 観 する 姉 の よう な 心境 な の か も し れ な い 。 

アー サー (プロ ト ) 

正しい [ 聖 剣 使い 」 と し て 認め て いる 反面 、 か つて 聖 剣 使い だ っ た プラ イド が 刺激 され て か 、 当たり が や や きつ い 。 十 三 
拘束 を され た エク スカ リ パ バー を 使っ て いる 為 、「 フ ッ 、 FASO. 真 の 王 な ら 常に 解放 され て いる も の だ | と アー サー を 
挑発 する 。 無論 、 常 時 開放 する の は 良い 事 で は な い 、 と 分 か っ て いな が ら 。 

フラ ン シ ス ・ ド レイ ク 

ラン サー オル タ は 他 の サー ヴァ ント た ちと は 関わ ら な いよ う 一 線 を 引い \ て いる が 、[ 冗 の 王 ] の ひと り で ある ドレ イク と 
は や や 距離 が 近い 。 第 三 者 に は 気まま に 話し あう 女 友達 …… に 見 える 事 も わる と いう 。 
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| ロン コミ ニア ド : オ ル タ | 


ラン サー と し て 召喚 され た アル トリ ア と いう 超 お いし い 素材 を 描か せ て いた だ ける と いう こと で 大 喜び で 描か せ て いた 
だ きま し た 。 イ ラス ト の 構図 上 、 馬 を 描い た ら バ トル キャ ラ ま で 馬 に 乗っ て し まっ で 恐縮 し つつ 嬉し ぐ 思 いま し た 
< 


+ o よ 
言わ れる 胸 の 大 き さ に つい て は 、 目 分 の 趣味 で 大 きく し た わけ で は な いと いう こと を 主張 し て お きま す 。 (石田 あき 
ら ) 


ヴァ ン * ホ ー エ ン ハ イム ・ バ ラル 


Deeg キャ スタ ー EN ヴァ テン. ホー エン ハイ ム ・ パ ラケル スス 
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設定 作成 : 桜 井 光 プ キャ ラフ ター デザ イン : 中 原 


CV: 三木 中 一 朗 


主 な 登場 作品 : Fate/Prototype HIRO 737 XV 


魔術 師 と し て 自ら に 有利 な 陣地 で ある [工房 ] を 作成 する 。 
A ラ ンク を 所 有する た め 、「 工 房 ] を 上 回 る [神殿] を 構築 する こと が 可能 。 


aE 


道具 作成 : EX 
具 を 作成 する 。 
太 T と し て 数 多 の 逸話 を 有 し た 彼 は 、 こ の スキ ル を E X ラ ンク で 習得 し て いる 。 
賢者 の 石 と 呼ば れる 特殊 な 結晶 、 エ レ メ ン タル と 呼ば れる 五 属 性 に 対応 し た 人 工 零 、 高度 な 判断 力 と 複数 体 で の 同期 思 


接続 し た 霊 脈 を 利用 する こと で 可能 と な る 。 


に ーー 
考 能力 を 有する 人 造 人 間 (ホム ンク ルス ) 、 等々 の 作成 が 可能 と な る 。 宝石 魔術 に 用 いら れる 宝石 の 大 量 生産 も 、 陣 地 に (D 


魔術 の 詠唱 を 高速 化 さ せる 能力 。 
大 魔術 の 詠唱 を 一 工程 で 成し遂げ る 。 彼 の 場合 これ に 加え て 宝石 魔術 (具体 的 に は 賢者 の 石 ) を 組み 合わ せ て 効率 化 を 
つて いる 。 


五 属 性 に 対応 し た 人 工 吉 を 使役 する 能力 。 
この 人 工 霊 を パラ ケル スス は エレ メン タル 、 な いし 元素 塊 と も 呼称 する 。 文字通り 、 そ れ ぞ れ の 属性 元素 を 超 高密 度 に 
凝集 させ た 結晶 を ペー ス と し て 作り 上 げ ら れる 魔術 的 存在 で ある 。 

た と えば 火 の 元素 塊 は 災 を 凝集 させ た モノ で あり 、 直 高熱 を 操る 。 土 の 元素 塊 で あれ ば 超 質量 及び 金剛 (ダイ アモ ンド ) 
に 等 し い 硬 度 を 有する 。 ( 尚 、 空 = エー テル の 元素 塊 は 所 調 「 エ ー テ ル 塊 ] と 異な る も の で ある た め 、 注 意 さ れ た い ) 
作成 に 掛け る 手間 次 第 で は ある が 、 サ ー ヴ ァ ン ト 戦 闘 に も ある 程度 まで 対応 可能 な 使い 魔 と し て 操る こと も で きる 。 


VG 


ラン グ は 精製 の 度合 い に よ っ て 大 きく 変動 する 。 
ラン ク 次 第 で さま ざま な 効果 を 発揮 する が 、A ラ ンク と も な れ ば 擬似 的 な 不死 を 任意 の 対象 へ も た ら す こと も 可能 。 


FR YU y 


パラ ケル スス 


TENOR 


ソー ド ・ オ ブ ・ パ ラケル スス 。 

オリ ジ ナ ル の アゾ ッ ト 剣 。 パラ ケル スス の 魔 剣 。 

彼 が 生前 に 作り 上 げた 賢者 の 石 を 利用 し た 魔術 礼装 。 刀身 の すべ て が 超 高 密度 に 精製 され た 賢者 の 石 に よっ て 構成 され 
て いる 。 

本 来 の 効果 は 魔術 の 増幅 ・ 補 助 ・ 強 化 。 

彼 は この 剣 を 用 いて 直接 対象 を 攻撃 する の で は な く 、 剣 に 込め られ た 魔力 に よっ て 瞬時 に 儀式 魔術 を 行使 し 、 五 つの 元 
素 す べ て を 用 いる こと で 、 神 代 の 世界 に 満ち てい た と され る 真 エ ー テ ル を 疑似 構成 する 。 実体 化す る 擬似 的 な 真 エ ー テ 
ル ( 偽 ) は ほん の 僅か な ひと か けら で は ある も の の 、 周 囲 を 難 ぎ 払う 破壊 の 光 と 化す 。 


更に 、 単 純 な 破壊 と は 異な る 真 の 機能 を 有 し て いる が …… 
[FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い 。 


〇 性 格 

理知 的 で 物静か な 学者 肌 の 魔術 師 。 

| 気性 は 温和 で 戦闘 を 好ま な い 。 

ae 冷静 沈着 の 姿勢 を 月 さ ず 、 年 若い 相手 に 対し て は 教え 導く こと を 喜び と し 、 口 元 に は 微笑 み を 浮か べ る こと も 多い 。 


魔術 師 と し て は 珍し く 、 人 の 情愛 は 尊い も の で ある と 説く 。 

あま ね く 現 代 の 魔術 師 た ち は 自 ら の 教え を 受け 継ぐ 弟子 た ちの 商 と みな し 、 自 ら の 子 の よう に 親しみ を 以 て 接する 。 無 
限 の 可能 性 を 持つ 彼ら 彼女 ら こ そ が 未来 で あり 、 可 能 性 の 積み 重ね は や が て 世界 の 真実 で ある 根源 に も 辿り 着く と 信じ 
て や まな い 。 

個人 と 家系 、 血 脈 を 重んじ る 常識 的 な 魔術 師 か ら す れ ば 彼 の 言葉 は 狂気 の 沙汰 に も 近しい が 、 彼 は 自分 の 1 
つも り が な い 。 

生ま れ な が ら の マッ ドサ イエ ン テ ィ ス ト 。 


げ る 


an 


男性 と 女性 と で 対応 に 一 切 の 変化 が な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 静か に 忠誠 を 維 う 。 むしろ 、 友 情 と 言っ た ほう が 正確 。 

従来 の 聖杯 戦争 の よう に 魔術 師 が マス ター と な っ た 場合 は 、 共 に 根源 を 目指 す 同志 で ある と し て 対等 の 関係 を 築 こ うと 
する 。 

マス ター が 魔術 を 修め て いな い 場 合 は 、「 友 人 ] に な ろう と 提案 する 。 

聖杯 に か ける 願い は 「 根 源 へ の 到達 ]。 

更に 言え ば 、 か つて この 世界 に 満ち て いた は ず の 真 な る エー テル 、 星 の 光 (た と えば 聖 合 の ) こそ が 根源 か ら 差 し 込む 光 
で あろ うと いう 自説 を 確か め る こと こそ が 願い 一 で あっ た 、 が 。 

現在 の 彼 は 、 購 罪 を こそ 求め て いる の か も 知れ な い 。 


〇 台詞 例 

「 ど うか 、 こ の 私 と 友達 に な り ま し ょ う 」 

[ 地 に 満ち る すべ て の 愛し 子 は 、 尊 い 星 の 輝 き で す ] 

「 エ ー テ ル の 窮 極 は 、 失 われ た 神代 の 秘 儀 に 通じ る と 私 は 考え て いる の で す 。 遥か 古代 、 カ ル デ ア の 賢者 た ち が 到 達し た 
正しき 星 辰 の 輝き を 、 私 は 手 に し た い 。 それ は 宇宙 に 充ち 満ち て 瞬く 徐 極 の 光 で あっ て 、 そ し て 同時 に 、 こ の 星 の 光 で 
も ある で し ょ う ] 

「…… 貴 方 の 剣 か ら 放 た れる 星 の 光 。 実に 、 実 に 美しい ] 

「 ア ベレ ー ジ ・ ワ ン の 魔術 が 如何 な る も の か 、 ご 覧 に 入れ まし ょ う 」 


ーー 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

伝説 的 な 医師 に し て 錬金術 師 。 

十 六 世 紀 、 ル ネ サ ンス 期 に 活躍 し た 人 物 と し て 知ら れる 。 

生涯 に 渡っ て 医術 と 錬金術 の 研 鑑 を 重ね 、「 四 元素 ( 五 元素 ) の 再発 見 ]「 三 原 質 の 再発 見 ] を 始め と し て 数 多 の 功績 と 書 
物 と を 残し た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

人 類 史 と 魔術 史 の 双方 に 名 を 残し た 希有 な 人 物 。 

(+) Pk) IX) [| の 四 属 性 に 加え て (E) の 属性 を 有する 強力 な 魔術 師 (アベ レー ジ ・ ワ ン ) で あり 、 宝石 魔術 を 修め 、 
魔術 基盤 と し て の 錬金術 の 発展 に も 深く 関わ っ た と され る 。 近 現代 に 於 いて 錬金術 と し て 広く 魔術 師 た ち に 伝え られ て 
いる 魔術 基 騰 と いう 意味 で は 、 そ れ を 世界 に 深く 刻み 付け た 先達 の 一 人 と いう 可能 性 は ある 。 

時 計 塔 に 近しい 人 物 で お っ た も の の 、 ア トラ ス 院 や 稚 利 海 と も 例外 的 に 交流 を 行い 、 互 い の 研 究 を 発展 させ た と いう 。 
し か し 、 歴 史 に 名 を 残し て いる こと か ら も 分 か る よう に 、 本 来 隠 すべ き で ある は ず の 神秘 の 奥義 を 「 人 々 へ と 広め る ] 
傾向 が あり 、 再 三 に 渡る 時 計 培 か ら の 制止 を 無視 し て 学説 と し て 魔術 研究 の 一 端 を 一 般 社会 へ 向け て 発表 し 続け 、 最後 
は 賢者 の 石 を 増産 し て ば ら 撤 こう と し た と ころ を 起 正 され る 形 で 命 を 落と し た 。 

刺客 が 自分 の 館 を 訪れ た 際 、 彼 は 一 切 慌て る 素振り を 見 せ ず 、 微 笑み な が ら 出 迎え た と いう 。 


人 の 子 を 慈しみ 、 人 間 性 を こそ 尊ぶ 稀有 な 魔術 師 。 
それ こそ が パラ ケル スス ・ ヴ ァ ン ・ ホ ー エ ン ハ イム で ある が 。 

突然 、 信 条 の すべ て を 捨て 去っ て 非道 に 堕ち る 可能 性 も 決し て ゼロ で は な い 。 

た と えば 、 目 指す 根源 その も の と 接続 し た 何者 か と 出会っ た 場合 、 で ある と か 。 


O 五 元素 の 色 対応 
1 (黄色 ) 、 水 ( 銀 ) 、 火 ( 赤 ) 、 風 ( 青 ) 、 エ ー テ ル ( 黒 に 近い 濃い 紫 ) 。 
西洋 魔術 で 五 元素 に 色 を 付け る 際 の 基準 デイ ンド の タッ トワ 基準 で の 割り 振り 。 


〇 通常 武器 
魔術 に よる 遠 距 離 攻撃 。 
五大 元素 を 使用 し た 魔術 攻撃 。 魔術 使用 時 、 使 用 する 元素 に 対応 し た 大 き な 宝石 の よう な も の (エレ メン タル ) が パラ ケ 
ルス ス の 周囲 に 浮か ぶ 。 


O 因縁 キャ ラ 

アル トリ ア ( セ イ バ ー) / ノ アー サー (プロト) 

星 の 光 を 混 え た エク スカ リバ ー を 持つ 者 に つい て は 、 大 い に 研 究 の 対象 で ある と 同時 に 自ら が 乗り 越え る べき 目標 で あ 
る と し て 執着 を 示す 。 

ジー ク フ リ ー ト 

真 エ ー テ ル そ の も の を 創 に 秘め た パル ムン ク を 有する と 知れ ば 、 大 い に (88) 

マキ リ ・ ゾ ォ ル ケン 

生前 の 知己 。 

研究 内 容 は 違う も の の 、 尊 い 想 い を 有 し た 魔術 師 。 友達 に か り た い 。 

彼 の 知る マキ リ は 高潔 で 尊敬 すべ き 理想 主 義 者 で ある た め 、 ニ † 一 世紀 時 点 の 彼 を 見 る こと が あっ て も 同一 人 物 と は 思 
わな いし 、 思 えな い 。 

レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 

実は 、 生 前 の 知己 。 

文字 通り に 、 魔 術 に 対し て さえ 万 能 で あっ た ダ ・ ヴ ィ ン チ を 深く 尊敬 し て いる 。 

友達 に かり た い 、 等 と は 曳 れ 多 いと 思っ て いる 。 ダ ・ ヴ ィ ン チ が いつ か ら 女性 に な っ て いた か は よく 覚え て いな い 。 初 
め て 会 っ た 時 は 、 は て 、 ど ちら だ っ た か ……? 

アー ラ シ ュ ン ヘン リー・ ジ キル ンプ ハ イド 

何かしら 、 思 うと ころ が ある よう で ある 。 
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7 
ゲー ム 画 面 上 に 出 て くる 度 に な ぜ か 笑っ て し まい ます 。 シ リア ス 寄 りな 先生 も ギャ グ 寄 りな 先生 も 私 は 好き で す よ 、 は 


We (4 


a) 


059 


BRIE TERE RH 59H IN 
CV :稻田 徹 


に 器 員 を 作成 す 
本 来 魔術 師 で は な い / 
得 て い る 。 具体 的 に は 、 88% 


Bart 


一 意 专心 : C ae 
ひと つの 物事 に 没頭 し 超人 的 な 集中 力 を 見 せ する 。 パ ベ ッ ジ の 場合 、 計 算 、 設 計 、 製 造 、 等 の 行動 に 対し て 発揮 され る 。 
道具 作成 スキ ル に 対す る プラ ス 補 正 と し て 働く 。 


機関 の 鎧 : EX 

蒸気 機関 を 搭載 し た 全身 機械 に 身 に 纏う 

これ に より 、 彼 の 外見 は 鋼鉄 の 巨大 紳士 と 化す 。 取り 外し は 不可 能 。 

筋力 と 耐久 力 の パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る と 同時 に 、 搭 載 さ れ た 異形 の 蒸気 機関 が わた ら す プー スト 機能 に よ 
っ て [++] の 一 時 的 補正 が 与え られ る 。 歓 揮 の パラ メー ター は ラン クダ ウン する も の の 、 ブ ー ス ト 機 能 は 与え られ る 。 
ちな み に バ ベッ ジ は 8 歳 頃 か ら 自動 人 形 (オー トマ トン ) に 強く 惹か れ て いた 。 初め て 目 に し た も の は 女性 型 オ ー ト マト 
ン で あり 、 マ ー リ ン の 名 を 持つ 発明 家 の 工 房 で の 出会い で あっ た と いう 。 


的 な ブー スト アッ プ 。 
させ て 出力 を 増幅 、 


の 攻撃 力 を 増加 させ て いる 。 


CHARACTER Profile 


イィ メン ジョ ン ・ オ ブ ・ ス チー ム 。 

生前 に 設計 し た 「 階 差 機関 」 [解析 機関 が 真 に 完成 すれ ば 到来 し て いた は ず の 、 蒸 気 機関 華やか な り し 文明 世界 一 一 
すなわち パ ベ ッ ジ の 渦 望 と 夢想 と が 昇華 され た 固有 結界 で あり 、 彼 の 心 で あり 、 身 に 纏う 機関 鎧 その も の で も ある 。 
基本 的 に は 常時 発動 型 の 宝 具 。 そ の 特殊 性 及び 稀少 性 か ら 高 ラン フ と し て 指定 され て いる が 、 次 力 面 の み で 言え ば B 一 
て ラン ク 相 当 。 な お 、 真名 解放 時 に は 内 部 蒸気 機関 が 全力 稼動 し 、 高 威力 の 範囲 攻撃 を 行う 。 

密閉 し た 鎧 の 内 側 に 固有 結界 を 展開 し 続け る 事 で 動力 た る 特殊 蒸気 機関 を 顕現 させ て いる た め 、 彼 は 決し て 鎧 を 解放 し 
な い 。 一 度 で も 解放 すれ ば 、 固 有 結 界 は 世界 か ら 排除 ぐれ 、 後 に は 物 言 わ ぬ 鍋 鉄 の 塊 だ けが 残さ れる だ ろう 。 

鎧 の 具体 的 な 効果 に つい て は スキ ル 「 機 関 の 鎧 ] を 参照 。 


= er = 


O 性 格 
鋼鉄 の 巨大 紳士 。 性格 は 、 厳 し い 。 

自己 に も 他 者 に も 厳し い が 、 振る 舞い は 優雅 な 英国 紳士 。 

無垢 な 少女 や 聡明 な 女性 に は 弱い 。 生前 も 、 詩 人 ジョ ー ジ ・ ゴ ー ド ン ・ パ イロ ン の 娘 、 ラ ブレ イス 伯爵 夫人 オー ガス タ 
・ エ イダ (世界 初 の 女性 プロ グラ マー と も 言わ れる ) の 好奇 心 溢れ る 瞳 に 押し 負け て あれ これ と 教え る 羽目 に な っ た 。 結 
果 と し て パ べ * 無 一 の 親友 を 得 た と 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 従順 。 大人しい 。 

命令 に も 素直 に 従う 。 

た だ し 、 そ の 言葉 だ け は と て も 厳し い 。 厳し い が 、 言わ れ た こと は や っ て くれ る 。 あ れこ れ 文 句 を 言う 機能 が ある ロボ 
ッ ト 、 と 言っ た 感 が ある 。 

聖杯 に か ける 願い は 「 蒸 気 文明 世界 の 到来 ]。 

た だ し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 する に あたっ て 現実 の 世界 を 見 て いる の で 、 こ れ は これ で 悪い も の で は な いと 認識 し 
始め て いる 。 

マス ター 次 第 で 、 彼 は 頼も し い 味方 に な る だ ろう 。 


「 こ の 身 すべ て は 妄 念 と 夢想 に 過ぎ ず ……」 
CAE. PEE, AUT] 
[ya] IRE 
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「( フ シュ ー)」 ※ 排 気 音 


| 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

十 九 世紀 の 数 学者 に し て 科学 者 。 

蒸気 機関 を 用 いた 世界 初 の コン ピュ ー タ ー 「 階 差 機 関 」「 解 析 機 関 」 SRL. CHA SNA AEM, WE 
れ の 機械 も 生前 に 完成 を 迎え る こと は な か っ た 。 現代 で は 「 コ ンピュータ ー の 父 ] と も 呼ば れる 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
チャ ー ル ズ ・ パ ベッ ジ は 天才 だ っ た 。 
十 九 世紀 初頭 。 ケン プリ ッ ジ 大 学 を 卒業 し た ば か り の 青年 の 折 、 天体 の 運動 に つい て の 膨大 な 量 の 計算 を 行い な が ら 、 彼 


は こう 思っ た 。 
天体 だ け で は な い 。 政府 の 研究 機関 や 在野 の 企業 で は 、 殆 どす べ て の 実験 や 事業 に 於 いて 必要 と な る 大 量 計算 に 際 し て 、 
数 十 人 の 計算 手 を 必要 と し て いる 。 こ れ ら 無数 の 計算 行程 の 一 部 で も 燕 気 機関 に よっ て 行う こと が で きた な ら ば 、 と 。 


そし て 、 彼 は 更に 考え た 。 

で きる 。 と 。 

複雑 で 高度 な 計算 を 可能 と する 機械 一 一 一 階 差 機関 (ディ ファ レン ス ・ エ ンジ ン ) 。 

原理 こし て は まっ た く 不 可能 で は な い 。 な ら ば 、 実行 も 叶う で あろ う 。 

数 学 は あら ゆる 学問 で 応用 され て いる 。 故に 、 こ の 機械 が 完成 し た 暁 に は 、 人 類 は あら ゆる 分 野 に て 飛躍 的 な 時 間 短 縮 
を 実現 し 、 文 明 全体 は 数 世紀 分 の 発展 を 遂げ る だ ろう 。 それ は 誰 し も が 成し遂げ た こと の な い 夢 物語 だ っ た 。 

だ が 、 彼 は [CHS] と 確信 し て いた 。 

彼 は 天才 だ っ た の だ 。 


彼 は 天才 的 な 数 学者 で あっ た だ け で な く 、 天 才 的 な 機械 設計 者 で も あっ た 。 

た っ た 半年 で 彼 は 小型 の 実機 モデ ル を 作成 し て みせ た 。 

彼 の 引い た 図面 は 正しく 、 理 論 に 誤り な ど 人 微塵 も な い 。 実現 に 至る の に 必要 な ふた つの 要素 の うち ひと つ を 既に 彼 は 得 
て いた 。 

第 一 の 要素 は 、 頭 脳 。 十 二分 に 得 て い た 。 

だ が 。 第 二 の 要 素 が 足り て いな か っ た 。 すなわち 、 時 間 と 設備 。 それ ら を 賭 う の に 必要 な の は 、 そ う 、 費 用 で ある 。 

大 英 帝国 王立 協会 の お 黒 付 き の 元 、 英国 政府 は 彼 の 理論 と 「 階 差 機関 」 の 有効 性 を 認め 、 当初 は 資金 投入 を 行っ て いた が 、 
最終 的 に は 計画 へ の 援助 を 打ち 切っ て し まっ た 。 

し か し 彼 は 諦め ず 、 更 な る 高度 計算 機械 で ある 解析 機関 ] に 着手 する 。 

これ は 世界 初 の プロ ブラ ム を 可能 と し た 機械 で あり 、 計 算 完備 (チュ ー リ ング 完全 ) を 実現 させ 得る 機械 で も あっ た 。 


だ が 、 志 半 ば に し て 彼 は 死ん だ 。 

階 差 機関 は 完成 し な か っ た 。 

解析 機関 は 完成 し な か っ た 。 

時 代 の 狭間 に 消え た 「 有 り 得 た 未来 ] の 夢 を 世界 に 残し 、 彼 は 死ん だ 。 

や が て 、 同 一 の 機能 を 意図 し た 高度 計算 機械 が 電子 機器 と し て 生み 出さ れ 、 世 界 は 発展 し て いっ た 。 あ る 意味 で は 彼 の 
夢見 た 通り に 。 し か し 、 そ こ に は 蒸気 機関 の 世界 は な く 、 実現 され た の は 内 燃 機 関 の 生 み 出す 電気 に よっ て 駆動 する 世 
界 で は あっ た 。 


そし て 今 こそ 彼 は 現 界 する 。 

有り 得 た 未来 を 、 異 形 の 鋼鉄 と し て その 身 に 纏い な が ら 。 
夢想 し た 未来 を 、 異 形 の 世界 と し て その 身 の 禅 に 秘め な が ら 。 
世界 の 変革 を 夢見 た 蒸気 の 王 と し て 。 


E ACTER Profile 


) 因縁 キャ ラ 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 
偉大 な 先達 と し て 尊敬 し て いる 。 
オー ニ ソ プター は 良い も の だ 。 
ニコ ラ ・ デ スラ 
電気 悔し い 。 だ が 、 彼 も また 革新 者 だ 。 
エジソン 
電気 悔し い 。 だ が 、 ラ イオ ン だ 。 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 
電気 悔し い 。 だ が 、 無垢 の 少女 で ある 。 健 や か に 育つ が よい 
イス カン ダル 
電気 悔し い (和牛 が ゼウス の 雷 を 帯び て いる の で ) 。 
ラー マ 
電気 悔し い SEA Y ROD BERD) 。 
源 頼光 
電気 悔し い (牛頭 天王 の 子 な の で ) 
坂田 金 時 
電気 悔し い (雷神 の 子 な の で 
モー ドレ ッ ド 
電気 ……? (魔力 放出 が 雷 な の で ) 


ナタ 太子 
お お 。 オ リエ ンタ ル の 古き 古き オー トマ タ で ある 。 美しい 。 
ブリ ュ ン ヒル デ 


CHARS 


pent fr 


m Illustrator 


EAS 


紳士 っ て 何だ ろう な ぁ …… と 山高 帆 と 蝶 ネ クタ イ の 燕尾服 と ステ ッ キ 、 と お よそ 外見 か ら 考 えら れる 紳士 要素 を ぶち 込 


の み ま し た 。 


打ち 合わ せ に 向かう 電車 の 中 で ほとん ど 全 て の 要素 を 描き 上 げ て それ 以降 パラ ンス くら いし か 変わ っ て いま せん 。 
描く の に 夢中 に な りす ぎ て 目的 の 駅 を 通り 過ぎ た の も 今 と な っ て は よい 思い 出 で す 。 


[88] とい うき 


設定 だ つた の で 人 が 着れ る よう に 描い て は いま す 。 


脚 部 パー ツ の 内 側 を よく 見 る と 実は 人 の 足 が 入る よう な 形 に な っ つて いて 、 パ ワー ドス ー ツ 的 な 構造 で 横 か ら 大 き な 外 装 
が 響 う よ う な 形 に な っ て いま す 。 

膝 装甲 の 大 き さ と スカ ー ト パー ツ の 位置 で ど ご ま か し て いま す が 、 手 が 長 い 割 に 下半身 が 寸 詰 まり な 印象 を 与え る の は [A 
の 関節 ] と いう 成約 を 受け て いる た めで す 。 

対し て 腕 に は 人 の 腕 が 入っ て いな いた め 、 あ の よう に 異形 に な る こと を 許さ れ ま し た 。 


で は 何処 に d 


h の 人 の 腕 が ある か と 言え ば 胸 パ ー ツ の 中 に 操縦 する 人 間 の 上 半身 が 収まっ て いま す 。 そこ で 腕 を 操作 し て 


いる と いう 想定 で す 。 


武器 は 紳士 の ステ ッ キ か ら ド リル へ 変化 。 


ジ で す 。 


正確 に は ドリ ル で は な く 階 差 機関 の 歯車 群 の 一 本 を 引っ こ 抜い た も の と トン ネル ボー リン グマ シン の 間 の 子 的 な イメ ー 


紳士 は 刃物 や 鉄砲 な ん て 野 訟 な 物 使わ か いん よ 計算 機 で ぷっ 叩く ん よ 、 と いう 建前 で 座 族 兵器 を ふり まわ す の も 紳士 っ 
て も の で す よ ね 。 (I-IV) 
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ヘン リー・ ジ キル & ハ イド 


EE 79 ERA ヘン リー - ジ キル エドワード - ハ イド 
Eds: EE 小説 「 ジ キル 博士 と ハイ ド 氏 」 EE ee 
ES 秩序 . 善 (ジキル ) / 混 池 ・ 悪 (イド ) E3175 m [EH 60ke 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン : 中 原 
CV: 宮 野 真 守 


恐慌 の 声 : A 


Edo EEE EM EAE EIC Edo 


一 時 的 に 筋力 を 1 ランク アッ プ さ せる こと が 可能 。 


ハイ ド の 状態 で 真価 を 発 押す る スキ ル 。 聞く 者 の 精神 を 絆 ら せ る 声 を 暫 か せ 、 対象 に 精神 攻撃 を 行う 。 


se 一 一 


真価 を 発揮 する スキ ル 。 

戦闘 に 特 化し た 形態 に 自己 の 肉体 を 改造 する 。 

今回 は アサ シン と し て 現 界 し て いる た め 、 本 スキ ル の ラン ク は 低く 、 あ まり 有効 に も 働か な い 。 僅 か に 手足 が 長く な っ 
て いる か どう か 、 程 度 。 

パー サー カー と し て 現 界 し た 際 に 本 スキ ル が 発動 すれ ば 、 狂 化 ス キル に よっ て 強化 され た パラ メー ター に 相応 し く 、 お 
よそ 人 間 に は 見 えな い 手 獣 の 姿 へ と 変化 する だ ろう 。 


Ware 


有 ス キル の 真価 が 発揮 され ず 、 能 力 パ ラメ ー タ ー も 低下 し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し 


て 感知 され 難く な る 。 
通常 の 聖杯 戦争 で あれ ば 有効 に 働く スキ ル で は ある が ……『FateGO 〇 」 で は あま り 効果 的 に は 使用 され な い 。 


Beni 


ラス ・ ゲ ー ム 。 
ジキル か ら ハ イド へ 、 ハ イド か ら ジ キル へ と 変身 する 霊 薬 。 

ハイ ド 時 は 三 騎 士 ク ラス を も 圧倒 する 近接 戦闘 力 を 得る 。 そ の 性 質 は パー サー カー に 近い 。 薬学 及び 錬金術 、 そ し て 経 
年 劣化 の よう な 幾つ か の 偶然 の 結果 と し て 精製 され た も の で あり 、 現 代 の 科学 技術 や 魔術 で 再現 する こと は 不可 能 。 


AS N N 0 x 


BI 【 ジ キル 時 】 僕 【 ハ イド 時 】 オレ ノ 俺 様 ちゃ ん EU 【 ジ キル 時 】 きみ 【 ハ イド 時 】 て め え / 〇 O (呼び 捨て ) 
ル 時 】 彼 / 彼 女 プ つ 〇 さん 【 ハ イド 時 】 あ いつ / あ の 野郎 / あ の 女 


〇 性 格 

【 ジ キル 時 】 

誠実 で 理性 的 な 善人 一 一 一 本 来 の 人 格 。 

物事 を 深く 考え る の が 長所 で も あり 短所 。 

大 人 し い 性 格 で は ある も の の 、 穏 や か な 見 た 目 に 反し て 正義 感 が 強く 、 生前 は 「 人 間 の 内 に 潜む 悪 の 打倒 ] に つい て 上 真剣 
に 苦悩 し 、 研 究 し 、 立 ち 向かお うと 試み た 。( そ し て 、 和 失敗 し た ) 

何ら か の 理由 に よっ て 霊 基 が 起 み 、 自 己 に 対す る 自信 を 確立 で きず に いる 。 


【 ハ イド 時 】 
道徳 心 な き 快楽 主義 者 一 「 悪 ] の 人 格 。 
粗暴 で 粗野 。 触れ る も の すべ て 傷付け よう と する 悪意 の 塊 。 


誠実 な 善人 と し て 知ら れ て いた ジキル の 中 に 潜ん で いた 、 悪 意 の 凝集 。 普 段 の ジキル が 善人 で あっ た か ら こ ぞ そ 反動 と し 
て 悪 が 多く 潜み ハイ ド が 凶暴 に な っ た の か 、 そ れ と も 悪 の 少な い ジ キル だ か ら こ そ 「 こ の 程度 の 悪 逆 で 済ん だ ] の か は 、 
不明 。 

基本 的 に 物事 を 考え て いな い 。 

道徳 観 が な い 。 目 の 前 に ある も の に 対し て 、 反 射 的 に 行動 する こと が 多い 。 

何ら か の 理由 に よっ て 霊 基 が 歪ん で いる と 思 し い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

【 ジ キル 時 】 

ジキル は 善人 で ある た め 、 世 界 を 救う こと いう マス ター の 行動 に は 賛成 する 。 

真面目 に 取り 組む 姿勢 も 見 せ て くれ る が 、 こ と 戦闘 と な れ ば ハイ ド に 多く を 依る こと に な る だ ろう 。 ジ キル 自身 が どれ 
だ け 役 に 立つ か は 定か で な い 。 

【 ハ イド 時 】 

暴れ られ る な ら そ れ で いい 。 

自由 に 、 何 に 縛ら れる こと も な く 、 思 うさ ま 悪 逆 を 成 し た い ! 


O 〇 台詞 例 

「 僕 は 恐ろし い 。 僕 の 中 の 怪物 が 、 今 に も 私 を 食い 破っ て 出 て くる の で は な いか と 」 

「 僕 は 戦う 。 僕 の 中 の 、 怪 物 と 」 

[ 誰 と 戦う っ て ェ エー 一 ?」 

「 ひ ゃ っ は は は は は は は ! 俺 様 ち ゃ ん 登場 ! ! さあ 、 ど いつ を ぷち 殺し て や りゃ あい いん だ アァ 、 マ スタ ー ! J 
「 ヒ ャ ハハ ハハ ! 残念 で し た !」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

十 九 世 紀 の 小 説 「 ジ キル 博士 と ハイ ド 氏 | に 登場 し た 人 物 、 も し く は その モデ ル 。 
裕福 な 資産 家 の 一 子 と し て 生ま れ 育 っ た ヘン リー・ ジ キル は 誠実 な 人 物 で あり 、 医 学 、 民 法学 、 法 学 、 薬 学 、 等 の 博士 
号 を 取得 し た 上 に 王立 協会 会 員 と な り 、 新 聞 で 取り 上 げ ら れる ほど の 慈善 家 と し て も 著名 な 男 だ っ た 。 

し か し 、 彼 は 苦悩 の 中 を 生き て いた 。 

自ら の 中 に 秘め られ た 事 楽 性 を 恥じ て いた の で ある 。 それ は 、 誰 し も が 有 し て いる も の に 過 ざ な いと 言え る 程 に ささ や 
か な も の で あっ た と いう の に 。 

善 と 悪 。 人 間 と は 単 一 の 性 質 か ら 成る も の で は な く 、 二 元 的 で ある 答 だ と 信じ た 彼 は 、 化 学 的 な 実験 に よっ て 自己 の 人 
格 か ら あ ら ゆ る 悪性 を 切り 離 そ うと 試み た 。 

特殊 な 薬剤 を 自ら 精製 ・ 服 用 し た 彼 は 、 し か し 、 悪 を 具現 化 さ せ た 「 エ ド ワ ー ド ・ ハ イド ]」 と 化し た 。 人 格 の みな ら ず 、 
肉体 さえ を も 変化 させ な が ら 。 

悪 逆 に 腕 り 、 殺 人 に まで 手 を 染め る に 至っ た 「 ハ イド 」 を 止め ん が た め に 、 最 終 的 に 


ル は 自ら 命 を 断っ た と いう 。 
© FateGO| に お ける 人 物 像 

ヘン リー・ ジ キル が 「 悪 ] に 取り 付か れ た 理由 。 
それ は 、 ロ ンド ン で 活躍 する 時 私 立 探偵 の 個人 的 調査 に 協力 し た 過程 で 目 に し た [犯罪 世 界 の 皇帝 ] の 存在 に 依る と ころ 
が 大 きい 。 

悪 を 為す も の 。 

怒れ る も の 。 

秩序 を 、 世 界 を 破壊 し 、 善 を 和 ・ す も の 。 

し か し 自ら は 実社会 の 因果 の 外 に 在 っ て 、 あ ら ゆ る 憲 を 受け ぬ 超 越 者 を 気 取 る 皇帝 ] の 圧倒 的 な まで の 存在 感 を 前 に し 
て 、 誠実 に し て 善人 で あっ た ジキル 氏 は 、 悪 の お ぞ ま し さ に 魅了 され か けた の だ っ た 。 


誰 し も が 有 し て いる だ ろう 悪 を 知 定 す る た め 、 彼 は 化学 と 錬金術 に 頼っ た 。 
人 が 有する 善悪 の 要素 を 分 離し よう と 試み た の で ある 。 
自分 自身 を 生体 実験 の 対象 と し て 用 いた も の の 実験 は 失敗 し ーー 一 


CHARACTER Profile 


発生 し た 第 二 の 自 分 で ある 「 ハ イド ] と の 戦い の 果て に 、 彼 は 命 を 落と し た 。 


サー ヴァ ント と し て 現 界 す る に あたり 、 ヘ ン リ ー・ ジ キル は 、 人 格 の 移行 に 伴い 肉体 さえ 変化 する 二 重 存在 者 と し て 自 
己 を 成立 させ て いる 。 

宝 具 に よっ て 、 彼 は 自ら が 倒す 等 だ っ た 「 ハ イド ] へ と 入れ 替わる 。 

悪 に よっ て 悪 と 戦う 。 

耐え 難い ジレ ンマ を 抱え な が ら も 、 彼 は マス ター に 従う だ ろう 。 か つて 自分 が 成し遂げ られ な か っ た 正義 を 、 今 度 こ そ 
成せ る も の と 信じ て 。 


た だ 、 ア サシ ン の クラ ス で の 現 界 の た めか 、 そ れ と も 他 の 理由 か ら か 、 彼 の 霊 基 は 不 自然 に 歪ん で お り 、「 ハ イド ] を 制 
御 し 切れ ず に いる 。 人 格 の 主導 権 を 辛うじて 握っ て は いる が 、 い つつ 逆転 され て も 不思議 は な い 。 カ ル デ ア に 召喚 され て 
も 尚 、 ジ キル は 自ら の 内 側 で 戦い 続け こい る の で ある 。 

けれ ど 、 そ れ も い つ し か が 決着 が 付く だ ろう 。 

善 と 悪 の 闘争 の 結末 は 近い 。 


〇 その 他 

別 ク ラス で の 召喚 で あれ ば 、 ジ キル は 殆ど 戦闘 能力 を 持た な い 。 

本 作 で の ジキル が サー ヴァ ント と し て の 戦闘 能力 を 有 し て いる 理由 は 、 霊 基 の 異常 に よっ て ハイ ド の 人 格 及び 獣 性 が ジ 
キル へ と 溶け 出し て いる た め と 予想 され る 。 


O 因縁 キャ ラ 

【 ジ キル 時 】 

エジソン ニコ ラ ・ テ スラ ン バ パ ベ ッ ジ 

夜通し 話 が 続け られ る 程度 に は 、 学 者 系 サー ヴァ ント た ちと 相性 が いい 。 

エル メロ イ I 世 

あの 時 計 培 の 人 間 だ と いう 。 し か も 二 十 一 世紀 の 。 それ は 実に 興味 深い 。 

モー ドレ ッ ド 

し ば し ば 「 今 日 も 顔色 が 青白 い ] と 因縁 を 付け られ る 。 

パラ ケル スス プア ー サ ー 

既 視 感 が め ある よう な 、 な いよ うな 。 

シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ 

ミス ター・ シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ ! な ん と 懐か し い 、 生 前 に は お 世話 に な っ て - 
o 


【 ハ イド 時 】 
アン リマ ユ 
[この 世 す べ て の 悪 | で ある こと を 望ま れ て 反 英 寺 と 化し た 彼 に つい て は 、「 人 間 の 悪性 その も の 」 と し て 生ま れ 落 ち た ハ 
イド と し て は 憧れ の 対象 で ある 。 な に せ 、 こ ちら は 人 間 ひ と り が 内 包 し 得る [恶性 0 概念 | が 具現 化し た に 過ぎ な い 。 こ 
の 世 す べ て の 悪 と は 、 一 体 何だ ……? 


人 a mx て 
ダー で Rote tet. 
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| 何 気 に 髪型 が 難し い の が ジキル 。 か わい い の が ハイ ド 。 宝 具 演 出 が お 気に入り で す 。 (PR) ) 
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1 へ 3 共通 です 
+17 

特に デザ イン なく 

(9 や %eim り の ナ イフ 。 


— a に AS イ = 
z= 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 
パー サー カー af 
ERA フラ ン ケ ン シ ュ タ イン (正確 に は 無名 、 フ ラン ケン シュ タイ ン の 
\ EG xt BE arose 
(Frankenstein; or, The Modern Prometheus). 


EN ヨー ロッ パ 全 域 Ei + EB 17200 Ea 


zac Be Ego Emo Ede EZIC 


設定 作成 : 星空 め て お キャ ラク ター デザ イン : 岡 崎 武 士 
CV: 野 中 藍 


主 な 合 場 作品 : Fate/Apocrypha 


筋力 と 耐久 の パラ メー タ を アッ プ さ せる が 、 
> ze A / 
虚ろ な る 生 者 の 嘆き :D 


狂 化 時 に 高まる 、 い つ 果 て る と も し れ な い 皿 高い 総員 。 
敵 味 方 を 問わ ず 思 考 力 を 故 い 、 抵 抗力 の な い 者 は 恐慌 を きた し て 呼吸 不能 に な る 。 


ガル バニ ズム : B 

EMC ADRES, BLUE 

魔 光 、 魔 風 、 ses ot: ee 周囲 に 放電 する こと で 無効 化す る 。 
また 、 蓄電 の 量 に 応じ て 肉体 が 強化 され 、 ダ メー ジ 修 復 も 迅速 に 行わ れる よう に な る 。 


アニ ーー 


オー バー ロー ド :C 
自身 に ヴ メ ー ジ を 負う こと を 承知 と する 、 意図 的 な ブー スト アッ プ 。 


フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の 場合 は ガル バニ ズム で 集め た 魔力 を 許容 量 以 上 に 電気 変換 、 そ れ ら を 全て 出力 に 使用 する こと 
で 宝 具 の 攻撃 力 を 跳ね 上 げ さ せる 。 
肉体 が それ に 耐え 切れ な いた め 、 ダ メー ジ を 負う 。 


Rs 


q プラ イダ ル ・ チ ェ ス ト 。 

伸樹 の 枝 状 の 放電 流 を 縄 う 戦 植 (メイ ス ) o 

\ 先端 の 球体 は 彼女 の 心臓 その も の で あり 、 戦 闘 時 以外 も 肌身 離さ ず 所 持 し て いる 。 

尾部 の フィ ン と 、 本 体側 側 頭 部 の フィ ン に よっ て 電力 の 供給 が 行わ れる 仕組 み 。 

自分 や 周囲 か ら 漏れ る 魔力 を 効率 よく 回 収 し 蓄積 する た め 、 周 囲 に 余剰 の 魔力 が 豊富 に 発生 し 続け る 戦闘 時 は 、 ガ ル バ 
ニズム と 合わ せ て 疑似 的 に [第 二 種 永久 機関 の 動作 を する こと に な る 。 

([FateGO] で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


BROS 


プラ ステ ッ ド ・ ツ リー 

[乙女 0 真 节 | を 地面 に 突き 立て 、 全 リミッタ ー を 解除 し て 行う 全力 放電 。 供え 立つ 大 樹 の シル エッ ト で 降り 注ぐ 、 拡 散 
ホー ミン グ サ ンダ ー で ある 。 

敵 が 単体 か つ 近 距 離 で あれ ば "乙女 の 貞 節 "が な く と も 発動 可能 。 リ ミッ ター に よっ て 制御 され て いる が 、 解除 し た 場合 
の 威力 は 絶大 。 た だ し その 場合 、 使 用 者 は 完全 に 活動 を 停止 する 。 つま り [HE] CHS. 

この 雷撃 は 、 低 い 確率 で 第 二 の フ ラン ケン シュ タイ ン の 人 怪物 を 生む お 可能 性 が ある 。 

も っ と も 、 死亡 す る 彼女 は その 結果 を 見 る こと が で き な い 。 
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Fate/Grand 


わた し な し な し 

性 格 
喉 え る な ら ば 、 や や 人 間 不 信 の 大 型 犬 。 
賢く は ある が 、 何 し ろ パ ー サ ー カ ー な の で な か な か 自分 の 想い を 伝え る こと は な い 。 
一 言 喋る だ け で も 並 大 抵 の 苦労 で は な いた め 、 減 多 に 喋る こと は な い 。 
趣味 は 節電 で 、 電 気 の 無駄 遣い は 厳禁 。 
また 


マス ター へ の 態度 
な る べく 人 間 で あろ うと する た め 、 マ スタ ー に 接近 し て 人 間 を 学び 取 ろ うと し て いる 。 
気難しい が 、 誠 実に 付き 合え ば きち ん と 話し 合い に 応じ て くれ る 良い 子 サ ー ヴ ァ ン ト 。 


〇 台詞 例 

「 ナ アア アア アア アア アオ オオ オオ オ !」 
「 ウ ウゥ …… ウ ウゥ ウゥ らら ウ ! 1」 

「 わ た し と 、 い っ し ょ に 、 こ い ] 


感情 制御 の 調節 が 上 手 く いっ て いな いた め 、 思 わ ぬ 凶暴 性 を 発揮 する と きも ある 。 


order 


た だ し 、 身 振り 手振り で 意志 を 伝え よう と する た め 、 マ スタ ー は ジェ スチ ャ ー ス キル を 向上 させ な く て は な ら な い 。 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
元々 は メア リー・ シ ェ リ ー の 小説 「 フ ラン ケン シュ タイ ン ある い は 現代 の プロ メ テ ウ ス 』 の 登場 人 物 で あり 、 名 無し の 
怪物 。 

ヴィ クタ ー・ フ ラン ケン シュ タイ ン 博士 が 記 体 を 継ぎ 接 ざ し 、 そ の 上 で 落雷 の 力 に よっ て 産み 出し た 人 工 の 生命 体 で ある 。 


小説 に お いて は 、 あ くま で 科学 的 に 鋳造 され た 怪物 で ある が 、 本 作 で は ヴィ クタ ー・ フ ラン ケン シュ タイ ン そ の も の が 
架空 で は な く 、 錬 金 術 と 科学 を 融合 させ る こと で 人 造 人 間 を 作り 上 げた 男 と し て 、 確 か に 存在 し て いる 。 


人 造 人 間 を 作り 出し た 目的 は 、 原 初 の 人 間 ア ダム の 創造 。 即ち 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され て いる 「 彼 女 ] が アダ ム を 
到 お イヴ と し て 鋳造 され た の だ 。 

し か し 、 そ れ は 失敗 に 終わ っ た 。 感情 の 制御 が で きず 、 と て つも な い 凶 殿 性 を 発揮 する 少女 を 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 
博士 は 失敗 作 と し た の だ 。 


問題 は 博士 自身 に ち ど う に も な ら な い 、 手 の 付け よう の な い 怪 物 だ っ た こと 。 
そし て 、 感 情 に 乏しく 凶暴 性 を 発揮 する だ け で 決し て 愚か で は な い の に 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 は 認め る こと な く 
逃亡 し て し まっ た こと だ っ た 。 


少女 は 自己 の 存在 理由 を 、 博 士 が 告げ た イヴ の 目的 一 一 即ち 、 ア ダム の 母親 に な る こと と 定め た 。 し か し その 為 に は 、 
何より 伴 介 が 必要 で あり 、 そ の 伴 但 を 創造 する こと が で きる の は 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 た だ 一 人 だ っ た 。 


果て の な い 追 跡 劇 。 
少女 は 告げ る 。 博 士 に は 責任 と 罪 科 が ある 。 と 
わた し を 創り 出し た 責任 と 、 わ た し を 見 捨て た 罪 科 が 


博士 は この 世界 に 怪物 を 二 人 も 創造 する 訳 に は いか な いと 拒絶 する が 、 一 度目 的 を 定め た 少女 は 、 そ の 凶 殿 性 を 発揮 し ff \ 
CRMC EER UI, 
博士 の 家族 を 殺し た が 、 そ れ で も 博士 は 復讐 する どこ ろか 逃げ に 逃げ た 。 


どう し て 憎ん で くれ な い の で すか 。 
どう し て 私 を 見 て くれ な い の で すか 。 


逃亡 し た 博士 を 追っ て 南極 に 行き 、 拒 絶 し 舗 えな が ら 死 を 選ん だ 博士 を 前 に し て 、 少 女 は 遂に 人 間 に は な れ な か っ た と 
絶望 し た 。 

だ か ら 、 聖 杯 に 託し た 。 

自分 を 人 間 に し て くれ る 伴 何 を 、 連 れ て き て くれ る よう に 。 

も っ と も 一 一 それ こそ が 、 マ スタ ー と の 出会い な の だ と 少女 が 気付 くに は 、 ま だ 少し の 時 間 が 必要 だ ろう 。 


O 因 緑 キャ ラ 

モー ドレ ッ ド 

理由 は よく 分 か ら な いけ ど 、 何 か に つけ て 構っ て くれ る と か 。 
エジソン と ニコ ラ ・ テ スラ 

電気 を 愛す る の は いい けど 、 節電 し て ほし い 。 

チャ ー ル ズ ・ バ ベッ ジ 

お な か まさ ん ? お じい さん ? お っ き な お や か ん さん ? お 一 、 わ か ら ぬ 。 


[第 一 段 障 
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CHARACTER Profile 


この フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン は 3 パタ ー ン 提案 し た うち の 1 DCL. SMSEOR<. HCAOPA CHB GS FO 
っ つて いる よう な デザ イン で し た 。 な か な か みる こと の で き な い 眼 は オッ ドア イ で 、 メ イス に 心臓 が 入っ て いる と いう 注 
釈 が 初期 案 に は あり まし た 。 最終 的 に は 首 も つい て 、 よ か っ た ね フラ ン ち ゃ ん 。 (岡崎 武士 ) 
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Y 
アル ジュ ナ 
アー チャ ー アル ジュ ナ 
Elst BE. ハー バー ラ タ Baer 
Ba 秩序 ・ 中 庫 177cm [EXA 72ke 


Fr Gas Ede Gals EJ ++ aa — 
こも ニン | 


設定 作成: 東 出 祐一 郎 プ キ ャ ラフ ター デザ イン : pako SÍ 
CV: HER ラニ い 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


N le 
マス ター 不在 で も 行動 で きる 。 
た だ し 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の バック アッ プ が 必要 。 


神 
神 


3 ど よ り 物 
PIL AF BBB Y KSOBETHS. 


弓 を 射る 際 に 極度 に 集中 する こと に よっ て 、 時 間 感 覚 操作 を 行う 。 
彼 は 慌て る こと な く 、 ゆ っ くり と 狙い を 定め て 射 つ こと が で きる 。 


授かり の 英雄 


呪い の よう に 積極 的 な 原 | 


whic よる ジェ ッ ai. 肉体 で は な く 矢 の 加速 に 用 いら れる 。 
ライ フル 弾 よ り 素早 く 、 ア ル ジ ュ ナ の 矢 は 英 に 到達 する 。 


os pis 


パー シュ パタ 。 

ヒン ドゥ 一 教 に お ける 三 大 神 、 そ の 内 の 破壊 と 創造 を 司る シヴァ か ら 与 えら れ た 武器 。 

对 [人 | 宝 具 で ある が 、 そ れ は 「 周 囲 の 人 間 を まとめ て 軒 殺 する の で は な く 、 レ ンジ 内 の 敵 一 人 一 人 に 対し て 判定 を 行い 、 
失敗 し た も の を [MBP CES) と いう 性 質 か ら で あ る 。 解 脱 は 即ち 、 即 死 。 

神 性 が 高けれ ば 高い ほど 、 解 脱 の 確率 は 大 きく な る 。 

逆 に 、 俗 に 反 英 雄 と 呼ば れる サー ヴァ ント た ち は 解 脱 の 確率 が 低く な る 。 


ン デ ィ ー ウ 


aia eee 


FIS ディ ー ヴ ァ 。 

炎 神 アグ ニ が アル ジュ ナ に 授け た 、 本 来 人 間 ( 定 命 の 者 ) に は 扱え な い 炎 の 弓 。 

通常 は た だ の 弓 で ある が 、 真 名 を 発動 する こと に よっ て 火 を 纏っ た ミサ イル と 化す 。 

無 誘導 式 で ある が 、 そ も そ も ア ル ジ ュ ナ の 弓術 が 天才 的 な た め 、 千 里 眼 スキ ル も 合わ さっ て ほぼ 誘導 式 ミ サイ ル に 等 し 
い 精 密 性 を 持つ 。 

([FateGO) で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


ーーー 


〇 性格 

至っ て 勤勉 、 清 廉 、 公 明正 大 、 非 の 打ち 所 の な いじ 完璧 な 人 格 。 その 完璧 超人 っ ぷり は 、 時 太陽 の 騎士 を し て 「 参 り ま し 
た 」 と 言わ む ざ る を 得 な い レ ベル 。 富 に は 関心 が が なく 、 あ る の は 名 誉め る 戦い か どう か 。 

そし て それ が 、 戦士 と し て の 道理 (古代 イン ド 的 な 価値 観 で ある ) に 則っ た も の で ある か どう か が 全て だ 。 

waned TEL, WRENS EXMISARELO 50S PACKETS. 

TORES TIRO TIESTO IO. TISRICISRBACRCRGEES o 

それ を 誰 に も 見 られ て は な ら な い も し 、 見 られ れ ば 。 殺 すし か な い 、 と 彼 は 己 を 戒め て いる 。 


基本 的 に は 穏やか で 、 大 抵 の マス ター に は 王族 だ っ た こと の プラ イド な ど 微 塵 も みせ ず 、 執事 の よう に 付き 従う 。 
た だ し 、 例 えば と ある 平凡 な マス ター の よう に サー ヴァ ント の 本 質 に 至る まで 掴み 取 ろ うと する マス ター で あれ ば 。 
マス ター 殺し を も 辞 さ な い 可 能 人 性 が ある 。「 信 頼 ] と は 相手 の 本 質 を 掴ん で 得る も の だ け で は な い 。 
[相手 の 本 質 を 掴ん だ ] か ら こ そ [信頼] を 失う 可能 性 も ある 。 た と え 相 手 が そ の 闇 を 受け 入れ る に し て も 、 闇 を 持つ 側 の 


方 が 恥じ て いる な ら 尚 更 だ 。 


O 〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア ー チ ャ ー と し て 召喚 され まし た 。 ど うか よろ し く お 願 いし ます ] 

[ 気 に す る 方 が よく な いさ 。 君 と 私 は 、 や る べき こと を や る だ け だ 。 い いね ?」 

「 私 の 真名 は アル ジュ ナ 。 あ の 戦い の と き 同 様 に 、 此 度 も マス ター を 勝利 に 導き まし ょ う ] 
[一 一 私 の 、 笑 い を 、 見 た な ?」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

カル ナ が "施し の 英雄 ' で ある な ら ば 、 ア ル ジ ュ ナ は “授かり の 英雄 "で ある 。 

クル 王 の 息子 、 パ ー ン ダヴ アァ 五 兄弟 の 三男 と し て 生ま れ た 彼 は 同時 に イン ドラ の 息子 で も ある 。 

そし て 宿命 の ライ バル 、 カ ルナ は 異父 兄 だ っ た 。 そ の 器量 、 性 格 、 あ ら ゆる 面 で まさ に 非の打ち所 の な い 英 雄 で あっ た 
彼 は 、 兄 が 賭け 事 に 敗北 し た こと に よっ て 国 を 追わ れる こと に な る 。 

この 時 既に 、 彼 の 中 で カル ナ と の 対決 が 不可 避 で ある と いう 予感 が あっ た 。 

何しろ カル ナ は 、 パ ー ン ダヴ アァ 五 兄弟 を 宿敵 と 脱 む ドゥ リー ヨ ダ ナ を 父 と 仰い で いた か ら だ 。 

アル ジュ ナ は カル ナ を 思う 度 、 鏡 に 映っ た 己 を 見 る よう で ぞっと し た 。 

そし て その 直幸 で まる で 何もかも 見 通す か の よう な 口調 に 、 更 に 居 え た 。 


「 私 の 心 に は 、「 黒 (フリ シュ ナ )」 が 住ん で いる 」 


兄弟 た ち を 愛し て いる し 、 愛 され て いる 。 

父 も 母 も 愛し て いる し 、 愛 され て いる 。 

民 を 愛し て いる し 、 愛 され て いる 。 

な の に 、 何 処 か で それ を 冷え た 目 で 眺め る 自分 が いる 。 
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COMES LM. カル ナ と は 違う 。 彼 は 冷徹 さ の 中 に 、 人 を 信じ る 温か み が あ る 。 
己 は 穏やか さ の 中 に 、 絶 望 的 な まで の 諦観 が ある 。 


カル ナ を 殺さ な けれ ば な ら な い 、 と 決意 し た の は いつ か ら だ っ た か 。 た ぶん 、 最 初 に 顔 を 合わ せ た と きか ら だ ろう 。 
あの 時 、 声高 に カル ナ を 諸 る 兄弟 た ち を た り と も 諫 め な か っ た の は 何故 か 。 

己 を 上 回 る 武術 を 見 せ た 彼 に 、 如 し た か ら で は な いか 。 

何 て 醒 く 、 畠 小 な 感情 。 

そん な も の を 、 こ の アル ジュ ナ が 抱い て は いけ な い 。 

そし て 。 その 理由 を カル ナ が 知っ て は な ら な い 。 

あの 眼光 で 、 己 を 暴 か れれ ば 一 一 上 自分 は きっ と 、 間 違い な く 、 和 恥辱 で 死に 絶え る 。 

自分 を 律 し た 。 

徹底 的 に 律 し て 、 律 し て 、 律 し 続け た 。 

故に 神々 は 、 父 は 、 母 は 、 妻 は 、 兄 弟 た ち は ア ル ジ ュ ナ を 愛し て くれ た の だ 。 愛さ れ な けれ ば 、 己 に は 何 の 価値 も な い 。 
内 通 者 で あっ た 御 者 の 手 で 、 カ ルナ は 馬車 か ら 落 ち た 。 

車輪 を 動か そう と も が く 彼 を 射 買 く 、 そ れ は 戦士 と し て の 道 に ある まじ き 行 い だ 。 持 人 居 者 、 外 道 、 そ う 衣 られ て も 不 思 
議 で は な い 振 る 舞い だ 。 


し か し 。 

機会 は 、 二 度 あ る と は 限ら な い 。 

そし て 何より 、 カ ルナ は 己 に 矢 を 番 えて 一 一 一 微笑 ん で いた 。 

FRA. TNEFWIALFNDMRTIERS o 

様々 な 感情 故 の 微笑 み で あっ た けれ ど 、 ア ル ジ ュ ナ に は それ が 見 えな か っ た 。 こ の 瞬間 、 ア ル ジ ュ ナ は 戦い に 歓喜 を 拘 
く 戦士 (フシ ャ トリ ヤ ) で ある こと を 捨て て 、 た だ 戦争 を 終わ ら せ る た め の 機 械 と な っ た の だ 。 


果たし て 、 ア ル ジ ュ ナ の 弓 は 太陽 を 撃ち 落と し た 。 


そし て アル ジュ ナ の 役割 も 終わ る 。 

英雄 は 最後 まで 英雄 と し て 振る まい 、 死 に 絶え る その 瞬間 まで 英雄 だ っ た 。 

華やか な 英雄 護 は 、 最 後 ま で 華やか に 終わ っ た 。 

その 後 の 、 全 て を 悟っ た 聖人 と し て の 彼 も また アル ジュ ナ で ある が 、 彼 の 戦士 と し て の 心 は 生々 に 乱れ た まま 。 


ーー 一 果たし て 、 太 陽 を 撃ち 落と し た あの 一 矢 を 。 
ーーー 選 は も う 一 度 、 彼 に 放 て る の だ ろう か ? 


O 通常 武器 
ガー ン デ ィ ー ヴ ァ 
…… ア ル ジ ュ ナ が 普段 愛用 し て いた 弓 。 炎 神 ア グ : 


〇 因縁 キャ ラ 


カル ナ 
既に 史上 の 実像 ・ 人 物 像 の と ころ で 説明 し た 通り 。 ま さ し く 宿命 の ライ バル 。 
ジー マ 


ラー マー ヤナ の 主人 公 。 その 爽やか な 少年 っ ぷり が 肪 し い 。 い や で も 、 妻 の こと に つい て は 触れ な いで くれ る か 。 こ ち 
ら に も 色々 と 事情 が あっ た ん だ か ら ! 


Fs t < / 6 ra ne oa 


gr N 


le ACTER Profile 


at from Illustrat 


N 
まさ か FGO 界 の ノッ プ 二 人 どちら も 描く こと に な ろう と は っ て いう か こっ ちの ほう が 先 に 描い て た の で す が 、 ど こ か 
の 王族 が 執事 を や っ て いる 。 し か へ し 完璧 な 子 な の で 完璧 に こなす 。 そん な イメ ー シ 『 イ ン し た 記憶 が 。 矢 の 先 は 突 
っ て な い の に 威力 あり すぎ て その まま 綺麗 に えぐ り 取る よう な イメ ー ジ だ っ た の で ゲー ム 内 で すご い 音 で 攻撃 し て る の 


を 見 て あぁ 似合っ て る な ぁ 素 敵 だ な ぁ と 。 宝 具 使 うと き の 手 、 本 当 エ ロ い で す よ ね 。 (pako) 


+ EE oss Ber P 
= ERA 178cm IS 


設定 作成 : 奈須 きのこ 
CV ee 


キャ ラク ター ー デ ザイ ン : re 


DDAZEI 


rc 
二 節 以下 の 詠唱 に 0 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 な ど 、 大 掛か りな 魔術 は 防げ な い 

こ だ し 宝 具 で ある 黄金 の 鎧 の 効果 を 受け て いる と き は 、 こ の 限り で は な い 。 


=> EOS ーー 


騎乗 :A 
幻 獣 ・ 神 獣 ラ ン フ を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 


y = = if zo 
神 性 :A 
太陽 神 ス ー リ ヤ の 息子 で あり 、 死 後に スー リヤ と 一 体 化す る カル ナ は 、 最高 
この 神霊 適正 は 神 性 が B 以 下 の 太 陽 神 系 の 英霊 に 対し て 、 高 い 防御 力 を 発揮 


神吉 適正 を 持つ . 


保有 スギ キル 


貧者 の 見 識 :A 

相手 の 性 格 ・ 属 性 を 見 抜く 眼力 。 

言葉 に よる 弁明 、 典 購 に 騙さ れ な い 。 

天涯 孤独 の 身 か ら 弱 きも の の 生 と 価値 を 問う 機会 に 恵まれ た カル ナ が 持つ 、 相 手 の 本 質 を 掴む 力 を 表す 
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DIF OBES. MABSKNRNERITEAREIED. 
この スキ ル は 常時 発動 し て お り 、 カ ルナ が 握っ た 武器 は すべ て この 効果 を 受け る こと に な る 。 


ワウ ア ニチ 8 の ジン ダー ラ 。 

カル ナ の 母 ク ンティー が 未婚 の 母 と な る こと に 恐怖 を 感じ 、 息子 を 守る た め に スー リヤ に 願っ て 与え た 黄金 の 鎧 と 且 
太陽 の 輝き を 放つ 、 強 力 な 防御 型 宝 具 で ある 。 

光 そ の も の が 形 と な っ た 存在 で ある た め 、 神 々 で さえ 破壊 は 困難 。 

カル ナ の 肉体 と 一 体 化し て いる 。(「FateGO] で は 封 EJ さ れ て いる が 、 第 一 ・ 第 二 再 胞 状態 で その 鎧 を 確認 で きる ) 


HAS. HEMA 


グラ ワ マ ー メ ドラ ー ツ シダー ラ 。 

カル ナ が パラ モン の パラ シュ ラー マ か ら 授 けら れ た 対 国宝 具 。 

クラ ス が アー チャ ー な ら 弓 、 他 の フラ ス な ら 別 の 飛び 道具 と し て 顕現 する 。 カ ルナ の 属性 で ある ※ 熱 の 効果 を 付与 され 
た 一 撃 は 核兵器 に 例え られ る ほど 。 

([FateGO] で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


輪 よ 、 死 に 随 え 


EA EX 


ヴァ サヴィ ・ シ ャ クティ 。 
神々 を も 打ち 倒す 、 一 撃 の み の 光 槍 。 電光 で で きた 必 減 の 檎 。 
黄金 の 鐘 と 引換 に 顕現 し 、 絶 大 な 防御 力 の 代わ り に 強力 な " 対 神 "性 能 の 槍 を 装備 する 。 


人 物 


オレ Basi BER Re 
〇 性 格 

一 見 は 酷 薄 、 そ の 容赦 の な い 言 葉 も 相まって 非情 な サー ヴァ ント に 見 られ が ち だ が 、 実際 の と ころ は 極め て 穏健 、 思慮 
深い 人 格 の 持ち 主 。 

敵 で あれ 、 味 方 で われ 、 あ ら ゆ る 状況 を あり の まま に 受け 止め 、 そ れ も あ り 、 と 認識 する 割 と 生粋 の 聖人 。 

「 人 は 全て 花 の 如く 」 と 散っ て お り 、 そ れ が 自分 の 主義 と 異な っ て も 平然 と 受け 入れ る 。 

悪党 と 動 違い され が ちな の は あら ゆる 偽り を 看破 し 、 相 手 の 本質 を 暴き 出し て し まう よう な 語り 口 か ら 。 

普 で あろ うと する 者 は 、 内 側 に ある 邪悪 を 指摘 され て 激 遇 し 、 悪 の あろ うと する 者 は 、 微 か に 残っ た 醤 性 を 認め られ て 
激怒 する 。 し か し 、 そ も そ も 一 言 多 い の で は な く 足 りな いこ と に 気付 いて いな い カ ルナ は 、 本 当 に 伝え る べき 一 言 を 伝 
えら れ な いた め 、 結 果 と し て 相手 に 嫌 わ れる また は 嫌っ て いる 、 と 思わ れ て し まう 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
これ 以上 な い ほど に 忠実 に 仕え る サー ヴァ ント で ある が 、 前 述 し た 口 振り の た め 、 マ スタ ー に 嫌 わ れ や すい 。 

が か つて と ある マス ター に 「 あ な た は 一 言 多い の で は な く 、 少 な い の で す ] と 指摘 され た こと が 余 程 の 衝撃 だ っ た らし く 、 
何と か し よう と 頑張 っ て いる と か 。 聖杯 に 託す 願い 事 は な い 。 た だ 召喚 され 、 力 を 求め られ た な ら そ れ に 応じ る だ け で ある 。 


〇 台詞 例 
「 オ レ が 上 回 っ た だ け だ 。 買 様 が 気 に する 事 で は な い (勝利 し た 際 )」 

「 嫌 いで は な い の だ が …… コ ミュ ニケ ーション と いう も の は 苦手 だ 。 人 は 言葉 で 分 か り 合え る の だ ろう か …… 

「 か つて と ある マス ター に 言わ れ て な 。 オレ は 一 言 多い の で は な く 少 な い の だ と 。 爾 来 、 何と か し よう と 思っ て いる の だ 
が …… 何 と か な っ て いる か ? そう か …… そ うか ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

イン ド の 古代 叙事詩 「 マ ハー バー ラ タ 』 は 多種 多様 な 人 物 が 登場 する が 、 事実 上 の 主人 公 と 呼べ る の は アル ジュ ナ で ある 。 
そし て その アル ジュ ナ の 最大 の ライ バル と し て 立ち は だ か る の が 彼 、 カ ルナ で ある 。 

同時 に 彼 は アル ジュ ナ の 異父 兄弟 で も あり 、 太 陽 神 の 血 を 引い て いる 。 

アル ジュ ナ が 主人 公 で あれ ば 、 必 然 カル ナ は 悪役 と し て の 役回り の は ず な の だ が 、 マ ハー バー ラ タ の 物語 で は むし ろ 悲 

劇 の 英雄 と し て 描か れ 、 現代 イン ド に お いて も 身分 制度 に 苦し みな が ら も 戦い 続け た 英雄 と し て 、 絶 大 な 人 気 を 誇っ て いる 。 


カル ナ の 母親 クン ティ ー は 聖 仙 ドゥ ル ヴ ァ ー サ の 世話 を し た 際 、 彼 に お 礼 と し て 一 つの 呪文 (マン トラ ) を 授け られ る 。 
それ は あら ゆる 神々 を 呼び 出し 、 神 の 子 を 授かる こと が で きる と いう も の だ っ た 。 実験 と し て それ を 試し 、 太 陽 神 スー 
リヤ を 呼び 出し て し まっ た クン ティ ー は スー リヤ の 子 を 授かっ て し まう 。 

当時 、 結 婚前 の 娘 が 子供 を 産 お の は 一 大 事 で あり 、 悩 ん だ フン ティ ー は カル ナ を 川 に 捨て て し まう 。 

幸い に も 、 御 者 の 夫婦 に 拾わ れ た 彼 は 成長 する に 連れ て メキ メキ て 武術 の 才能 を 顕 し た 。 

クル 族 の 協議 会 に お いて 、 パ ー ン ダヴ ァ 五 王子 の 一 人 アル ジュ ナ が その 卓越 し た 弓 の 腕前 を 見 せ て いた 。 

競技 場 は 賞賛 の 声 に 満ち 溢れ て いた が 、 そ こ へ 異 を 唱え た の が カル ナ で ある 。 カ ルナ は アル ジュ ナ と ほぼ 同等 の 弓 の 腕 
前 を 見 せつ け 、 更に は 一 騎 討 ち を 所 望 す る 。 だ が 、 そ こ へ パー ンダ ヴァ 五 兄弟 か ら 「 お 前 の 身分 は 何 か ] と 問い 掛け られ る 。 
王子 で ある アル ジュ ナ に 挑戦 する に は 、 戦士 (フシ ャ トリ ヤ ) 以上 の 身分 が 必要 で あり 、 カ ルナ に は その 資格 が な か っ た 。 
幸い 、 パ ー ン ダヴ ァ 五 兄弟 と 対立 し て いる ドゥ リー ヨ ダ ナ が カル ナ を 気に入り 、 王 と し て 迎え 入れ る 。 

し か し そこ へ 養父 が 現れ 、 カ ルナ の 出自 一 一 一 御 者 の 息子 で ある こと が 判明 し て し まう 。 
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彼 の 身分 を 物 笑い に し た パー ンダ ヴァ 五 兄弟 に カル ナ は 激怒 し た 。 
自身 の こと を 職 笑 され る 分 に は 一 向 に 平気 な カル ナ だ が 、 彼 ら は 養父 を 作 時 し た の だ 。 


カル ナ は 友 と な っ た ドゥ リー ヨ ダ ナ の 下 へ 身 を 寄せ た 。 後に パー ンダ ヴァ 五 兄 弟 の 妻 と な る ドラ ウパ ディ ー を 巡る 争い 
で 更に 対立 を 深め た カル ナ と アル ジュ ナ は 、 遂 に フル フシ ェ ー ト ラ の 戦い で 雌雄 を 決する こと に な る 。 
カウ ラヴ ァ 百 王子 (ドゥ リー ヨ ダ ナ も その 一 人 ) と パー ンダ ヴ ア 五 兄弟 は 領地 を 巡っ て の 戦争 を 起こ す 。 
そん な 折り 、 軍 を 指揮 する カル ナ の 下 へ 一 人 の 女性 が や っ て くる 。 

カル ナ を 産み 、 そ し て 捨て た 実母 クン ティ ー で ある 。 彼女 は カル ナ に 告白 する 。 自 分 が 買 方 の 母親 で あり 
パー ンダ ヴァ 五 兄弟 も また 、 ク ンティー の 子 、 即 ち 異父 兄弟 な の だ と 。 

| 自ら の 恥 、 そ し て 罪 を 告白 し た フン ティ ー に 感じ 入っ た カル ナ は 、 ク ンティー の [パー ンダ ヴァ 五 兄 弟 の 側 に つい て 欲 
| しい] と いう 願い こそ 断っ た も の の 、 ア ル ジ ュ ナ 以 外 の 兄弟 に は 手 を 出さ な いと 碧 っ た 。 

その た め 、 カ ルナ は 戦場 で 幾度 と な く ア ル ジ ュ ナ を 除く パー ンダ ヴァ 五 兄弟 を 見 逃す こと に な る 。 


同時 に 、 


そし て 最後 の 戦い の 直前 。 

雷神 イン ドラ が カル ナ の 下 へ と 訪れ た 。 パラ モン か ら の 要望 を 決し て 断ら な い 砂 い を 立て て いた カル ナ は 、 彼 の [黄金 
の 鎧 と 耳飾り ] 一 一 一 即ち 、 宝 具 「 日 輪 よ 、 具足 と な れ (カヴァ ー チ ャ & ク ンダ ー ラ )」 が 欲し い 、 と いう 要求 に 応じ て 、 
自分 の 肉体 と 融合 し て いた それ を 引き 剥が し て し まう 。 そ の あま り の 高潔 さ に 感じ 入っ た イン ドラ は 、 カ ルナ に 一 本 の 
神 栓 を 与え た 。 そ れこ そ が 「 日 輪 よ 、 死 に 随 え (ヴァ サヴィ ・ シ ャ クティ )」 で ある 。 

し か し それ で も 、 事実 上 の 不死 を 約束 する 鎧 の 代わ り に は な り 得 な か っ た 。 最後 の 戦い に お いて 、 見 る 影 も な く 衰 えた 
カル ナ の 下 ヘ アル ジュ ナ が や っ て くる 。 

戦車 の 車輪 は 呪い で 土 中 に 剛 ま り 、 呪 い に よっ て 武器 の 真名 を 思い 出す こと も で きず 、 不死 で な い カ ルナ は 最早 、 ア ル 
ジュ ナ の 矢 を 回 避 す る 術 は な か っ た 。 

だ が 、 ア ル ジ ュ ナ と し て も 矢 を 射 つ 訳 に は いか な か つた 。 

戦争 前 に 互い の 規則 と し て [戦闘 不能 状態 に 陥っ て いる 人 間 に 攻 撃 を 仕掛 け て は な ら な い ] と いう 取り 決め が あっ た か ら だ 。 
車輪 が 歌 ま っ て いる 間 、 ア ル ジ ュ ナ は ルー ル と し て 矢 を 射 つ て こと は で き な い は ず だ っ た 。 


その ルー ル を 無視 し ろ 、 と アル ジュ ナ の 御 者 で ある クリ シュ ナ が 路 く 。 

その 悪 磨 じみ た 嘱 き に 応じ た アル ジュ ナ は 、 生 涯 の 悔恨 を 抱く こと に な る 。 

一 方 カル ナ は 、 彼 ほど の 英雄 が ルー ル を 破っ て まで 目 分 を 倒し た い 、 と 願っ た こと に 奇妙 な 誇り を 抱く 。 
アル ジュ ナ も 、 カ ルナ も 、 互 い に 澤 身 の 力 を 籠 め て 弓 を 引き 絞り 


果たし て 、 ア ル ジ ュ ナ の 弓 は 太陽 を 撃ち 落と し た 。 


O 因縁 キャ ラ 

アル ジュ ナ 

最早 語り 尽く せ ぬ ほど の 因縁 を 持つ 異父 兄弟 。 いつ か 、 別 口 で 語ら れる 時 が 来る (と いい な ) 。 

エジソン 

か つて の 友 、 ド ゥ リー ヨ ダ ナ に よく 似 て いる 。 す ぐ 調 子 に 乗る と ころ や 、 す ぐ 失 敗 し て 世界 の 終わ り が 来 た か の よう に 
落ち 込 お あたり な ど そ っ くり 過ぎ る 。 す ぐに 立ち 直る あたり も 微笑 まし い 。 

エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

エジソン を 通じ て 知己 と な る 。 カル デア の サー ヴァ ント 内 で は この 二 人 が 揃う と W オ カン と 呼ば れ て いる と か いな いと か 。 
玉藻 の 前 

な ん と な く 波 長 が 合う 。 玉藻 の 前 も 気軽 に 話し か け て くる の で 、 カ ルナ と し て は (実は ちょ っ と ) 嬉し い 。 


| 第 二 段 階 


ア 


CCC の ほう で 出 た り ア ポ フ リフ ァ に 出 た りす る の を 見 て まし た が また 自分 で 描け る の は と て も 嬉し か つた で す 一 。 や っ 
ぱり ラン サー は タイ ツ だ よ な ! と 言っ て も タイ ツ の つも り 無い で す が 。 カル ナ さ ん は 現代 日 本 で は イケ メン に 映る けど 生 
寺 て た 頃 は イケ メン 認識 じゃ な か つっ た ん じゃ な いか な ぁ と 思っ て お り ま す 。 色 な いし 、 細 いし 、 目 死ん で る し 。 俺 の 絵 


だ と と て も 映え る 要素 た ち で は ある の で す が 。(pako) 


ーー 


謎 の ヒロ イン X | 
| 752 アサ シン (本 人 は セイ バー し て いる ) EN ヒロ イン X 
EN: EX 2013 年 エイ ブリ ルフ ー ル pr 3 25> 
= EEA 154m EX 4exe ) / 
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設定 作成 : 奈 須 ぼ きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 KAR 
キャ ラク ター デザ イン : BUNBUN / CV: IBF 
> 


ETERNA: MADE ヒロ イン 十 二 宮 編 、Fate/Grand Order 


IDAAFN 


コス モリ アク ター :A 
輝け る セイ バー だ け に 許さ れる コス モ な リア クタ ー。 
様々 な も の を リア クト し て いる 。 設定 と か 


rr TPR 一 一 一 = 


騎乗 EX 
騎乗 の 才能 。 あり と あら ゆる も の を 乗り こなせ な い が 、 


ポン コツ 宇宙 船 の 操作 と な る と 凄まじ い 効 果 を 発揮 する 。 IT 


Boss). ドゥ 2IUFTI DSA SRERETS, 
剣士 同士 の 一 騎 打ち に 秘境 も グン タマ も な い 。 


星 を も 壊す セイ パー に 与え られ る 力 。 
また の 名 を セイ パー 絶対 殺す 剣 。 
セイ バー に 対し て 特攻 な の だ か ら 、 こ れ は も う セ イ パ ー の 中 の セイ バー と 言わ れ て も 過言 で は な い の で は ? 


Sa 


ひ みっ かり ば 


無銘 勝利 記 


ひみ つか り ば 一 
セイ バー に 対し て 絶大 な 威力 を 誇る 聖 語 。 

ビー ム は 出 な い が ビ ー ム を 纏う 。 あ と 何 か 振る うた びに ブ オ ンプ オン と 小気味 よい 重 低音 が 履く 。 

a ね え 、 そ れ ど っ か で 聞い た こと ある ん だ けど 。 

地味 に 相反 する 属性 の 二刀流 と いう 、 ト ン デ モ な い パ ワー の 制御 を 行っ て いる あたり 、 や は り ヒ ロイ ン X も 只 者 で は な 
いと いう こと な の だ ろう 。 光 と 痢 が 交わ り 最 強 に すら 見 える 。 


al 


だ" 


私 四国 あな た / お まえ BR Ro 


性 格 
アル トリ ア さ ん か ら 真 面目 さ を 全部 抜い た が 如き 性 格 。 
生 真 面目 、 全 力 、 悪 は 絶対 許さ な い 。 
短 慮 さも ブー スト され て いる た め 、 猪 突 猛 進 の 委員 長 キ ャ ラ と 化し た 。 そ の 正直 さか ら よ く 騙 され る 。 
セイ バー を こよ な く 愛 し 、 憎 み 、 悼 む 。 
天上 天下 セイ バー は 自分 一 人 で 良い と 断 じ 、 そ の 為 な ら ば 多少 の 策略 も や お を 得 な いと 割り 切っ て いる が 、 生来 の 人 の 
良さ か ら あ まり 上 手 く いか な いあ た り 、 ど う 転 ん で も 悪人 に は な れ な い 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
私 以外 の セイ バー が 減 び ます よう に 。 
も し く は セイ バー を 名 乗る の を 止め て 、、「 ア タッ カー」 と か 
「 ソ ー ド マン ] と か 、 何 か そん な 区 別 を つけ られ ます よう に 。 


素 体 が 素 体 な の で 、 マ スタ ー に 対し て の 態度 は 決し て 悪く な い 。 
た だ し 、 隙 あら ば 自分 以外 の セイ パー た ちの ロッ ク を 外 そ うと する 。 


〇 台詞 例 

[私 以外 の セイ バー 死ね ] 

「 セ イ バ パー の 道 は 一 日 に し て な ら ず ! TI! 

早寝 早起き 、 き ちん と 野菜 を そえ た 食事 を 心がけ 、 た っ ぴり と 休憩 を と る よう に ! J 

「 見 て くだ さい マス ター、 新 し い 私 の 姿 を ! 

も う ア ルト リア 系 の セイ パー を 倒す 、 な ん て 小さ い 事 は 言い ませ ん ! 新しい 目標 は 、 最 強 の セイ パー に な っ て 足 方 の 


役に立つ 事 で す ! J 


CHARACTER Profile 


〇 人 物 像 

全て は 2013 年 4 月 1 日 、 エ イプ リル フー ル に お いて 登場 し た 

謎 の ヒロ イン X に 端 を 発する 。 

青い マフ ラー、 帽 子 、 突 き 出る アホ 毛 、 あ か ら さ ま に 危 険 そ うな 珠玉 の 聖 剣 。 

その 正体 は アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン 。 

押し も 押さ れ ぬ メイ ン ヒ ロイ ン …… の は ず が 、 赤 セイ バー や 黒 セ イ バ ー の 台頭 に 危機 感 を 抱い た 彼女 は 、 全 て の セイ バ 
ー を 抹殺 する こと を 突っ た の だ ! 

そん な こと を 考え て いる か ら 、 ア サシ ンク ラス に 設定 され る の で ある 。 


新た に 登場 し た 謎 世界 サー ヴァ ント ユニ パー ス に お いて 、 メ イン ヒロ イン を 務め て いる 。 

サー ヴァ ント ユニ パー ス で は 、 悪 い サ ー ヴ ァ ン ト た ち が ア メリ カン で パラ レル な ワー ルド で 暴れ 放題 に 暴れ て いる の で 、 
謎 の ヒロ イン X は その マフ ラー と 帽子 で 正体 を 隠し 、 世 界 破壊 を 画策 する キャ プ テ ン 立 ニ コラ た ちと 激闘 を 繰り 広げ る 
の だ ! 

な お 、 世 界 の 都合 上 ヴィ ラン サー ヴァ ント は 死な ず 、 刑 務 所 に 送り 付け られ る だ け な の で 、 大 体 ま ん ま と 脱走 し て 明る 
く 楽 し くま た 悪事 に 精 を 出す 。 

た ま に 死 ん だ り 、 殺 され た り 、 死 な せ た り 、 ヒ ー ロ ー に 転向 し た り 、 ゾ ン ビ に な っ た り も する 。 

いい 加減 、 あ ら ゆ る 世界 の あら ゆる ヒー ロー、 ヴ ィ ラ ン 設 定 が が ん じ が ら め に な っ て きた あたり で 故郷 に 帰る こと で リ 
セッ ト し 、 ま た 一 か ら キ ャ ラク ター 構築 が 始ま る の で ある 。 


[Fate/Grand 〇 Order] で は セイ パーク ラス も 大 量 に 増加 。 

ます ます 殺 る 気 に 充 ち 満ち て お り 、 聖 剣 の 振る い 甲 斐 が あめ る と か 何と か 。 
〇 因縁 キャ ラ 

セイ バー クラ ス 

セイ パー 亭 壊 すべ し 。 

アル トリ ア ・ リ リィ 

チョ ロ い ! (自分 も 割 と チョ ロ い が 自覚 は 無い ) 
謎 の セー ラーX 

ee A? 誰 で すか あな た ? も し か し て エピ ソー ド I の 方 ? 


| 第 二 段 階 


CHARACTER Profile 


N 
TYPE-WOON さ ん の エイ プリ ー ル フー ル 企 画 に て 生ま れ た キャ ラク ター で 、 元々 大 好き だ っ た の で 喜ん で お 受け し た 
ん で す が 、 差 分 デザ イン と 言わ れ て も デザ イン と し て 完成 され て いて 、 ど こ か を 足し て も 引い て も 何 か が 違う 
覚悟 で も う 斜 め 上 に 突き 抜け る し か な い …… と 出し た ら 〇 OK が 出 て し まっ た の が あの 最終 形態 で す 。 最後 に 
は 何者 な ん だ … (様式 美 ) (BUNBUN) 
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ed I Ra 
| 性別 sit ケル ト 神 話 欧州 


web) ロロ | 


a 1 y 
DERIO 
AN 
大 魔術 ・ 儀 礼 呪 法 で あっ て も ダメ ー ジ を 殆ど 受け な い 。 
| Han ー ーー 一 一 wm- ーー 
4 
の ii 
$ 戦 神 ヌ ァ ザ の 未 商 で あり 、 低 ラン ク な が ら 神 霊 適性 を 有 し て いる 。 
. . : ae = 
OBER | 
于 里 眼 :B = 
視力 の 良さ 。 遠 方 の 標的 の 捕捉 、 動 体 視力 の 向上 。 
i a ーー モー ニュ 一 — x = = 
A ee ee ne eRe 
RBOBLE DRA TARO OT —— eS BRD, RUOLANILITE TA 
ME? = ーー = = 
| We A ee eM Oe ee 玫 
|| ドル イド の 魔術 を 


Ec 


CHARACTER Profile 


At Ener 


マタ ・ ア ムル イジ 。 

邪悪 な 妖精 へ と 零落 し た 神霊 アレ ー ン を 倒し た と され る 魔法 の 檎 。 

2 メー トル 以上 ある 両手 槍 。 

自動 攻撃 機能 を 有する 他 、 精 神 に 働き か ける あら ゆる マイ ナス 効果 を 無効 化 で きる 。 


一 真名 解放 すれ ば 、 祖 先 で ある 戦 神 ヌ アザ の 司る [ 水 ] の 放流 を 伴う 一 撃 を 放つ 。 


真名 は フィ ン ・ マ ッ ク ー ル の 愛 剣 と され る 銘 か ら 。 こ の 語 は し ば し ば 槍 と 同一 視 さ れ 、 宝 具 と し て 成立 する に あたり 神 
霊 アレ ー ン 殺し の 槍 と 同化 し た 。 


TOF CMS RIBAK 


1c B 


ウシ ュ ク ・ ペ ー ハ バー。 

フィ ン の 手 で 拘っ た 水 は 、 こ と ご と く 癒 や し の 力 を 得る ーーー と いう 逸話 その も の が 宝 具 と な っ た も の 。 ROK, BE 
水 、 水 道 水 で あろ うと [両手 で 換え ば 」 た ち ま ち 回 復 効 果 の ある 水 と な る 。 人 間 に 使用 すれ ば 傷 は 癒え る し 、 英 霊 に 対し 
て も 同じ く 。 毒 も 消え る 。 

普段 は 、 拘 っ た 水 を 水 袋 に 入れ て いる 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


、 親指 か むか お 智志 も り も り 


Eds Gees PEO BEA 


フィ ンタ ン ・ フ ィ ネ ガス 。 

本 当 の 真名 は 恐らく 別に ある と 思わ れる (た だ し ルビ は 同一 ) 。 

拓 針 を 与え る 鮭 の 逸話 が 宝 具 と な っ た も の 。 フ ィ ン の 親指 に は 鮭 の 脂 が つい た た め 、 短 め れ ば た ち ま ち 大 いな る 拓 智 を 
得る の だ と いう 。 宝 具 「 こ の 手 で 拘 う 命 た ちよ 』 の 由来 も 、 こ の 逸話 に 依る ゃ も の と され る 。 

ちな み に 、 鮭 の 脂 に は 集中 力 を 高め る と いう DHA が 多く 含ま れ て いる 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 
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〇 性 格 

公平 に し て 正道 を 重んじ る 
で ある と 同時 に 、 開 放 的 で 享 業 的 。 自ら の 魅力 に 毛 ほ どの 疑念 も 抱い て いな い 。「 さ あ 、 今 日 も 輝い て し まお うか ! | 
容貌 と 同じ く 、 所 作 も 優美 。 た だ し 考え 方 は 割合 に 大 腸 。 

外見 相応 に 若い 頃 の 性 格 で ある た め 、 後 の 逸話 で 見 られ る よう な 執念 深 さ は さほど 見 受け られ な い 。 

己 の 美 し さ を 事実 と し て 自覚 し て いる 。 外観 に つい て は 生ま れつ いて の も の で あっ て 誇る も の で は な い が 、 利 用 で きる 
も の で は ある と いう の が 持論 。 


愛 の 多い 性 格 で は ある が 、 そ ん な 彼 で も 第 一 の 妻 に 捧げ た 愛 は 唯一 無 二 に し て 永遠 の も の 。 彼女 の 事 を 想う 時 だ け 、 フ 
ィ ン ・ マ ッ ク ー ル は 騎士 団長 で は な く 、 ひ と り の 青年 と し て 自ら に 正直 に な る 。 


自分 で も 気付 いて いな い が 、 RISHIEAL). 

現在 の 外観 か ら 数 十 年 後に 壮年 の 騎士 と な っ た 後 の こと 、 三 人 目 の 妻 で ある 美女 グラ ニア を 奪っ た 部 下 デ ィ ル ムッ ド を 
恨み 、 後 に 窮地 に 陥っ た 彼 を 見 殺し に し た と いう 逸 話 が ある 。 結果 と し て 多く の 部 下 の 失 望 を 買う こと と な り 、 や が て 
フィ アナ 騎士 団 は 二 つ に 割れ て 戦争 を 引き 起こ し 、 戦 い の 中 で フィ ン も 命 を 落と し た と いう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 優美 な 言動 を 崩さ な い 。 

生前 より アイ ル ラ ンド の 上 王 の た め に 働い て いた こと も あり 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 誰か の 下 で 活動 する こと に つい て の 
抵抗 感 は 一 切な い 。 英雄 と し て 、 人 々 の た め に 働け る の で あれ ば それ で 何 の 問題 も な いと 考え て いる 。 


聖杯 に か ける 願い は 「 女 難 を 直す ] こと 。 
生前 の 悲劇 の 何もかも 、 女 難 の 運命 ゆえ で あろ うと 彼 は 思っ て いる 。 た だ し 、 こ の 姿 で 現 界 し た 時 点 で の 考え 方 で ある 
た め 、 別 の 姿 で 現 界 し た 際 に は 異な る 考え と 願い を 有 し て いる 可能 性 も ある 。 


〇 台詞 例 

「 美 し さ で は 私 の 勝ち だ 。 で は 、 武勇 な ら ば どう か な ?」 

「 私 は 強い よ 。 き み に は 残念 な こと に ね ] 

「 全 知 と は 言わ な いま で も 、 幾ら か は 分 か る さ 。 た と えば キャ スタ ー と し て 私 が 現 界 し て いれ ば 、 知 恵 の 鮭 の 力 を も っ と 
発揮 で きる ん だ が ] 

GRAS LU). 我 が 騎 士 団 に 加え た い 程 の 猛者 だ ! | 

「 親 指 か むか む 。 うー ん 、 客 智 が 湧い て くる ! J 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ケル ト の 戦 神 ヌ ァ ザ の 未 商 に し て 、 栄 光 の フィ アナ 騎士 団 の 長 。 

眠り と ※ 災 を 操る 邪悪 な 神霊 を 倒し て 都 を 救い 、 エ リン (アイ ル ラ ンド ) の 守護 者 と し て 侵略 者 や 魔物 を 倒し て 数 多 の 武勇 
を 打ち 立て た 大 英雄 。 


ケル ト の 魔術 と 祝 釧 を 修め 、 多 く の 能 力 や 宝 具 を 有する 。 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

エリ ン の 上 王 に 仕え 、 フ ィ アナ 騎士 団 に 於 いて も 最も 偉大 な 騎士 に し て 長 で ある と 衣 わ れる に 相応 し い 功 績 を 得 た 男 。 
零落 し た 神器 アレ ー ン 、 魔 法 の 猪 、 冥 界 の 馬 ー 一 一 一 

これ ら の 数 々 の 強力 且つ 邪悪 な 怪物 を 打ち 倒し 、 有 遂に は 神 祖 た る 戦 神 ヌ ァ ザ さえ 戦い に て 打ち 負かし 、 し か し 、 平 時 に 
あっ て は 騎士 団 の 部 下 た ちと 共に 狩猟 な ど を 行い な が ら 穏 や か に 暮らし た 大 人 物 で めった と いう 。 


大 英雄 と し て 申し 分 な い 道 程 を 進 ん で いた 彼 に は 、 し か し 、 女 難 の 運命 が めった 。 

美しい 姉妹 に 惚れ 込ま れ 、 呪 い を 受け た こと が 第 一 の 難 だ っ た 。 

その 後 も 災難 は 続き 、 第 一 の 妻 を 巡っ て 妖精 と 敵対 し て 七 年 の 歳 月 を 奪わ れ 、 そ し て 、 第 三 の 妻 グラ ニア に まつ わる 紹 
い に よ り 、 栄光 の 騎士 団 は 瓦解 する こと と な っ た 。 

女難 。 

女 た ち に 問題 が め る の で は な く 、 自 分 に こそ 問題 が め る の で は な いか 。 

最後 まで 、 フ ィ ン ・ マ ッ ク ー ル は そう 考え な か っ た 。 

一 体 何 を 誤っ た の か 。 


英霊 と 化し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し た 現在 で も 、 彼 に は 分 か ら な い 。 


〇 因縁 キャ ラ 

ディ ルム ッ ド 

若い 姿 で 現 界 し て いる フィ ン 本 人 に と っ て 、 晩 年 の あれ これ は 「 今 で は な い 時 の 記憶 ] で し か な いた め 、 割 と 気 に せ ず に 
「 久 々 に 会 えて 嬉し い 」 と 言っ て みせ る 。 

し か し 、 死 の 記憶 が まさ に フィ ン と の いざ こざ で ある ディ ルム ッ ド と し て は 、 こ の 上 な く 超 気まずい …… 

ベ デ ィ ヴ ィ エ ー ル 

な ん と アガ ー ト ラム と きた か 。 は た し て 本 物 な の か な ? 

豚 し き 女性 サー ヴァ ント た ち 

や れ や れ 困 っ た も の だ ね ぇ …… あ あ 、 ま た 私 が 輝い て し まう の か ! 


| 


フィ ン ・ マ ッ ター ルレ 
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| イシ タタ ル | FEN 
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Hom illustrat 


BOA MEE TAR E LCD, DAFT AE LI. 後々 ケル ト 勢 が 出揃っ て くる た び 、 も 
っ と タイ ツ 度 を 上 げ る べき だ っ た と 反省 し て ます 。 指定 だ と パー フェ クト イケ メン っ ぽか っ た の に 、 実装 され る と 思っ 


て た より 愉快 な セリ フ が 多く て 、 も っ と 面白 い 表 情 に すべ きだ っ た か と …… こ の お じ さ ん 実は 俺 と 同い年 ぐ で らい な の で 
は ? と あふ れる 昭和 セン ス に メロ メロ で す 。( 森 山大 輔 ) 


Ee, 
プリ ュ ン ヒル デ 


ラン サー ブリ ュ ン ヒル デ 
女性 BEI 北欧 神話 欧州 
| 属性 中 立 . 兰 172cm m 


設定 作成 : 桜井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン 
CV : 能登 麻美 子 


主 な 登場 作品 :Fate/Prototype 音 銀 の フラ ブ メ 


as y 


神 獣 ラン ク を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操れる , 
逸話 通り で あれ ば A+ の スキ ル と な る と ころ 、 ラ ン サ ー と し て 召喚 され た こと か ら 低下 し て いる 。 ラ イダ ー で の 召喚 と 
な れ ば A 二 と な る 


が か つて は 大 神 オ ー デ ィ ン の 娘 で ある 戦 乙 女 ワ ルキ ュー レ の 一 員 だ っ た が 、 大 神 オ ー デ ィ ン か ら 神 性 を 剥 奏 され た 。 
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ーー ーーー 


原初 の ル 
北欧 の 魔術 刻印 で ある ルー ン を 有 し て いる 。 

愛す る シグ ルド に 対し て ルー ン 魔 術 を 伝え た と され る 彼女 は 、 一 流 の 魔術 師 で も ある 。 

本 来 は 父 た る 大 神 か ら 授かっ た 「 原 初 の ルー ン 」 を 示す スキ ル だ が 、 普段 は 力 を 抑制 され て いる 。A ラ ンク 以上 の 神 性 ス 
キル を 所 持 し て いな い 状態 スキ ル の 真価 を 発揮 し て し まっ た 場合 、 宝 具 の 使用 に 制限 を 受け る 上 に 霊 核 へ と 深刻 な ダ 
メー ジ が 入り 、 や が て ブリュ ン ヒ ル デ は 消滅 する 。(「FateGO] で は これ ら の 特殊 効果 は 存在 し な い ) 


= == = Sere Zr. =x 


=. 
EEE MEN AA, NW Pale 1 ER も uu 
英雄 を 勝利 に 導く ワル キュ ー レ の 性 質 が スキ ル と な っ た も の 。 M 
魔力 を 同調 させ 、 対象 が 行う あら ゆる 成功 判定 に プラ ス 補 正 を 与え る 。 \ 


プリ ュ ン ヒル デ ・ ロ マン シア 。 
運命 の 相手 へ の 深い 愛憎 の 情 を 、 生 前 に 使用 し た 魔 銀 の 槍 と し て 形成 させ た 宝 具 。 
対象 へ の 愛 が 深く な れ ば な る ほど 槍 は 重く 大 きく 変化 する 。 生前 の 彼女 が 真 に 愛し た 対象 で ちる シグ ルド に 対し て は 特 


に 絶大 な 効果 を 現す 。 
好き よ 好 き 大 好き で す 一 緒 に 死ん で くだ さ 
(彼女 が 「 真 の 英雄 で ある ] と 信 じ る 相手 に は よく 効く 。 シグ ルド に 縁 深い ジー フク フリー ト に も よく 効く ) 


Ú 


Am 


私 貴方 / あ な た 〆 〇 〇 さん 彼 / 彼 女 フ つ 〇 さん あの ひと (※ 


O 性 格 

物静か で 献身 的 。 

穏やか な 微笑 み に 寂し ざさ が 混ざる 、 薄 幸 の 戦 ご 女 。 

ワル キュ ー レ の 長姉 と し て 神霊 の 身 で あっ た 頃 に は 自我 の 薄い [人形] の よう に 振る 舞っ て いた も の の 、 父 た る 大 神 の 怒 
り に 触れ て 地 へ 落と され て か ら 後 、 シ ブル ド と の 避 折 を以て 人 間 の 性 質 と 人 格 を 有する よう に な っ た 。 

慈 圧 深 く 、 愛 情報 か で 、 好 き に な っ た 相手 に は と こと ん 尽く す 。 

砺 劇 さ えな けれ ば 良妻 と し て 一 生 を 終え た は ず の 女性 。 

英雄 シグ ルド の こと を 誰 よ り も 愛し て 止ま な か っ た も の の 、 呪 われ た 砺 劇 の 運命 の 果て に 殺意 の 災 を 抱き 、 や が て 彼 を 
殺し 、 我 が 身 を も 灯 き 尽く すこ と に な っ て し まっ た 。 


英霊 と な っ た 現在 で も 、 シ ブル ド の こと を 深く 愛し て いる 。 
それ で も 、 万 が 一 に も 目 の 前 に 彼 が 召喚 され た な ら ば 自動 的 に 槍 を 向け る だ ろう 。 
英霊 と し て 形作ら れ た 彼女 自身 が 「 シ グル ド を 殺す モノ ] と し て 宝 具 と 共に 定義 付け られ て し まっ て いる た め だ 。 


シグ ルド と 源 を 同じ くす る (BRL) の 英雄 ジー フフ リー ト に つい て は 「 シ ブル ド と は 別 の ひと 」 と 認識 し て いる も の の 、 
何 如 と な く 彼 に 近しい も の を 感じ る らし く 、 熱 っ ぽく 見 つめ て は ふた りき り に な ろう と する 。 (そし て 殺 そ うと する ) 
そし て それ は 、 時 に マス ター へ 対し て も 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
当初 は 控え め に 接し て くる 。 命令 に は 静か に 従う 。 基本 的 に マス ター の 指示 に は 逆らう こと が な い 。 

彼女 は マス ター に 従う 。 生前 の 自身 に 対す る 無力 感 と 、 大 神 の 使命 に 従っ て 行動 する と いう ワル キュ ー レ 時 の 習性 と 、 英 
霊 の 召喚 と いう シス テム に 抗う つも り が な い 消極 性 、 と いう 複数 の 要因 が 絡み 合っ た が 故 の 傾向 で ある の か も し れ な い 。 


よほど の こと が な けれ ば 上 自分 か ら 誰か へ 深い 好意 、 特 に 愛情 を 抱く こと は な い 。 

自分 が 愛 を 抱け ば 最後 、 宝 具 に よっ て 自分 は 相手 を 殺す だ ろう と いう こと を 彼女 は 強く 自覚 し て いる 。 
それ に 何より も 、 既 に 、 彼 女 の 愛 は シブ ルド に 捧げ られ て いる と いう の は 、 確 か に その 通り で は ある も の の 。 
彼女 は 「 誰 か を 好き に な る ] LEEREN TUN. 勿論 、 シ グル ド の こと が あっ た た めで は ある も の の 、[ 自 分 は 好 
き に な っ た ひと を 殺し て し まう 」 と いう 亡 念 に 囚われ て いる 彼女 は 、 た と え マ スタ ー で あっ て も 極力 や り 取 り を 避け た 
が る 。 少な く と も 彼女 自身 の 中 で は 。 


聖杯 に 願う 目的 は ひと つ 。 
愛す る シグ ルド と の 再会 。 
も っ と も 、 叶 っ た と ころ で 


自動 的 に 殺し に か か っ て し まう の だ が 。 


O amp 
[困り ます …」 
[私 は 、 サーヴァント 。 そし て 元 は ワル キュ ー レ で あっ た 者 。 誰か に 従う こと が 、 私 の さだ めで す ] 
[私 の こと は 道具 だ と 思っ て くだ さい ね ] 


「 優 し くさ れる と …… 私 、 困 っ て し まい ます …… だ っ て 、 私 ……」 
J 


「 愛 し い 買 方 、 シ グル ド 。 私 、 買 方 の こと を 、 心から 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

北欧 の 大 神 オ ー デ ィ ン の 娘 、 戦 ご 女 ワ ルキ ュー レ の ひと り 。 北欧 神話 に 於 ける 悲劇 の 女 。 

「 ヴ ォ ル スン ガ ・ サ ガ ] に お いて 大 英雄 シグ ルド の 運命 の 相手 で ある シブ ルド リー ヴァ と 同一 視 さ れる 戦 女 で あり 、 古 
エッ ダ 「 シ グル ドリ ー ヴ ァ の 歌 ] 「 プ リュ ン ヒ ルド の 冥府 へ の 旅 ] で も 同様 に シグ ルド と 恋 に 落ち る ワル キュ ー レ と し て 
語ら れ て いる 。(「 ニ ー ベ ルン グ の 指輪 ] で は ワル キュ ー レ た ちの 長姉 で る る と され る ) 


大 神 に 忠実 な し も べ と し て 死 し た 戦士 た ち を ヴァ ル ハ ラ へ と 導い て きた 彼女 は 、 あ る 時 、 オ ー デ ィ ン の 意図 と は 異な る 
相手 を 勝た せ て し まっ た 。 大 神 の 怒り に 触れ た 彼女 は 神 性 の 多く を 奪わ れ 、 遂に 包ま れ た 館 で 眠り の 呪い に 就く こと と な っ た 。 
そこ に 現れ 、 魔 剣 グ ラム で 以 て 呪い を 解い た 人 物 こそ が 英雄 シブ ルド だ っ た 。 

プリ ュ ン ヒル デ と シグ ブル ド は 恋 に 落ち る 。 

自分 の 持て る 知識 の すべ て 、 ル ー ン の 魔術 さえ を も シグ ルド に 与え 、 英 雄 の 行く 道 に 幸 あ れ と 彼女 は 祝福 する 。 

し か し 、 幸 せ は ほん の 短い 間 の み の こ と だ っ た 。 

その 後 、 シ ブル ド は 記憶 を 失い 
PAN AE IS ga AN a そし て 、 Bae ete eee oaks 


O IFateGOI eee Ae 

殺し て し まっ た 今 (英霊 状態 の 現在 ) で さえ 、 シ グル ド の こと は 好き 。 大 好き 

自殺 し た 後 、 失 界 の 女 巨人 の 元 ヘ シグ ルド を 取り 戻す べく 挑ん だ リ する くら い 好 き 

すれ 違い 、 哀 し み 、 恨 み 、 裏 返っ た 情念 、 等 の すべ て の 殻 を 剥が し て し まえ ば 、 残る の は 純 和 な シ グル ド へ の 愛情 だ け 。 
誰 よ り も 自己 に 厳し か っ た 彼 が 自分 を 愛し て くれ た こと を 彼女 の 本 心 は 理解 し て いる し 、 愛 で 以 て 返す の み と も 決め て いた 。 
た だ 、 そ れ で も [裏切ら れ た ] と 感じ た 瞬間 、 彼 女 は 自動 的 に すべ て を 行っ て いた 。 

だ か ら こ そ 、 今 な お 、 彼 女 は 自動 的 に 動い て し まう 。 


も う 一 度 会 っ て 、 今 度 こそ 寄り 添 お う 。 
そう 思っ て いて も 、 体 は ひと り で に 彼 の 命 を 欲し て し まう 。 或いは それ は 、 大 神 に よる 残酷 な 呪い な の だ ろう か 。 


〇 その 他 
ee サガ |、 57990 [7A - OR ETA ッ テ ィ ラ 王 (アト リ 王 ) の 妹 と され て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 

全般 

シグ ルド を 想起 させ る 英雄 然 と し た 英霊 に 対し て 反応 する 。 悪 い 意味 で 反応 する 。 女 を 泣か せる 恋 多き 男性 英霊 に 対し 
て も 幾ら か 反応 する 。 

シグ ルド 

好き よ 好 き 大 好き で す 一 緒 に 死ん で くだ さい 、 足 方 一 

ジー フク フリ ー ト ド 

四方 お あの ひと に すご く 似 て いる の 。 だ か ら 、 え え 、 と っ て も ご めん な さい 。 

アー サー (プロ ト セ イ バ パー) 


困り ます 。 四方 、 と て も 優し いか ら 。 困 り ま す …… 
アル テラ 

あの ひと の 匂い が する よう な ……? 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク (オル タ 〕 


SE 
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Gaal, Gas EI Eo EXP 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ ご キャ ラフ ター デザ イン : 下 越 


CV : 中 井 和哉 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


フラ スズ キル 


Eit:E- ko. 

TORMOE の も の が バー サー カー と いう 響 を 受け て いる 。 

理性 は あり 、 高 等 な 会 話 も 可能 。 多 少 の 凶暴 性 が 残っ て いる 程度 で あり 、 ス テー タス に も 何ら 影響 は な い 。 
保有 スキ ル 

Ot Ee un nw 2 ew 

威 压 混乱 ' DREI RC. EISL-IAELEESBHRFLE, LAR MOM. 


この スキ ル を 使用 する と 同時 、 彼 は 本 能 の まま に 戦う 獣 と 化す 。 


直感 :B 


戦闘 時 に 常に 自身 に と っ て 最適 な 展開 を "感じ 取る "能力 。 
パー サー カー と し て 召喚 され た せい で 、 や や 直感 を 無視 する こと が ある 。 


PN — = = — ーーー ーー ニー ーー e 
Ronin 
eRe CEA. 


特に 老年 期 に 入っ て か ら も その ガッ ツ は 健在 で あり 、 火 竜 を 仕留め る まで 上 息 絶 える こと は な か っ た 。 


Ar Dy 
| A 


フル ン テ ィ ン グ 。 

oe MORWVERENT, TARO EI TERMAS CIN, 一 撃 喰らわ せる 度 に 、 刀 身 に 血 
液 が 流れ 込み 、 赤 色 に 煙 き 出す 。 

対 軍 系 の ビー ム の よう な 派手 さ は な い が 、 パ バー サー カー と し て の 稼 力 も 相まって と に か く 強 引 に 勝負 を 決め る こと が で 
きる 魔 剣 。 

([FateGO で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ネイ リン グ 。 

Sa 赤 原 猟犬 より 短め の 剣 。 剣 と いう より は 銅 鉄 で で きた 梶 棒 に 近い 基本 的 に 叩き 潰す こと を 目的 と し た 剣 で あり 、 切 
れ 味 は 無い に 等 し い 。 

な お 、 あ る 程度 以上 の 回 数 使用 で 破壊 され る 恐れ が ある 。 

た だ し 、 破 壊さ れ た 瞬間 は 大 ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


源流 闘争 
A 
グレ ン デ ル ・ パ スタ ー。 

赤 原 猟犬 と 鉄 鉛 蛇 潰 を 破壊 する こと に よっ て 使用 解禁 され る 特殊 宝 具 。 

グレ ン デ ル を 仕 包 め た 概念 が 宝 具 に な っ た も の 。 

生前 の 凄まじ い 力 を 一 時 的 に 蘇ら せ 、 投 げた り 蹴 っ た り 殴 っ た り し て 真正 面 か ら 叩 き 潰 す 。 
な お 、 こ の 攻撃 は 原始 か ら 変わ ら ぬ 根源 的 な 武器 (FE) DIEH, 

[一 度 使用 すれ ば 見 切ら れる ] と いう 特質 の 宝 具 や スキ ル を 無効 化す る 。 


AD 


(8 て め え お 前 貴様 な ど アイ ツ プ アレ な ど 


) 性 格 
王 で あり 、 よ く 民 を 治め た が 基本 的 に 今 の 姿勢 は テロ リス ト の それ に 近い 。 
借 造 と 破壊 が 雌雄 一 対 の 存在 で ある と 雪 識 し て お り 、 破 壊 の 後 だ か ら こ そ 創造 を 為 し た の だ と 員 く 。 


王 に は お よそ 不向き な 人 材 で あり 、 本 人 も そう 感じ て いた 。 
王 より も 破壊 を 求め て 、 遂 に は 竜 殺 し すら 成し遂げ る ほど の 凶暴 性 は 、 老 いて も な お 変わ ら な か っ た 。 
た だ し 、 弱 者 で ある 民 や 女性 に は 優し い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

基本 的 に は 同格 、 や や 相手 を 格下 と し て 接する 。 

意見 は 聞く と きも あれ ば 、 聞 か な いと きも ある 。 

た だ し 、 理 知 的 と は 言い 難い の で 無謀 な 賭け に も 割 と すん な り 乗る し 、 命 除け で その 命令 を 遂行 し よう と する 。 
ANS 聖杯 に 対す る 願望 は な い 。 

だ が 、 頼 られ た 以上 は 全力 で 応じ る の が 心意気 だ と か 。 


NN O 台詞 例 

PS 「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 パー サー カー。 召喚 に 応じ た 。 …… どう し た その ツラ は 。 パー サー カー が 喋っ たら お か し いか ?」 

N 「 何 。 英雄 な ん て どい つも こい つも 頭 が 切れ て る よう な 連中 ば っ か り だ 。 

その 中 の クン 野郎 を ブン 殴る の が 、 俺 の 仕事 だ ] 

[英雄 と し て 過ごす と 、 必 ず 出 会 う 連中 が いる 。 目 分 で 解決 で きる 癖 に 考え る こと を 面倒 異 が っ て 、 助け て ! EUA 
く 連中 だ 。 だ か ら 俺 は … 「 甘 れ 。 な すべ きこ と を や れ ] と な ] 

「 王 な ん て 、 俺 に は お お よそ 不向き な 職業 だ っ た 。 

二度と や ら ね え 」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ベオウルフ は 英文 学 最 古 の 叙事詩 と 言わ れる 「 ベ オウ ルフ ] の 主人 公 で ある 。 
叙事詩 の 舞台 と な っ て いる の は 現在 の 南 ス ウェ ー デ ン か ら デ ンマ ー ク 近辺 。 


物語 は 一 部 構成 で あり 、 第 一 部 は ベオウルフ が 十 五 人 の 部 下 と 共に 巨人 ブレ ン デ ル を 退治 に 赴く 話 が 、 第 二 部 は 五 十 年 
後 、 火 を 吐く ドラ ゴン と 死闘 を 繰り 広げ る 老い た ベオウルフ が 描か われ て いる 。 


シル ディ ング 族 の 長 ロ ー ス ガー ル は へ オロ ッ ト (牡鹿 の 意 ) と いう 名 の 館 を 建造 し 、 そ れ を 祝っ て 連日 連夜 宴 を 開い た 。 
と ころ が その 喉 騒 に 昔 立 っ た 巨人 ブレ ン デ ル は へ オロ ッ ト を 襲い 、 毎 夜 の よう に シル ディ ング 族 の 人 間 を 殺 寺 し た 。 


† 二 年 が 過ぎ 、 ロ ー ス ガー ル の 下 へ 一 人 の 戦士 が 十 五 人 の 部 下 を 引き 連れ て 訪れ た 。 
戦士 の 名 を ベオウルフ 。 
彼 は ロー スガ ー ル た ち が 避 難し た へ オロ ッ ト に 留まり 、 深 夜 に や つて きた グレ ン デ ル を 相手 に 素手 で 戦い 、 腕 を も ぎ 取 
る 。 


安心 し た の も 束の間 、 プ レン デル の 母 が ロー スガ ー ル の 部 下 を 連れ 去り 、 も ぎ 取 っ た 腕 を 奪い 取っ て し まう 。 
ベオウルフ は グレ ン デ ル の 母親 を 追跡 し 、 ブレ ン デ ル と 共に その 首 を 刈 ね た 。 


喜ん だ ロー スガ ー ル は ペ オ ウル フ に 金銀 財宝 を 与え る が 、 無欲 な ベオウルフ は 帰国 し た 後 、 そ れ ら を その まま 仕え る 主 
で ある ヒゲ ラー ク に 差し 出す 。 
その 無欲 さ が 味方 だ け で な く 、 ヒ ゲラ ー ク 王 か ら も 員 り の 対象 と な る が 彼 は 気 に も 留め な か っ た 。 


五 十 年 後 、 ベ オウ ルフ は 王 と な っ て いた 。 
と ころ が 宝 を 盗ま れ た こと に 怒っ た 火 間 が ベオウルフ の 治め る 国 を 抽 撃 し 、 民 衆 を 混乱 に 陥れ た 。 


や お な く ペ オウ ルフ は 老い た 体 に 鞭 打 っ て 、 音 退治 に 赴く 。 

騰 病 風 に 吹か れ た 部 下 は つい て こ ず 、 た だ 一 人 ウィ ラー フ と いう 若者 だ けが 付き 従っ た 。 
激闘 の 未 に 火 和 間 を 倒し た ベオウルフ だ が 、 彼 も また 竜 の 毒 に よっ て 皿 絶 える 。 

ウィ ラー フ に 「 宝 は 民 の た め に 使う よう に ] と 遺言 し た 彼 は 、 ロ ネス ネス (GRUP) ICESNIE. 


パー サー カー の 語源 は 北欧 神話 の ベル セル フク で ある が 、 ベ オウ ルフ の 名 も また 、 ベ ル セ ル ク が 由来 で ある と 伝え られ て 
いる 。 


外見 の イメ ー ジ と は 裏腹 に 、 私 利 私 欲 へ 走ら ず ま っ た く 真 っ 当 、 か つ 穏 健 に 国 を 治め た 偉大 な る 王 。 
本 人 は まっ た く 王 政 に 無関心 だ が 、 そ の せい で 王 に 一 番 向 いて いた らし い 。 王 な ん て 不向き だ 、 と 言い つつ も 民 の た め 
に 命 を 賭し て 戦う 彼 の 姿 は 、 ま さ し く 英 雄 に 相応 し いも の で あっ た ろう 。 


残念 お こと に 、 ベ オウ ルフ の エピ ソー ド は グレ ン デ ル 退 治 と 、 ド ラゴン 退治 以外 に 残っ て は いな い が 、 世 界 に 散ら ば っ 
流 と な っ た こと は 間違い な い 。 


使う だ け で は な く 、 そ の 使い 方 も 上 手 い 。 気 に 食わ な い が 気 に 入っ た ! 今度 会 っ た ら 殴 ら せ ろ ! 
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ファ イト クラ ブ っ ぽい 感じ で 、 と の 事 だ っ た の で ド シ ン プル に タフ そう な 男 に し て み ま し た 。 差 分 で 違い を 出す 為 に 黒 

く な る けれ ど 意 味 は 無い ゾ .…。 手 杉 で 抑え る 程 、 素 手 最強 な 設定 な の で 武器 は オマ ケ 的 な ? フ ルン ティ ング は 血 を 吸っ 

て 赤く 強く 、 ネ イリ ング は 砕け る 骨 間 核 爆発 的 な イメ ー ジ で す 。 素手 最強 な の で 宝 具 と し て は 未 使用 で すけ ど ね (R) W 
(下越) 
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ui 


WIN み ラズ ズ キ 少 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ 
CV: APR 


u 主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA CCC 


O u... 
ー エ 程 以 下 の 詠唱 に よる 魔術 を 
彼女 自身 に 対 魔力 が 皆無 な た め 、 セ イ パ ー の クラ ス に ある まじ き 低 さ を 誇る 。 
nenne = ua — 
4 
RE | . Nana 
BROTH. 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 BR MSY DRIN) CRUEL. 


効 化す る 。 AG. ALTERS. ADE. 。 


== ニー ニー = 


保有 Ze 49 ‘ , WW 


天 に 星 を :A 地 に 花 を :A 人 に 愛 を :A = ンー 
強力 な 支援 強化 スキ ル 。 パー ティ ー 内 の 一 人 に 、 任意 で 様々 な プラ ス 効 果 を 付与 する 。 

幸福 の 絶頂 、 世 の 全て が 光 に 満ち て 見 える 花嫁 な ら で は の “REBORN D 
パー ティ ー 支 援 ス キル と し て 使う の が 正しい が 、 ネ ロ ・ プ ライ ド が 最後 の 一 人 に な っ た 時 に この すべ て を ネロ ひと り に | ニニ ラン 


使う と と ん で も な い チ ー ト サー ヴァ ント が 降臨 する 事 に な る 。 まさ に スー パー ブラ イド 人 。 


ア エ ス トゥ ス ・ ド ム ス ・ ア ウレ ア 。 その マリ ッ ジ Ver- 
即ち 、 ヌ プティ ア エ ・ ド ム ス ・ ア ウレ ア 。 

己 の 願望 を 達成 させ る 絶対 皇帝 圏 を 、 結 婚 式 仕 立て に し た も の 。 a 
こち ら で 使 用 する 特殊 侯 技 は 「 星 馳せ る 終幕 の 黄 徴 (ファ クス ・ カ エレ ステ ィ ス )」。 

た だ の 剣 技 だ が 、 その 派手 さ 、 BLE. 花嫁 衣装 が 放つ 圧倒 的 マリ ッ ジ さか ら も は や 宝 具 と いっ て も よい の で は な いか ? 
ん ? と いう 本 人 の 申告 に より 宝 具 扱い と な っ た 。FGO で は こち ら の 剣 技 名 が 宝 具 名 と し て 登録 され て いる 。 

別名 告白 剣 と も 呼ば れ て いる が 、 な せ ぜ せ 告 白 刻 な の か は [Fate/EXTRA CCC] お よび [Fate/EXTELLA] を 参照 の こと 。 


Fetes aran dolia 


EL BR OO (呼び 捨て ) PICS / BRS /00 (呼び 捨て ) 


ネロ と ほぼ 同じ な の で 割愛 。 手抜き で は な い の だ ぞ っ ! 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

通常 の ネロ ・ フ ラウ ディ ウス は [皇帝 ネ ロ ] と し て の 在り 方 を 示し て いる が 、 こ ちら の ネロ は 花嫁] と し て の 在り 方 を 
示し て いる 。 

マス ター を 認め 、 敬 愛し 、 共 に 歩 お も の と し て 見 守り 、 ま た 見 守ら れ て 成長 し て いく 事 を 良し と し て いる 。 


O 台詞 例 

「 う お 、 装 いも 新た に 再 登場 だ ! 嫁 セ イ バ ー、 あ る い は ネロ ・ プ ライ ド と 呼ば が よい ! J 

「 強 く な る の は いい が 、 ド レス の サイ ズ が ちと ギリ ギリ で な ……」 

「 な ぜ 花 嫁 の ドレ ス に 着替え て いる の か 、 だ と ? ふふふ 、 決 まっ て いよ う 。 それ は ! RA! そう いう 気分 に な っ た 
か ら で あ る ! J 

「 春 の 陽 差し 、 花 の 乱舞 ! 時 月 の 風 は 類 を 撫で 、 祝 福 の 鐘 は ステ ラ の 彼方 まで 一 一 一 開け 、 ヌ プティ ア エ ・ ド ム ス ・ ア 
ウレ ア よ ! | 
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[Fate/EXTRA CCCI] か ら の ゲス ト 参 戦 。 

装い も 新た に 、 純 白 の 衣装 に 身 を 包ん だ 蕎 徹 の 皇帝 。 

衣装 が 替わっ た 事 で テン ショ ン も 変動 し 、 素 の 状態 より 戦闘 スタ イル が 変化 し て いる 。 愛用 の 刻 ・ 原 初 の 火 も 空気 を 読 
ん で 、 そ の 刀身 を 赤 か ら 白銀 に 変え て いる 。 

[Fate/EXTRA CCC』] は その コン セプト が マニ アッ ク & フ ェ チ ズム で あり 、 こ の 花嫁 衣装 も 「 女 性 に と っ て 最も 魅力 的 
な 拘束 具 と は ? | と いう テー マ か ら 生 まれ た も の 。 ~ 
と は いえ 、 ネ ロ 本 人 も ブラ イド 気分 満々 だ っ た の で 何 の 違和感 も な い 。 


ER ; 


……ー つ の イフ 。 

出典 こそ [Fate/EXTRA CCC] だ が 、「CCC] で の ネロ で は な い 。 

生前 は 運命 の 伴 価 に 出会う 事 な く 没 し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と な っ て か ら も 運命 に 出会う 事 な く 戦っ て きた 純白 の サー ヴァ ン 
ト 。 

即ち 、 あ る 電脳 世界 で の 聖杯 戦争 に つい ぞ 参 じ る 事 な く 夢 に 没 し た 姿 で ある 。 


玉藻 の 前 

[「 狐 の 嫁入り 」 な る 新 スキ ル は あざ と すぎ る と 思う の だ が 、 ど うか ? 
アル テラ 

な ん と な く 気 に な る …… と いう か 、 お あの 褐色 の 肌 と 無駄 の な い 肉 付き 
敵 な が ら 見 惚れ て し まう な ! 

エミ ヤ 
エミ ヤ ? 無鉛 で は な く ? ええ い 、 コ ウ モリ さん か 買 様 は ッ ! 
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Rezo Re 
Win TID 


基本 の ネロ は 基準 に し た の も あり 、 割 り と 硬い 顔 で 描い て し まっ た の で ブラ イド は あま ーー い 漠 感じ に し た いな 一 と 思っ 
E て 多少 意識 し て 溶かし まし た 。 衣装 差分 もう まく いっ た と 思い ます 。 派手 に 仕上 が っ た の で よかっ た 一! 
最終 絵 は ス ライ ム 乳 と 尻 が ご ど つ ち も 描 きた か っ た 次 第 で す 。( ワ ダ ア ルコ ) 


両 儀式 (セイ バー〕 


| クラ ス +1 Eis: 
Ele: Eos EI- 
Em Ei 1600m [XA 47ke 


Ed: Baas Ec Tals Eis El 


REM: RAEN 41599794 Y: RAR 
CV: 坂 本 真綾 


主 龙 登场 作品 : 空 の 境界 


どの よう な 大 魔術 で あろ うと 、A 以 下 の 魔術 は 無効 化す る 。 
ーー ーー r= 7 1 
BR 

特殊 スキ ル 。 単 独 行動 の ウル トラ 上 位 版 。 
f また 、 存在 が 確定 し て いる た め 、 即 死 耐 性 、 時 間 操作 系 の 攻撃 に 対し て 耐性 を 持つ 。 
; この スキ ル を 持つ も の は 、 即 ち ーー 一 


ーー ・ ーーー ニテ 


/ 

A. 

其 れ は 「 」 か ら 生 じ 、「 」 を 辿る も の 。 

両 儀 に 別れ 、 四 象 と 廻し 、 八 土 を 束ね 、 世 界 の 理 を 敷き 詰め る も の 。 
N 両 儀 と は 太極 図 が 示す 陰陽 の 事 。 
| 人 彼女 の 呼称 は 数 式 の 式 、 式 神 の 式 か ら つ けら れ た 。 


即ち 、 万 能 の 願望 機 の 証 。 
この スキ ル を 持つ 者 に と っ て 、 
通常 の パラ メー ター は 意味 の な いも の と な る 。 


アサ ン 式 より ラン ク は 下がっ て いる 。 元 より 彼女 に は 必要 の な いも の で も ある 。 


SH: B 
心構え を 剣士 の も の に 切り 替え て か ら の 超 高 速 の 踏み 込み 斬 撃 。 be 
五 問 …… 九 メー トル の 間合い を 瞬時 に 詰め 、 対 象 を 一 関す る 。 


是 を 覚え た くば 即ち 是 を 捨て 去り 、 是 を 救い た くば 、 即 ち 、 是 を 忘れ る 。 
僧 恨 と 悔恨 は 表裏 一 体 。 さながら 生 と 死 の よう に 。 
矛盾 螺旋 。 こ ちら の 式 は NP を 失う 事 で HP を 補う 。 


gn iS 


mo きょう か い 


空 の 境界 


むく し き ・ か ら の きょう かい 。 
直 死 の 魔 眼 の 理論 を 応用 し 、 対 象 の " 死 の 線 "を 切断 する 。 
彼岸 より 放 た れる 鯛 世 の 一 太刀 は 、 あ ら ゆ る 生命 に 安寧 を 与え る 。 


us BERH5/OO (呼び 捨て ) BER Rx’ ( 〇 〇 呼び 捨て) 

〇 性 格 

両 儀式 の 統合 人 格 に し て 無意識 。 

女性 的 、 二 十 代 後半 。 穏やか な 、 悟 り の 入っ た お 姉さん 。 

式 が 二 十 代 後半 まで 成長 し 、 母 性 的 な 魅力 を 出し 始め た も の 。 

浮き 世 離れ し た 空気 感 だ が 、 実際 、「 式 が 見 て いる 夢 」 みた いな キャ ラク ター な の で 基本 的 に は 危機 感 が な く 、 何事 も 「 ガ 
ラス 一 枚 向こう の 景色 ] と し て 受け 止め て いる 。 

[ 何 か の 間違い で 地上 に や っ て きた 女神 ぐら い の イ メー ジ 。 

西洋 的 な 女神 で は な く 東 洋 の 神様 。 慈愛 に 満ち た 菩薩 さま に 近い が 、 根 本 的 に 意地 が 悪い の で [ 小 悪 魔 的 な 菩薩 | と 言え 
る 。 

性 善 説 を 否定 し て いる 。「 人 間 は 基本 的 に 性 悪 だ か ら 、 物 事 は 悪い 方 に 転がっ て いく も の ] と 嘆 息 し な が ら 、「 だ か ら 頑 
張っ て みせ て ね | と 人 間 の や せ 我 慢 的 な 底力 を 微笑 みな が ら 応援 する 、 と いう スタ ンス 。 実に 面倒 くさ い 。 


> 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
奇 中 の よう な 偶然 で 呼ば れ た の で 、 そ れ を 良し と し て サー ヴァ ント と し て 付き 従う 。 ほ と ん ど 物 見 遊山 で ある 。 
誰か ら も 見 つけ られ ず 、 誰 か ら も 話し か けら れ な い 存 在 で ある 彼女 に と っ て 、 こ の 一 時 の 人 逢瀬 は 如何 な る も の か ーー 一 


O 台詞 例 
「 セ イ パ ー の サー ヴァ ント 、 両 儀式 。 召喚 に 応じ 参上 いた し まし た 。 
sees ふ ふ 、 こ れ で いい の か し ら ? 異色 に も 程 が め る で し ょ うけ ど 、 よ ろ し くね マス ター?] 
「 全 て は 夢 と ーー これ が 、 名 残 の 花 よ 」 
「 刀 を 換え る の は いい コト だ わ 。 キレ イ な 刀 (I) は 何 品 (な ん くち ) あっ て も いい の だ し ] 
[私 は サー ヴァ ント で す も の 。 何 が あめ っ て も 、 ど ん な 命令 で も マス ター に は 従う わ 。 
だ っ て 、 と て も 楽し そう で す も の ] 
「 好 き な も の ? も ちろ ん 、 私 を 呼ん で くれ た あな た よ マ スタ ー。 た と え そ れ が 、 一 時 の 夢 だ と し て も 」 
「 実 は 私 、 眠ら な い の 。 だ か ら 夜 は いつ も ひと り ぼ っ ち 。 損 を し て いる みた いで 悔し いわ 。 で も 、 買 方 の 寝顔 を 見 て いら 
れる の は 役 得 ね 。 ア ナタ の 夢 の 中 に も 現れ て 、 ア ナタ を 守れ た ら 良 か っ た の に ] 
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変異 特異 点 ・ 境 界 式 に て 垣 問 見 た 女性 。 

晴れ や か な 着物 、 た お や か な 仕草 、 慈 愛 に 満ち た 判断 力 。 

いずれ も 異常 の 中 で は 際 だ っ た 日 常 と 捉え られ る 。 

在り 方 自体 が 不確か な 為 、 多 く の 怪 奇 事件 の 全容 を 知り な が ら 、 こ れ に 関わ ら ず に いる 。 


本 来 な ら 人 逢瀬 する 事 の な い 寅 人 。 
それ で も 一 も し 出会い が ある の な ら 、 そ れ は 、 誰 も が 寝静まっ た 雪 の 日 に 。 


+ 


着物 に 革 ジ ャ ン の 少女 、 両 儀式 と 同一 人 物 。 た だ し 人 格 が 異な る 。 

両 儀式 が [st] と いう 名 の 少女 な ら 、 こ の 人 物 は [再 仪式 | と いう 名 の 女性 。 
両 儀 か ら 更に さか の ぼっ た 始ま り の 一 、「 」 を 体現 し た 肉体 その も の の 人 格 。 
この 世に 出 て いい も の で は な い の で 、 生 まれ て か ら 死 ぬ ま で 式 の 中 で 眠り 続け る 。 
式 は Mt) を 知覚 で きず 、 ま た 、「 両 儀式 ] も 式 に 成り 代わ る 事 は な い 。 


O 因縁 キャ ラ 

謎 の ヒロ イン X 

「 あ ま ら 可愛 いわ 。 と に か がく 斬っ て みた い ] 

※ あ ま ら …… ア マラ の 意 。 "最高 " "めちゃ くち ゃ "ぐら い の 意 味 合い で 使っ て いる 。 
源 頼光 

同じ 刀 系 サー ヴァ ント と し て 、 一 度 手合 わせ し て みた いと 思っ て いる 。 

神 に 潜む 魔性 に 翻弄 され て いる 、 と いう 点 で も 親近 感 ア リ 。 

玄 装 三蔵 

三蔵 法師 と 聞い て は 黙っ て いら れ な い 両 儀式 で あっ た 。 

[ 加 来 様 直伝 の 掌 な の ね 。 じ ゃ あ …: 白 刃 取り と か 、 で きる か し ら ?」 


Be 


当初 は 第 三 段 階 を 未来 福音 で の 若 興 様 姿 に し よう か と 思っ て いま し た が 、FG 〇 の コン セプト 的 に は ちょ っ と 違う だ ろ 
うと いう こと で 、 か ぐ や 姫 モ チー フ の パー フェ クト 式 と し て 新規 デザ イン を 行い まし た 。 打ち 掛け の 模様 が 月 の 珈 環 の 
ケイ 素 姫 と 同じ も の を 使っ て いる の は 、 そ の た めで す 。( 武 内 宗 ) 


両 儀式 (アサ シン 〕 


| クラ ス アサ シン Ann: 
aii EN Econ EI- 

( f | Ei E 60m [4 478 
し 


上 REE: RAMOS / #575 
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A 
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ADA スキ ル 


p 4 
| | 気配 遮断 :C 
サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 。 ME 


動 に 適し て いる 。 


単独 行動 :A 

| マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 

る Z も し か し た ら マ スタ ー と か いな く て も 何と か な る の で は ? と 思わ せる ほど の 単独 行動 っ ぷり 。 

$ A し か し 、 魔 力 が 足り て いよ うと な か ろう と 、 寂し く な っ た ら 消 える の で マス ター は 必要 で す よ 幹也 くん ! 


Were 


魔 眼 と 呼称 され る 異 能 の 中 で も 最上 級 の も の 。 
異 能 の 中 の 異 能 、 希 少 品 の 中 の 希少 品 。 無 機 ・ 有 機 問わ ず 、"“ 活 き て いる "も の の 死 の 要因 を 読み 取り 、 干渉 可能 な 現象 


と し て 視認 する 。 直 死 の 魔 眼 か ら 視 た 世界 は “" 死 の 線 "で 満ち た 終末 の 風景 で あり 、 ま っ と うな 精神 構造 で は これ と 向き 
合っ て の 日 常 生活 は 難し い 。 
式 は 普段 、 焦点 を ズラ し て 物事 を 便 賊 する 事 で この 異様 な 視界 と 折り 合い を つけ て いる 。 


是 を 生か し た くば 即ち 是 を 殺し 、 是 を 叶え た くば 即ち 是 を 損なう 。 
恩恵 と 損失 は 表裏 一 体 。 さながら 男女 の 関係 の よう に 。 
ee 痛覚 残留 。 こち ら の 式 は HP を 失う 事 で NP を 補う 。 


ゆい し ゅ bac ま が ん 


唯識 ・ 直 死 の 魔 


ゆい し き ・ ち ょ くし の ま が ん 。 

直 死 の 魔 眼 を 最大 限 に 見 開き 、 対 象 の " 死 の 線 "を 切断 する 。 

何 億 と いう 寿命 、 停 止 状態 か ら 蘇 生 する 回 復 力 、 何 吾 と いう 命 の スト ッ ク を 持っ て いよ う が 、 "その 個体 に お ける 死 の 概 
窓 "を 露 わ に する 為 、 そ れ ら の 不死 身 性 を 無視 し て 致命 傷 を 与え る 。 


死に 難い 命 は あれ 、 死 か ら 逃 れ ら れる 命 は な く 。 
ーー 一 終わ り は 、 万 物 に 共通 する 。 


AU / BRIERE CH BEA/OO (名 前 呼び 捨て ) あい つ / あ の 男 / あ の 女 


〇 性 格 
一 見 し て 冷た く 、 排 他 的 な 性 格 。 

男 口調 か つ 男 性 の よう に 振る 舞っ て は いる も の の 、 根 は どう し よう も な く 女 性 的 な の で [男装 の 廊 人 ] と は また 違っ て い 
る 。 

アウ トロ ー に 気取っ て いる が 、 根 は 寂し が り 屋 か つ 旭 さん 気質 な の で 、 気に入っ た 相手 は と こと ん 面倒 を 見 て し まう 。 
彼女 が 何故 男性 口調 な の か 、 二 重 人 格 者 に 対し て 当たり が きつ い の か は [小説 ・ 空 の 境界 ] を 参照 し て ほし い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

自分 が 何 か の イレ ギュ ラー 的 な トラ ブル で 呼ば れ た 事 を 「 な に それ 、 面倒 くさ い ] と イヤ が っ て いる も の の 、 人 生 は 一 期 
一 会 な の で 主人 公 が 人 間 的 に 不快 な 事 を し な いう ち は 力 を 貸 そ う 、 ぐ らい の 気持 ち で 付き 合っ て くれ る 。 

「 軍 すり 合う も 、 と 言い ます し ?」 

〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 アサ シン 。 両 儀式 だ 。 …… 挨 拶 っ て これ で いい の か ? ヘン な 決ま り だ な 、 ま っ た く …… 勝 手 は 違う け 
ど 、 適 当 に 暴れ て や る よ ] 

[願い の 叶う 聖杯 ? な ん だ それ 、 眉 貴 に も 程 が ある 。 当 家 に お きま し て は 、 セ ー ル ス 販 売 は お 断り し て お り ま す ] 

TV ん ぽん ば ぱん 。 物 好き な みな さん に お 知ら せ で す 。 次 の 階層 が 開け まし た の で 、 マ スタ ー に お か れ ま し て は どう ぞ こ ぞ 
っ て 新しい ミッ ショ ン に 挑ん 々 で くだ さい ] 

「 新 し い 依頼 が 来 た ぞ 。 事件 起こ りす ぎ だ な この マン ショ ン ! J 

[ 直 死 一 一 死 が 、 オ レ の 前 に 立つ ん じゃ な い ] 


CHARACTER Profile 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

変異 特異 点 ・ 境 界 式 に て 週 遇 し た 少女 。 

和洋 折 喪 の 出で立ち 、 男 性 の よう な 口調 、 迷い の な い 行 動力 。 

いずれ も 日 常 の 中 で は 際 だ っ た 異常 と 捉え られ る 。 

死 を 視 て し まう 特異 体質 な た め 、 様 々 な 怪奇 事件 に 本 遇 し 、 こ れ を 斬り 伏せ て きた 。 

本 人 は まっ た く 関 知 し て いな い が 、 彼 女 自身 、 深 夜 に 週 造 する 都市 伝説 の ー つ に な っ て いる よう だ 。 


彼女 も 例外 な く 魔 術 王 の 人 理 焼却 に よっ て “燃え 尽き た "人 間 だ が 、 現実 で の 彼女 は いま も 眠っ て お り 、 そ の 見 て いる 夢 
が サー ヴァ ント と し て 現れ て いる 。 

彼女 は 夢 か ら 覚 め れ ば 他 の 人 々 と 同じ よう に 燃え 尽き る が 、 こ の 夢 を 見 て いる か ぎり カル デア の 一 員 と し て 、「 外 れ た 時 
間 軸 ] の 中 で 魔術 王 の 企み と 対決 する 。 

式 自身 、 夢 か ら 覚め て 消え る の は 構わ な い が 、 周 り の 人 間 が 消え る の は 我慢 な ら な いよ うだ 。 


〇 因縁 キャ ラ い 
ジキル 

二 重 人 格 の 先輩 と し て 興味 津々 。 ジ キル の うだ つの あがら な さ で イラ イラ し て いる …… よ うに 見 えて 、 実は 癒 や され て 
いる らし い 。 ー 
メフィスト 

うる さい も の の 、 言 動 が 面白 い の で 無 則 に は し な い 。 


「 で も 武器 が ハ て や り づ らく な い ? ポリ シー? そう か …… そ れ な ら 仕 方 が な か いな …… 殺 人 鬼 に と っ て キャ ラ 立 
て は 大 切 だ も ん な ……」」 
BEE 


あえ て どこ が 、 と は 言わ な い が 同じ タイ プ の サー ヴァ ント 。 
「 中 々 の 伝奇 力 だ な 。 そ れ は と も か く 、 も っ と 分 か りや すく 喋っ た ら ?] 


今見 直す と 色々 怪し い デ ザイ ン な の で す が 、 も は や そう いう 記号 と いう こと で 割り きっ て いま す 。 立ち 絵 は 一 番 強 い シ ル 1 
エッ ト に し た か っ た の で 、 講談 社 文庫 版 の 表紙 イラ スト の リメイク と いう コン セプト に させ て も らい まし た 。( 武 内 崇 ) ~) 
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| xD: A 
セイ バー 級 の 対 魔力 を 保有 する が 、 教 会 の 秘 頭 に は 対応 し な い 


BOWED) に 適応 する 。 


q ANA 
真名 看破 : B 
| ルー ラー と し て 召喚 され る と 、 GE 


| だ し 、 隠 蔽 能力 を 持つ サー ヴァ ント に 


ルー ラー の み に 許さ れ た 、 サ ー ヴ ァ ン ト に 対す る 令 呪 執行 権 。 


軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 。 
国家 を 運営 する こと は で き な い が 、 志 を 共に する 仲間 た ちと は 死 を 大 わ な い 強固 な 繋が り を 持つ 。 ま た 、 こ の スキ ル に 
よっ て 仲間 に は * 紀 示 "の 内 容 を 信じ させ る こと が で きる 。 


([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ツイ ン ア ー ム ・ ビ ピッグ クラ ンチ 。 

両 腕 を 霊 脈 へ と 接続 し 、 両 腕 の 魔術 回 路 へ 過剰 な 魔力 を 加え て 暴走 。 

擬似 的 な 暗黒 物質 を 精製 し 、 周 囲 の あら ゆる 存在 を 取り 込む 破 減 型 宝 具 。 

あま り に 膨大 な 魔力 を 必要 と する た め 、 本 来 は 宝 具 と し て 使用 する こと は 不可 能 。 

宝 具 と し て 完全 に 駆動 する た め に は 、 マ スタ ー と は 別に 何ら か の 形 で 魔力 供給 路 が 確立 され て いな けれ ば な ら な い 。 


ライ ト ハ ンド ・ イ ヴィ ルイ ー タ ー レフ ト ハ ンド ・ キ サナ ドゥ マト リク ス 


・ 悪 逆 捕食 左腕 ・ 天 恵 基盤 


BaD Dae 


ライ ト ハ ンド ・ イ ヴィ ルイ ー タ ー、 

レフ ト ハ ンド ・ キ サナ ドウ ゥ マト リク ス 。 

苦難 の 道 を 歩 お 信徒 た ち に 希望 を 抱か せる た め 、 奇 跡 を 起こ し 続け た 彼 自 身 の 両 腕 が 宝 具 と 化し た も の 。 
あら ゆる 魔術 其 懇 に 接続 し 、 如 何 な る 魔術 も 行使 可能 に する 万 能 鍵 【 ス ケル トン キー】。 

同時 に 右腕 は スキ ル 「『 心 眼 (501. 左腕 は [心眼 (a) | に 類似 し た 能力 を 発動 させ 、 洗 礼 詠唱 を 強化 する 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


私 / 俺 BESS Re BR Re 


人 当たり の 良い 、 穏 や か な 性 格 の 青年 。 

異常 な まで に 達観 し て お り 、 そ の 振る 舞い が 妙 に 計算 的 に 見 える こと も ある 。 

強固 に 壁 を 作る と いう より は 、 常 に 他 者 と の 距離 を ギリ ギリ 敵対 関係 に な ら ず 、 か つ 親 し い 関 係 に も な ら な いよ うに し 
て いる タイ プ 。 も し 彼 と 距離 を 縮め る こと が で きる 者 が いた と すれ ば 、 彼 の 思想 に 賛同 し 、 そ の 力 を 振る う 者 だ ろう 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター と の 関係 は 極め て 穏 当 な も の に 留まる 。 

どれ ほど 親しく な ろう と も 、 マ スタ ー が 天草 四郎 が 抱く 聖杯 へ の 願望 を 受け 入れ て くれ な い 限 り 、 常 に 刺 清 の 対象 と な 
る だ ろう 。 

その 一 方 、 も し も 。 も し も マス ター が 彼 の 意見 に 賛同 し て くれ れ ば 、 そ し て 天草 四郎 が 夢 を 託す に 相応 し い 人 間 だ と 認 
め て くれ た の な ら ば 、 彼 は 喜ん で 自分 の 命 を 差し 出す だ ろう 。 


O 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ル ー ラ ー。 天草 四郎 時 貞 。 誰 か に 似 て いま す ? 他人 の 空似 に いう や つ で す よ ] 

(EER. BR, ER. そう いっ た も の は 何もかも 、 私 が 忌み 嫌う も の で す ] 

PR いえ 、 何 で も あり ませ ん 。 あ の 聖女 と は 見 て いる も の が 異な り ま す が 、 そ れ で も 平和 を 願う の は 確か で す 
D5] 


四郎 時 貞 は 、 江 戸 時 代 初期 最大 の 一 控 で ある [島原 の 乱 ] に て 指導 者 を 務め た 少年 で ある 。 
当時 、 島 原 の 農 民 は 藩主 松倉 勝家 に よる 重税 に 暗い で いた 。 容赦 の な い 年 買 の 取り 立て は 本 来 の 石 高 の 二 倍 以上 と いう 
杜撰 な 検地 が 理由 で あっ た 。 

年 綱 だ け で な く 、 人 頭 税 な ど あ ら ゆ る 手段 で 税 を 絞る 藩主 に 業 を 煮やし た 農民 は 遂に 決起 一 一 一 幕末 を 除き 、 江 戸 時 代 
に お ける 最大 の 内 乱 と も 言わ れる 島原 の 乱 が 勃発 し た の で ある 。 


そし て その 乱 に お ける 、 精 神 的 指導 者 が いた 。 

虐げ られ て いた キリ シタ ン た ち に と っ て 、 彼 は 奇跡 の 子 だ っ た 。 

あの 聖人 と 同じ よう に 海面 を 歩き 、 傷 癒し 、 鳥 を 統べる 力 を 持っ て いた 。 
それ は 人 に は 成 し 得 おい 、 聖 人 に 許さ れる 領域 の 奇跡 。 

彼 の 名 を 、 天 上 草 四 郎 時 貞 と いう 。 


少年 が この 乱 の 中 で 、 ど の 程度 の 指揮 を 執っ て いた か は 不明 で ある 。 
し か し 、 ど ちら に せよ 彼 の 地位 は 頂点 か が 限り な くそ こ に 近い 位置 に 存在 し た こと は 間違い な い 。 


wa 天 の 声 を 聞い た 、 と 少年 は 咳 いた 。 
こう すれ ば 、 謗 福 に な れる の だ と 少年 は 信じ た 。 説明 は あま り に 困難 だ っ た が 、 そ の 必要 は な か っ た 。 
彼 を 指導 者 と 仰い だ 者 は 、 そ の 言葉 に 従い 戦っ た 。 


ーー 一 欲 が 出 た の か 、 あ る い は 上 手 く 行き すぎ た の か 。 


それ と も 、「 目 分 が 殺さ れる こと で この 乱 は 丸く 収まる ] と いう 案 を 否定 され 、 断 固 と し て 江戸 幕府 と 戦う べし と いう 意 
見 に 全体 が 押さ れ て し まっ た せい だ ろう か 。 

島原 の 乱 は 砺 惨 の 一 途 を 辿り 、 最 終 的 に 立て 籠 も っ た 三 万 七 生 人 は 皆殺し に され た と も 伝え られ て いる (諸説 あり ) 。 
そし て 天草 四郎 時 貞 も また 、 斬 首 さ れ た 。 


ets サー ヴァ ント と な っ た 天草 四郎 時 貞 が 求め る の は 、 人 類 の 救済 。 
それ は 善悪 無関係 に 、 遍 く 全 て の 人 類 を 対象 と する も の 。 
その 為 な ら ば 、 六 十 年 の 月 日 で すら も 耐え られ る 。 


人 理 焼却 が 間近 に 迫っ て いる 今 、 彼 が その 願望 を 品 に 出す こと は な い の だ が ーー 一 


〇 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

聖女 。 と ある 聖杯 戦争 に お いて 因縁 が あり 、 そ の 記憶 を 匂わ せる よう な 発言 を 行う 。 一 応 、 思想 的 に は 対立 し て いな い 
た め 、 際 悪 と いう 訳 で は な い 。 

エド モン ・ ダ ン テ ス 

復讐 者 。 と ある 事情 で 彼 の 存在 を 知り 、 戦 っ た 。 己 が 捨て 去っ た 復讐 の 念 を 抱く 彼 に 対し て 、 憧 居 と も 憐 関 と も つか な 
い 感 情 を 抱い て いる 。 

セミ ラミ ス 

中 東 の 女帝 と …… ? ぷぷ 、 私 の よう な 英雄 も どき が その よう な 方 と 緑 を 紡ぐ こと な ど 、 有り 得 な い の で は ? 

有り 得 な い は ず な ん で す が ね ぇ …… 緑 と は 妙 な も の で す 。 


N 


よく ある 他人 の 空似 案件 。 シ ロウ シリ ー ズ と も 言う べき か 。 その あたり の バラ ンス は 大 分 気 を 使っ た と ころ 。 最終 再臨 
の ポニ テ が 二 つ に 分 か れ て いる の が チャ ー ム ポイ ント 。 すか 、 最 終 再 胞 は セー ラー 服 か 巫女 服 じ ゃ な い の ? っ て い 


う 人 は ! あ と で 生徒 指導 室 に 来 な さい 。 既 刊 を し っ か り 読ん で いて エラ イ の で 、 先 生 が ご ほう びに 館 ち ゃ ん を あげ よう 。 
GHC) 
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鎧 デザ イン 


EE ライ ター EI アス トル フォ 

EN ??? (本 人 の 要望 に より 秘密 ) FR シャ ルル マー ニュ 

Ein. EN 64m E 5eke / 
EC 


FREE Ec EE 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ・ 星 空 め て お ご キャ ラフ ター デザ イン HCA 
CV : 大 久保 玖 美 


主 な 登場 作品 : Fate/Apocrypha 


Opa 


り 
対 魔力 :A ee 3 
A 以下 の 魔術 は 全て キャ ン セ ル 。 事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は アス トル フォ に 傷 を つけ られ な い 。 
宝 具 で ある 「 本 ] に よっ て 、 ラ ンク が 大 きく 向上 し て お り 、 通 常 は D ラ ンク で ある 。 

E — ーー ーーーーーーー 一 一 ーーー 
NEAR I ER mo 
騎乗 の 才能 。 MCHSOCSILOM PROVOSTE!) CBS. た だ し 、 竜 種 は 該当 しない 。 


7 = ー = ーー 
人 
マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 ラ ンク B な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 日間 現 界 可能 。 


ro Aan 


HIRE 'D 2 

理性 が 蒸発 し て お り 、 あ ら ゆ る 秘密 を 堪え る こと が で き な い 。 

I 味方 側 の 真名 や 弱点 を うっ か り 喋 る 、 大 切な 物 を 忘れ る な ど 最 早 呪 い の 類 い 。 

| この スキ ル は [直感 ] も 兼ね て お り 、 戦 闘 時 は 自身 に と っ て 最適 な 展開 を ある 程度 感じ 取る こと が 可能 。 


怪力 :C- 
筋力 を 1 ラン クア ッ プ させ る こと が 可能 。 た だ し 、 こ の スキ ル が 発動 し て いる 場合 は 1 ター ン ご と に ダメ ー ジ を 負う 。 


一 一 一 


Be = CS 


トラ ッ プ ・ オ プ ・ ア ル ガ リ ア 。 本 来 は 宝 具 。 BLP ILAUPORHE. 金 の 穂先 を 持つ 。 
殺傷 能力 こそ 低い も の の 、 傷 を つけ た だ け で 相手 の 足 を 霊 体 化 、 ま た は 転倒 させ る こと が 可能 。 

この 転倒 か ら 復 帰す る た め に は 幸運 判定 が 必要 な た め 、 失 敗 す れ ば パッ ドス テー タス | 転倒 ] が 残り 続け る 。 
た だ し 1 ター ン ご と に 幸運 の 上 方 修正 が ある た め 、 成 功 は し や すく な る 。 


この 世 な ら ざ る 幻 馬 


ヒポ グリ フ 。 
上 半身 が グリ フォ ン 、 下 半身 が 馬 と いう 本 来 有り 得 な い ] 存在 の 幻 獣 。 神代 の 獣 で ある プリ フォ ン よ り ラ ンク は 劣る も 
の の 、 そ の 突進 に よる 粉砕 攻撃 は A ラ ンク の 物理 攻撃 に 匹敵 する 。 

だ が 、 こ の 幻 獣 の 真価 は そこ に は な い 。 

本 来 「 あ りえ な い ] と され た グリ フォ ン と 馬 の ハ ー フ で ある と いう 出自 か ら 、 彼 の 存在 は ひど く 曖 昧 で あり 、 次 元 の 狭間 
に その 身 を 置く こと が で きる 。 こ れ に より 、 あ ら ゆ る 攻撃 を 透 骨 し つつ 移動 で きる 。 


恐慌 呼び 起こ せ し 魔 笛 


ラ ・ プ ラッ クッ リナ 。 

竜 の 史 吊 や 神馬 の 断 き に も 似 た 魔 音 を 発する 角笛 。 レ ンジ 内 に 存在 する も の に 、 爆 音 の 衝撃 を 0H き つけ る 。 対象 の HP 

が ダメ ー ジ 以下 だ っ た 場合 、 塵 に な っ て 四散 する 。 善 の 魔女 ・ ロ ゲス ティ ラ が アス トル フォ に 与え 、 ハ ル ピ ュ イ ア の 大 
群 を 追い 払う の に 使用 され た 。 通 常時 は 腰 に 下げ られ る サイ ズ だ が 、 使 用 時 は アス トル フォ を 囲う ほど の 大 き さ に な る 。 
([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ルナ ・ ブ レイ クマ ニュ 


魔術 万 能 攻略 書 


ルナ ・ プ レイ クマ ニュ ア ル 。 
さる 魔女 か ら 譲り 受け た 、 全 て の 魔術 を 打ち 破る 手段 が 記載 され て いる 書物 。 所 有 し て いる だ け で 、 自 動 的 に A ラ ンク 
以下 の 魔術 を キャ ン セ ル す る こと が 可能 。 

固有 結界 か 、 そ れ に 極め て 近い 大 魔術 と な る と その 限り で は な い が 、 そ の 場合 も 真名 を 解放 し て 、 書 を 読み 解く こと で 
打破 する 可能 性 を 掴め る 。 

…: が 、 ア スト ルフ ォ は その 真名 を 完璧 に 忘却 し て いる 。 魔 術 万 能 攻 略 書 も 、 適 当 に つけ た 名 で ある 。 

真 の 宝 具 名 は 「 破 却 宣言 キャ ッ サ ー・ デ ・ ロ ジェ ステ ィ ラ (casseur de Logistille) と いう 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ボク BG 彼 / 彼 女 ン アイ ツ な ど 


3 性 格 

「※ 特 に 何 も 考 えて いま せん 。」 

この キャ ッ チ コピ ー の 通り 、 ど こ を 転がし て も 完全 な る 能 天 気 。 

その 考え て な さと いえ ば 、 特 に 理由 も な く 助 け を 求め られ た 

ホム ンク ルス を ひょいと 担ぎ 上 げ て 助け る ほど 。 

アス トル フォ に と っ て 「 そ の 行為 が 心地 よい も の 」 で あれ ば 、 全 く 問 題 な い 。 

その 場 その 場 で の 判断 で 勝手 に 動い て こし まう が 、 幸運 の 高 さ は 伊達 で は な く 、 大 抵 は 上 手 くい く 。 
(無論 、 木 に 変え られ る と いっ た アク シ デ ン ト も ある の だ が ) 


理性 が 蒸発 し て いる と いう の も 相まって 、 と も すれ ば 基 落 一 一 一 
悪 に 変転 する 可能 性 が な いで も な い が 、 そ も そ も ア スト ルフ ォ の 
頭 か ら は 根本 的 に [悪事 を 為す ] と いう プロ グラ ム そ の も の が 抜け て いる た め 、 や は り 善 良 で ある 。 


| | 〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 了 態度 

¿EA 聖杯 に 託す 願望 は 特に な い 。 

力 を 求め られ た の で 、 喜ん で 手伝う だ け で ある 。 

し か し 、 マ スタ ー が や た ら と 邪悪 だ っ た 場合 は 最悪 自害 を 選び か ね な い 。 隠し 宝 具 で ある [ 破 却 宣言 | の せい で 、 令 呪 の 
縛り も 効果 が 鈍い 。 


善良 な マス ター で あれ ば ひたすら 懐く し 、 簡 単に 命 を 賭け て し まう 程度 に 忠実 で ある 。 た だ し 、 理 性 が 蒸発 し て いる の 
で トン デモ な い ポ カミ ス を や ら か す 時 も 多々 。 


〇 台詞 例 

「 シ ャ ルル マー ニュ 十 一 勇士 アス トル フォ ! 舞っ て 散る よ ! ああ 、 散 ら な いけ ど !」 

| 「 う ん 、 完 璧 ! じゃ 、 疲 れ た か ら ボ ク 休 むね 。 ば いぼ ば 一 い ! | 

「 よ うし 、 マ スタ ー ! ボク は キミ の 剣 、 キ ミ の 刃 、 キミ の 矢 だ ! 弱い ボ フ に ここ まで 信 を 置い こく れ た の だ か ら 、 ボ 
は 全力 で 応じ よう ! J 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

シャ ルル マー ニュ 伝説 に お ける ムー ド メ ー カ ー。 

高 名 な ロー ラン や オリ ヴィ エ た ち に 実力 と いう 点 で は 劣っ て いる の だ が 、 底 抜け の 明る さと 高潔 な 騎士 で あっ た が 故に 
か な り の 難 事 を 次 々 と 乗り 越え て いく 。 


その 周 程 で 、 ア ル ガ リ ア と いう 男 が 使っ て いた 「 あ ら ゆ る 人 間 を 転倒 させ る 黄金 の 槍 ] や 「 全 て の 魔術 を 打破 する グリ モ 
DW, 果て は 「 ブ リフ ォ ン と 馬 の 間 の 幻 獣 ヒ ポ ブ リフ ] な ど を 手 に 入れ て 、 冒 険 に 活用 し て いく 。 


pens 多く の マジ ッ ク ア イ テ ム を 手 に 入れ た アス トル フォ は 、 同 時 に それ を 全く 惜しむ ひこ と は な か っ た 。 
例え ば 槍 は 女 騎士 ブラ ダマ ン テ に 貸し た し 、 ヒ ポ グ リフ は 月 に 行く 過程 で わっ さり と 解放 し て し まっ て いる 。 


その 物欲 の 無 さ 故に 、 ア スト ルフ ォ の 下 に は 数 々 の 宝 具 が 集まっ た の か も し れ な い 。 それ は サー ヴァ ント と な っ た 現在 
で も 同じ で 、 行 く あ て の 無 さ そう な ヒポ グリ フ を 除け ば 、 ほ と ん どの 宝 具 は 必要 と あら ば 捨て 去る だ ろう 。 


アス トル フォ の [理性 | は 月 一 一 ある い は 月 を 模 し た 異 世 界 の よう な 場所 に 存在 する と 伝え られ て いる 。 その た め 、 新 
月 に な る と アス トル フォ は 生来 の 聡明 さ を 取り 戻す こと も ある 。 


アス トル フォ も また 、 シ ャ ルル マー ニュ 十 二 勇 土 と し て 悪名 高い ロン ス ヴ ァ ル の 戦い に 参加 し 、 そ の 命 を 散ら せ た 。 し 
か し 、 そ の こと を 悔い て は いな い …… も ちろ ん 、 仲 間 の 死 を 除い て だ が 。 


そもそも 無念 と か 後悔 と か 、 そ うい う も の と は 縁 の 無い 生き 方 を し て いる の が 、 こ の アス トル フォ な の で ある 。 
愚者 は 旅立ち 、 様 々 な も の を 獲得 し 


O 因縁 キャ ラ 

ロー ラン 

早い と ころ 来 て くれ な きゃ 困る ん だ けど ! 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

J K 姿 と か 笑っ ちゃ っ た よ ! や る か この 野郎 ボク は 強い ぞ 野 生 児 だ か ら ネ ! (RID Y TBs 
ジー ク フ リ ー ト 

今度 は 共闘 し よう 、 が ん ば ろう ね お 互い ! 

謎 の ホム ンク ルス 


ラ うそ ーーー ー ー ん ! ? 


し か し て それ ら を 全て 捨て 、 愚 者 の まま 陽気 に 歌い 踊る の だ 。 


| 


yz Baleuk 


Bl 


CHARACTER Profile 


彼 は 、 も うい くら で も 勝手 に 動い て くれ る の で 表情 と か 演出 は 大 変 ラ ク な の だ けれ ど 、 進 化 的 に は Apocrypha ヴ ァ ー 
ジョ ン で 完全 体 ぐ らい に 思っ て いた の で 苦労 し た 思い 出 が 。 最終 的 に は 良い カン ジ の と ころ へ 落と し 込め た の で 、 そ れ 
ぞ れ 楽し ん で 皿 えれ ば と 。 デザ イン 的 に は 腰 下 周 り に ボリ ュー ム を 出し て 相対 的 に 腰 を 細く 見 せ た り 、 肩 を あえ て 膨 ら 
ませ る こと で 、 元 々 の 肩幅 \* し な いよ うに し た り と 可愛 く 魅 せる た め の 技 術 も 満載 。( 近 衛 調 ) 


> 


子 ギ ル 


Dera アー テ ャ ー EA ギル ガメ ッシュ 
EG 男性 Bless. +s canes Barer 
6-2 [EF 140cm [EE 30k8 


EIC Brac Ec EC Ea ES ) 


FAT 74 


設定 作成 : 奈 須 ほ の こ ・ 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 : EPR 
キャ ラク ター デザ イン : 天空 す ぬ いあ CV : SR 


クラ スス キル 


ME nun 
低 ラン ク の 魔術 を 無効 化す る 。 


単独 行動 :A 


た だ し 、 大 規模 な 魔力 を 使用 する 際 に は マス ター の パッ クア ッ プ を 必要 と する 。 
m 

神 性 :BA+) 几 w/b. IM 
本 来 は A 上 と いう 最大 の 神 性 を 持つ が 、 本 人 が 神 に 好 印 象 を 仁 い て いな いた め ラ ンク が 低下 し て いる 。 


Ras | | ENP 


し 
人 を 惹き 付け る 美少年 と し て の 性 質 。 男女 を 問わ ず 叔 了 の 魔術 的 効果 と し て 働く が 、 対 魔力 スキ ル で 回 避 可 能 。 対 魔力 
を 持っ て いな く て も 抵抗 する 意思 を 持っ て いれ ば 、 あ る 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 


= = = — os 
AI 
人 生 に お いて どれ ほど お 金 が 付い て 回 る か と いう 宿命 を 指す 。 

黄金 の 都 に 無限 の 富 を 持つ と され る ギル ガメ ッシュ は 一 生 金 に 還る こと は な く 、 大 富豪 と し て 生活 し て いけ る 。 


より 品質 の 良い アイ テム を 取得 する 才能 。 
レア アイ テム すら 頻繁 に 手 に 入れ る 幸運 だ が 、 あ くま で 彼 が 所 有する スキ ル な の で マス ター に は 恩恵 が な い 。 
(『FateGO』 で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ゲー ドッ オプ ィ ァ パピ ロジ 。 

ROB ROSRAl. 

空間 を 繋げ 、 宝 物 庫 の 中 に ある 道具 を 自由 に 取り 出せ る よう に な る 。 使用 者 の 財 が あれ ば ある ほど 強力 な 宝 具 と な る の 
は 言う まで も な い 。 

この 宝 具 に より 、 自 分 の 近く の 空間 を パ ビ ロ ン と 繋げ る こと で 、 ギ ル ガ メ ッシュ は 剣 や 槍 と いっ た 宝 具 の [原典 ] を 無数 
に 射出 する 。 通常 状態 の ギル ガメ ッシュ より も 射出 量 は 低い が 、 相手 を よく 観察 し て 「 弱 点 を 突く ] こと を 意図 し て 射出 
宝 具 を 選ん で いる 模様 。 


エル キ ド ゥ 。 | 
| | 無 一 の 友 の 名 を 冠 する 宝 具 。「 王 の 財宝 | に よっ て 用 いら れる 宝 具 の ひと つ 。 

Y 相手 を た ち ま ち 東 縛 す る 無数 の 鎖 。 束縛 に よる 効果 と 、 持 続 ダ メー ジ を 相手 に 与え る 。 

伝説 に 於 ける 神 獣 [ 天 の 牡 牛 ] を 討伐 し た 際 に 用 いた と され る 対 神 兵 装 で あり 、 対 象 の 神 性 適性 が 高い ほど に 威力 を 増す 。 

([Fate/GO] で は 宝 具 と し て は 使用 され な い ) 


全 知 な る や 全能 の 星 


シャ ・ ナ ク パ ・ イ ルム 。 

星 の 輝き の 如く 地上 の 隅 々 へ と 行き 渡り 、 万 象 を 見 通す 、 英 雄 王 ギ ル ガ メ ッシュ の 精神 性 が 宝 具 へ 昇華 し た モノ 。 
常時 発動 型 の 宝 具 。 

相手 の 真名 や 宝 具 は お ろか 、 壮 重 に 隠さ れ た 真実 さえ えも 一 警 で 見 通し て みせ る 。 

常時 発動 し て いる よう な 状態 で は ある も の の 、 意図 的 に 制限 し て いる 節 も 見 受け られ る 。 

真名 解放 すれ ば 最適 戦術 を 導く 「 指 示 ] と し て 働き 、 自 陣 全 体 の 攻撃 力 と 防御 力 を 同時 に 引き 上 げ る 。 
([Fate/GO] で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


Kg 
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〇 性格 

性 酷 薄 に し て 無情 。 人 の 意見 を 聞き 届け ず 、 己 の 基準 の み を 絶対 と する 暴君 一 一 と いっ た 性 質 は 、 こ の 姿 の 彼 に は 当 
て は ま ら な い 。 

少年 の 姿 を 以 て 現 界 し て いる 彼 は 、 過 去 に 名 君 と 呼ば れ た 頃 の 精神 性 を 色濃く 有 し て いる の か が 、 基 本 的 に は 礼儀 正しく 
謙虚 な 少年 と し て 振る 舞う 。 

好み の 女性 は 「 野 に 咲く 花 ] の よう な タイ プ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

と も すれ ば 彼 は 、 人 類 史 の 終 手 に つい て さえ 真実 の 一 端 に 到達 し て いる の か も し れ な い 。 

だ が 、 彼 は 何 も 語 ら な い 。 

マス ター の 戦い を 見 守り 、 微 笑 お の み で ある 。 戦闘 等 で の 助力 こそ 惜しま な い だ ろ う が 、 そ れ で も 彼 は [真実 | に つい て 
だ け は 語ら な い の だ ーー 一 


O amp 

[ボク の こと は …… そ う で すね 、 気軽 に ギル くん 、 と 呼ん で くだ さい ] 

「 僕 の こと は た だ の 子供 だ と 思っ て 、 何 で も 言い つけ て くだ さい ね 、 マ スタ ー」 
[地味 すぎ ず 、 華美 すぎ ず 。 こ の あたり の 蛇 加減 が 、 一 番 違 うと ころ だ と 思い ます よ ?] 
[そろ そろ 、 すべ きこ と を し た ほう が 良く な いで すか 

[成長 か …… 覆 雑 な 気分 だ な ぁ ……」 


€ TER Profile 


多 < 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ウル ク の 英雄 王 。 人 類 最 古 の 英雄 。 

紀元 前 二 十 六 世紀 頃 、 シ ュ メ ー ル の 都市 国家 ウル ク を 治め て いた 半 人 半 神 の 王 。 

同姓 同名 の 英霊 と 完全 な 同一 人 物 で ある 。 


通常 状態 で 現 界 し た 「 彼 ] が 若返り の 霊 薬 を 口 に し て 幼く な っ た モノ か 、 幼 い 時 期 の 形態 で 最初 か ら 現 界 し た モノ な の か 、 
[Fate/GOJ に 於 いて は 定か で は な い 。 


〇 通常 武器 
宝 具 「 王 の 財宝 ] に よる 魔 記 の 投射 。 射撃 攻撃 。 


通常 状態 の ギル ガメ ッシュ より も 射出 量 は 低い 。 
従来 の 両 腕 を 組ん だ 堂々 の スタ イル で は な く 、 涼 や か に 侍 ん だ スタ イル 。 


O 因縁 キャ ラ 

ギル ガメ ッシュ 
いつ に も 増し て 複雑 な 気持 ち 。 
魔術 王 ソ ロモ ン 
LIIIIIII 
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ment from Illustrator _ 


[del 


基本 は hollow の 小 ギ ル で す 。 ギ ル く ん 再臨 第 三 段 階 の 鎧 は 体 の 大 き さ に 合わ せ た サ イズ の 案 も あり まし た が 、 こ っ ち 
の 方 が ちび ぴっこ 感 マシ マシ じゃ な いか と いう こと で 大 人 ギル ガメ ッシュ と 同じ サイ ズ の 鎧 と 布 が 腰 か ら 不 思 議 パワ ー で 
浮い て いま す 。 カ ル デ ア で は 普通 に 歩く と マン ト を ずる ずる 引 | きず っ て そう な 感じ で す 。 (天空 す ふ ぃ いあ) 


p 


—_ | 


MEE IFE ダン 


| クラ ス o 真名 EE IATA 
Els: 出 央 >= EXT QUAM | 地 域 Pee 
EMB EN 185cm udn 


S 


IM 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order [il 


の ラス スズ キル 


自己 回复 (Rh) :D 


保有 スキ ル 4 


復讐 者 :A > Ml USA 

復讐 者 と し て 、 人 の 恨み と 息 念 を 一 身 に 集め る 在り 方 が スキ ル と な っ た も の 。 

周囲 か ら の 瑞 意 を 向け られ や すく な る が 、 向 けら れ た 負 の 感情 は た だ ち に アヴェ ンジ ャ ー の 力 へ と 変わ る 。 
ee 

忘却 补正 :B i 

NES ENDE SEN. BWSR TEM. 

忘却 の 彼方 より 襲い 来る アヴェ ンジ ャ ー の 攻撃 は クリ ティ カル 効果 を 強化 させ る ョ 


ーー 


復 品 が 果たさ れる まで その 魔力 は 延々 と 湧き 続け る 。 魔 力 を 微 早 な が ら 毎 タ ー ン 回 復 す る 。 


鋼鉄 の 決意 : EX 

TOMOS AMEN IE ・ デ ィ フ (イフ の 載 ) DSBERL, AUD ALE 
スキ ル と な っ た も の 。 痛 覚 の 完全 遮断 、 超 高速 行動 に さえ 耐え うる 超人 的 な 心身 な ど が % 
複合 スキ ル で あり 、 本 来 は 勇猛 スキ ル と 冷静 沈着 スキ ル の 効果 も 含む お 。 


— — EA 人 ia 


BILDER: A 
危機 的 な 局面 に 於 いて 優先 的 に 幸運 を 呼び 込む お 能力 。 フ ァ リ ア 神 父 か ら 授かっ た 多く の 知識 と 天性 の 知恵 に よる も の 。 
エク スト ラク ラス の 特殊 仁 が 合わ さる こと で 、 本 来 は キャ スタ ー の クラ スス キル で ある 「 道 具 作 成 ] スキ ル の B ラ ンク 使 
用 が 可能 と な る 。 


シャ トー・ デ ィ フ に て ファ リア 神父 か ら 伝え られ た 隠さ れ た 財宝 ] を 手 に 入れ 、 RENMEENERTCREEIR. FT 
金 に 困る こと が な い 。 


2 りえ トミ トロ ジー 


TOA E トロ ジー5 

サー ヴァ ント と し て 現 界 し た 彼 は 後悔 と 改心 の 果て に 救 わ れ た 存在 で は な く 、 復讐 放流 ら せ て パリ へ と 舞い 降り た [ih 
窟王 ] そ の も の で あり 、 復 讐 の 化身 で ある 。 如何なる フラ ス に も 当て は ま ら ず 、 エ クス トラ クラ ス ・ ア ヴェ ンジ ャ ー と 
し て 現 界 し た 肉体 は 、 そ の 生き ざま を 昇華 し た 宝 具 と 化し て いる (一 説 で は 、 生 前 に 選 造 し た と いう 「1 4 の 遺物 ] が 関 
係 し て いる と も ) 。 死に 至る 毒 災 を 公 念 の 魔力 と し て 行使 する 他 、 あ ら ゆ る 毒 を 受け 付け ず 、 精 神 干 渉 系 の 効果 を 軽減 す 
る 。 上 自ら の ステ ー タ ス や クラ ス を も 隠蔽 、 偽 の 情報 を 見 せ する こと も 可能 。 

真名 解放 すれ ば 、 溜 め 込ん だ 急 念 が 一 気 に 周囲 へ と 撤 き 散ら され 一 一 一 敵 は 疑心 暗鬼 に 陥っ て 同士 討ち を 始め る こと に 
な る 。(『FateGO」 で は 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


虎 よ 、 煙 々 と 燃え 盛 れ 


アン フェ ル ェ シャ ホー ディ フ 。 

地獄 の 如き シャ トー・ デ ィ フ で 培 われ た 鋼 の 精神 力 が 宝 具 と 化し た も の 。 

肉体 は お ろか 、 時 間 、 空 間 と いう 無形 の 中 獣 さ え を も 歳 窟 王 は 脱し て みせ る 。 

人 間 に は 有り 得 な い ほ どの 超 高速 思考 を 行い 、 それ を 無理 矢 理 に 肉体 へ 反映 する こと で 、 主観 的 に は [時 間 停 止 」 を 行使 
し て いる に も 等 し い 超 高速 移動 を 実現 させ る 。 

[FateGOJ に 於 いて は 、 高 速 移動 に 伴う 「 分 身 ] に よる 同時 複数 攻撃 を 行う 。 魔 力 に よっ て 形成 され た 黒い 公 念 の 災 が 
複数 の 分 身 か ら 放 た れ て 、 対 象 に ダヴ メー ジ を 与え る 。 


me SE NY VA IIZ 


待て 、 し か し て 希望 せよ 


cae a Ba BEA 


アト ンド リ ・ エ スペ リエ 。 

悪 逆 と 絶望 と 後悔 に 満ち た 暗黒 の 中 に 在 っ て ま ば ゆ く 輝く 、 一 条 の 希望 

人 間 の 知恵 は すけ べ て この 二 つ の 言葉 に 凝集 され る 。 すなわち 。 

待て 、 し か し て 希望 

まさ か の 回 復 宝 具 。 EOS. BUE (戦闘 不能 状態 ) か ら で も 完全 回 復 さ せる 上 に 、 全 パラ メー ター を 一時 的 に 
ラン クア ッ プ させ る 。(「FateGOI で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


Ny 運命 と 現実 へ の 復讐 者 。 

{ 彼 は 常に 、 世 界 に あま ね く 理 不 尽 と 悪意 を 憎ん で いる 。 
/ 一 見 すれ ば 自己 以 外 の 世界 すべ て を 憎悪 し て いる よう に も 映る が 、 決 し て 彼 は 無 率 な る 人 々 を 憎む 悪鬼 で は な い 。 不 道 
徳 と 悪 逆 に 満ち な が ら 君 陣 す る 現実 その も の を こそ 、 彼 は 憎み 、 否 定 し 続け る 。 


y 彼 は 自己 を 「 永 効 の 復讐 鬼 ] と し て 定義 し て いる 。 
/ 近寄る 者 の すべ て を 傷付け る 荒 々 し さと 暴 威 に 満ち む て は いる が 


fo O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

\ 人 類 史 を 焼却 か ら 救う べく 戦う マス ター に 、 彼 は ふた つの 像 を 見 出す 。 

すなわち [ 悪 錬 な 運命 と 現実 に 翻弄 され る 自己 (エド モン ・ ダ ン テ ス )」 の 現し 身 と し て の 姿 と 、「 憎 悪 の 偶像 と し て 現 界 
し た 自己 (中 王 ) に 寄り 添う 者 ] と し て の 姿 。 特に 後者 に つい て は 恩人 た る ファ リア 神父 、 な いし 亡国 の 姫 エ デ を 当初 


\ こそ 想起 する の だ ろう が 、 戦 い 続 ける マス ター の 横顔 を 、 や が て 彼 は 正しく 認識 する だ ろう 。 
や ファ リア 神父 で は な い 。 
エ デ で は な い 。 


無論 、 自 分 自身 の 現し 身 で も な い 。 
自分 と 共に 歩 お マス ター は 、 財 去 現在 未来 に た だ ひと り 。 他 に いる 筐 も な い 。 
NN な ら ば 、 そ こ に 抱く 想い も 唯一 の も の で な く て は な る まい 、 と 。 


〇 台詞 例 

F 待て 、 し か し て 希望 せよ ] 

「 情 け は か け ぬ 。 存 分 に 、 朽 ち 果 て よ ] 

「 我 が 征 く は 果て の な き 道 。 お まえ に も 見 せ て や ろう 、 恩 警 の 彼方 に 何 が ある の か を ] 

「 か の 神父 の よう に 、 お まえ は 俺 に 道 を 示せ る か な ? J 

「…… お まえ は 、 何 だ ? 

N この 俺 に こう も 付き 合う な ど 、 ま る で …… い や 、 エ デ と お まえ は 違う 。 お まえ は 、 お まえ だ な ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

復讐 者 、 と し て 世界 最高 の 知名 度 を 有する 人 物 。 

通称 「 歳 窟王 ] も し く は 「 モ ン テ ・ ク フリ スト 伯爵 ] と し て 知ら れる 。 

悪 半 な 陰謀 が 導い た 無実 の 罪 に よっ て 地獄 の 如き イフ の 塔 (シャ トー・ デ ィ フ ) に 投獄 され る も 鋼 の 精神 に よっ て 絶望 せ 
ず 、 や が て モン テ ・ ク リス ト 昌 の 財宝 を 得 て パ リ へ と 舞い 降り フラ ンス に 君 際 す る 有力 者 の 数 々 、 す な わ ち か つ 
て 自分 を 陥れ た 人 々 を 地獄 へ と 引き ずり 落と し た と いう 。 


その 茜 烈 な 生き 様 、 正 体 を 隠し た 復讐 劇 、 踏 み に じ られ 奪わ れ た 恋人 メル セ デ ス へ の 想い と 愛 執 、 そ し て 苦悩 と 後悔 か 
ら 改心 へ と 至る 道程 は 、 フ ラン ス の みな ら ず 世界 中 の 人 々 に 喝 来 され 世界 で 最も 高 名 な 復讐 者 ] と し て 記憶 され た 。 

歳 窟 王 の 物語 は アレ フサ ンド ル ・ デ ュ マ ・ ペ ー ル に よる 旧作 と され る が 、 イ フ の 培 に 収 店 され た エド モン を 導く [DP 
リア 神父 ] の 実在 が 現代 で は 確認 され て お り 


O 「FateGO] に お ける 人 物 像 

真名 こそ エド モン ・ ダ ン テ ス だ が 、 マ ル セ イ ユ の 海 の 男 で あっ た 「 エ ドモ ン ・ ダ ン テ ス ] と 自分 は 別人 で ある と 彼 は 認識 
し て いる 。 

な ぜ な ら 「 エ ドモ ン ・ ダ ン テ ス 」 は パリ に 於 ける 凄絶 復讐 劇 の 果て に 悪性 を 捨て た が 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し た 自 
分 は MOB) で 在り 続け て いる 。 な ら ば 自分 は エド モン で は な い 、 と 彼 は 言う 。 


我 が 名 は 歳 窟王 (モン テ ・ ク リス ト ) 。 
愛 を 知ら ず 、 情 を 知ら ず 、 憎 悪 と 復讐 の み に よ っ て 自ら を 坦々 と 燃え 盛る 急 念 の 黒 炎 と 定め 、 す べ て を 灰 煙 に 帰す まで 
荒 ぶ る アヴェ ンジ ャ ー に 他 な ら な い 。 


TOUR CHIE (LT) は お ら ず 、 


〇 通常 武器 

WICKS THA. 

黒い 銀 念 の エフ ェクト が 発生 し 、 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 。 

基本 的 に は 毒 系 で あり 、 本 来 で あれ ば 直接 ダメ ー ジ に 加え て 持続 ダヴ メー ジ や ステ ー タ ス 異 常 を 与え る 。 


O BRS 
天草 中 
彼 の 生き ざま を エド モン は 高く 評価 し て いる 。 世界 を 救 わ ん と する その 強欲 、 ま ざれ も な く 人 間 性 の 頭 れ で ある | 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

彼女 の 在り 方 を エド モン は 疑っ て いる 。 世界 に 裏切ら れ た が 如き 彼女 が 、 復 讐 の 火 を 抱い て いな い 訳 が な い …… 
ナイ チン ゲー ル 


英霊 と し て 個別 に 認識 し て いる 訳 で は な いま で も 、 彼 女 が 秘め た 揺 る ざ な い 信念 、 偶 像 の 域 に まで 至っ た 魂 の 在り 方 に 、 


復讐 殆 は 骨 き も の を 垣間見 る 。 

アン リマ ユ 

原初 の アヴェ ンジ ャ ー の ひと り と も 言え る 彼 を 、 エ ドモ ン は 尊重 する 。 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 【〔 オ ル タ 〕 ジャ ン ヌ ・ オ ル タ ・ サ ンタ ・ リ リィ 

新た な アヴェ ンジ ャ ー と し て 現 界 し た 彼女 た ちの 行く 未 を 、 静 か に 注目 し て いる 。 


y 


CG MEE 


NI 


CG 


人 ハット の コン チョ 


紋章 


ボタ ン は 全て この 刻印 


+FRED 


ジャ ケッ ト は レイ ヤー ド で 


A, RACTE Eu で 


Sg 


スト ー ル の メダ ル 
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Eater orand Order mate 


や 
ナイ チン ゲー ル 
Deeg) バー サー カー EI 70-177 ・ ナ イチ ン ゲ ー ル 
El sit Ess 地 坪 ew 
TS 秩序 . 善 Ea 165cm EXA 528 


設定 作成 : 桜 井 光 プ キャ ラク ター デザ イン : AB 
CV: 沢 城 み ゆき 


ITAM] DNA 


の 人 R 
A era A 
レク 2 パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る が 、 理性 の 大 半 を 奪わ れる , 
| ナイ テン ゲー ル は 落ち 着い た 表情 で 言葉 を 話す が 、 す べ て "自分 に 向け て "言っ て いる だ け な の で 意 央 中 遂 は 民 難 。 


CHARACTER Profile 


精密 機械 と し て の 人 体 を 正確 に 把握 し て いる こと を 示す 。 

治癒 系 の スキ ル や 魔術 の 行使 に プラ ス 補 正 。 

相手 の 旋 所 を きわ め て 正確 に 狙う こと が 可能 と な り 、 攻 撃 時 の ヴ メ ー ジ に プラ ス 補 正 が 加え られ 、 被 攻撃 時 に は 被 ダ メ 
ー ジ を 減少 させ る 。 

ナイ チン ゲー ル に と っ て は 知識 で ある と 同時 に 肉体 が 覚え 込ん だ 勘 の 集大成 で も ある 。 


- ーー es 2 


魔力 で 形成 され た メス や 薬品 を 使用 し て 仲間 の 治療 を 
人 を 救う 逸話 に よっ て 強化 され て いる た め 、 重傷 で あっ て も 治療 可能 。 人 間 で も サー ヴァ ント で も 変わ ら ず 治療 で きる 。 
本 来 は ハー 十 九 選 紀 の 技術 な の で 、 他 の 人 間 が 同じ こと を し て も 同じ 治療 効果 は 望め な い 。 


| 時 < お の 弦 を 章 起 させ 、 生 存 へ の 本 能 を 苦し く 上 昇 さ せる 。 
Zur, 7 N 1 = _ 


aoe 


我 は すべ て 毒 あ る も の 、 害 ある も の を 絶つ 


ナイ チン ゲー ル ・ プ レッ ジ 。 
戦場 を 駆け 、 死 へ と 立ち 向かっ た ナイ チン ゲー ル の 精神 性 が 昇華 され 、 更 に は 彼女 自身 の 逸話 か ら 近 現代 に か け て 成立 


し た 「 傷 病 者 を 助け る 白衣 の 天使 ] と いう 看護 師 の 概念 さえ も が 結び 付い た も の 。 

ナイ チン ゲー ル に よく 似 た [白衣 の 女神 ] の 巨大 な 上 半身 が 幻 と し て 出現 し 、 剣 を 振り 下ろ す 。 効果 範囲 内 の あら ゆる 
性 と 攻撃 性 は 無効 化 され すなわち 、 一 時 的 に 武装 や 宝 具 の 効果 が 失わ れる 。 毒 (サー ヴァ ント で あれ ば あら ゆる 
ステ ー タ ス 異 常 も ) は 消え 失せ 、 剣 は 手 か ら 落 ち 、 銃 は 弾丸 を 吐き 出さ ず 、 爆 弾 は 化学 反応 せ ず 、 魔 術 は 組み 上 が ら ず 、 
宝 具 は 真名 解放 され な い 。 強 制 的 に 作り 出さ れる 絶対 安全 較 。 
回 復 効果 も 兼ね て お り 、 任 意 の 対象 の 体力 や 魔力 が 大 幅 に 回 復 する 。 


私 En s/ スタ ー・OO/ 


Os 

奉仕 と 献身 を 信条 と する 、 ク リ ミ ア の 天使 。 

信念 の 女 。 あ ら ゆ る 万 難 を 前 に 、 決 し て 信念 を 曲げ な い 。 行動 理念 は た っ た ひと つ 、 人 を 層 

絶対 に 挫け る こと な く 、 誰 で あろ うと ーー 一 た と え 大 英 帝国 の 君主 で あろ うと も 、 告 げ る べき : 

有 し て いる 。 

異名 は MERA), た っ た ひと り の 軍隊 と で も 言う べき 不屈 性 の 持ち 主 で ある 。 

今回 の 現 界 に あたっ て は 、 そ の 精神 性 と 狂 化 スキ ル E X が 合わ さっ た 状態 と な っ て いる た め 、 恐 らく は 生前 と 違い 「 人 
の 話 を 全然 聞か な い ]。 


言葉 を 告げ る 強 豆 な 精神 を 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

常に 人 を 救う こと の 一 点 に ナイ チン ゲー ル の 存在 は 集約 され て お り 、 マ スタ ー の こと も きち ん と は 認識 し て いな い 。 ぽん 
や り と 「 自 軍 の 司令 包 の よう な も の ] と は 認識 し て いる の で 、 こ と ある ご と に [衛生 状態 を 改善 すべ き で す ] 「 栄 養 は 足り 
て いま すか ?」 と 言っ て くる 。 (返答 は 聞い て いな い 。 や り た いこ と = 救助 活動 や 看護 、 ERROR Sin 


「 す べ て の 命 を 救い まし ょ う 。 すべ て の 命 を 奪っ て で も 、 私 は 、 必 ず そ うし ます ] 

Me! 救う た め な ら 私 は 何で も する わ ! ええ そう よ 、 何 で も ! 」 

「 白 衣 の 天使 と は 笑わ せ て くれ る ] 

「 天 使 と は 、 美しい 花 を 撤 く 者 で な く 、 苦悩 する 誰か の た め に 戦う 者 よ 」 

「 貫 方 も 司令 官 で ある な ら 私 の 言う こと に は 従う よう に 。 私 は 戦場 医療 の 重要 性 を 知っ て いま す 。 不 衛生 は 地獄 を 
生み ます 。 で すか ら 、 ど うか 清潔 に ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

二 ハ ー 十 九 世紀 、 大 英 帝 国 の 人 物 。 

人 を 救う こと を 絶対 の 信念 と し た 最強 の 乙女 。 

不条理 に し て 残酷 な 「 時 代 」 と 「 世 界 ] その も の に 、 医 療 と 看護 と いう 手段 に よっ て 立ち 向かい 続け た 。 


看護 婦 総 監督 と し て の 従軍 か ら 帰 国 し た 当時 、 そ の 実績 か ら 「 フ クリ ミア の 天使 ] と し て 広く 大 英 帝国 の 人 々 に 愛さ れ て い 
た 彼女 の 元 に は 、 有 力 者 を は じ め と し て 多数 の 兵士 か ら 多額 の 寄付 が 届い て いた 。 そ れ を 元 に 設立 され た ナイ チン ゲー 
ル 基 金 は 、 ロ ンド ン の セン ト ・ ト ー マ ス 病院 に 作ら れ た 看護 婦 伏 成 学校 の 成立 な ど に 使用 され 
や が て セン ト ・ ト ー マ ス 病院 で ナイ チン ゲー ル の 教え を 受け た 看護 婦 た ち は 、 そ の 後 、 世 界 中 の 病院 へ と 旅立ち 、 世 界 
の 看護 と 衛生 の 向上 に 多大 な 貢献 を 果たし た と いう 。 

少し ずつ 、 し か し 確実 に 彼女 の 行動 は 世界 を 変え た 。 

現在 も 、 A [ge owes ZBEUTELEUTDS, 


O [FateGO! に お ける 人物 像 
人 を 助け た い 
その 願い は あま り に 強かっ た 。 

裕福 な 紳士 階級 の 出身 で あり な が ら 、 社 交界 の 華 と され な が ら 、 若き 彼女 は 、 卑 剛 な 職業 で の る と され て いた 看護 婦 (看 


ンー ーー SS A RO 


BEN) と な る こと を 希望 し た の だ っ た 。 
当然 、 反 対 さ れ た 。 母 や 姉 に よる 猛 反対 。 狂気 に 落ち た の か と 言わ れる ほど で あっ た も の の 、 し か し 彼女 は 決し て 諦め 
る こと は な く 、 十 八 世紀 医療 の 最 先端 で や っ た ドイ ツ の カイ ザー ヴェ ルト 学園 へ 留学 し て みせ る 。 


医療 と 看護 の 知識 と 技術 を 得 た 後 、 ロンドン ・ ハ ー リ ー 街 の 医院 で 監督 と し て 看護 体制 改革 に 着手 。 私 財 を 用 いて 近代 
的 な 設備 を 作り 、 看 護 婦 た ちの 状況 改善 に も 努め た 。 

その 後 、 知 己 で あっ た 戦時 大 臣 シ ドニ ー・ ハ ー パ ー ト の 頼み を 受け て 大 英 帝国 陸軍 病院 看護 放 総 監督 と し て クリ ミア 戦 
争 へ と 従軍 する が …… 


そこ に 在 っ た の は 、 地 獄 だ っ た 。 
医療 や 看護 へ の 不 理解 か ら 来る 不 衛生 や 多数 の 前 時 代 的 な 規則 が 横行 し 、 地 獄 ち かく や の 様相 と 化し て いた 戦時 医療 の 


改革 を 務め る べく 、 彼女 は 仲間 で ある 看護 婦 た ちと 共に 奮起 する 。 一 時 は 「 戦 時 医院 で の 死亡 率 が 跳ね 上 が っ た 」 HOO. 


信 六 を 曲げ る こと な く 活 動 を 続け 、 清 潔 な 衛生 と 正しい 看護 を 浸透 させ 、 惜 し みな く 私 財 を な げ う っ て 物資 を 揃え 、 + 
年 後に は 多く の 命 を 救う 成果 を 導い た 。 
最終 的 に は 、 4 0 % 近 か っ た 死亡 率 を 5 % ま で に 抑え て みせ た の で ある 。 


兵士 た ち は 言っ た 。「 天 使 を 見 た ] と 。 


ロン ドン の 新聞 各紙 は 、 彼 女 こそ 戦場 に 舞い 降り た 天使 その も の で ある と 讃え た 。 女王 の 時 代 に 現れ た 女性 英雄 に 人 々 
は 熱狂 し た 。 数 多 の 喝 来 が あっ た 。 結婚 の 申し 込み 、 取 材 の 申し 込み 、 等 々 。 

けれ ど 彼 女 は 微笑 まな か っ た 。 
天使 な ど で は な い 。 た だ 、 人 を 助け る の み 。 


彼女 は 活動 を 続け 、 戦 時 医療 及び 陸軍 衛生 の 大 改革 に 着手 。 時 の 国家 元首 で ある ヴィ クト リア 女王 さえ を も 味方 と し て 
引き 込み 、 改 革 を 進め て いっ た 。 

改革 の た め に 医院 の 記録 分 析 を 進め た 行為 は 、 統 計 学 の 先駆 と し て 知ら れ て いる 。 

更に は 、 救 貧 院 の 改革 や 防疫 の た め の 保健 視察 官 の 育成 、 国 内 の 医院 すべ て の 改善 な ど を 行っ た 。 クリミア の 時 点 で 既 
に 偉業 を 成 し た の だ と いう 評 に 甘んじ る こと な く 、 彼 女 は た だ ひたすら に 「 死 多き 世界 ] に 立ち 向かっ た 。 


命 を 救う た め な ら ば 、 た と え 命 を 失う こと に な っ て も 構わ な い 
[狂気 と 恐怖 ] と さえ 評 さ れ た 。 

故に 、 与 えら れ た フク ラス は バー サー カー。 

人 を 救え る の で あれ ば 、 彼 女 は 一 向 に 構 う まい 。 


あま り に 純粋 な 信念 と 凄まじ いま で の 姿勢 は 時 に 


〇 因縁 キャ ラ 

サー ヴァ ント 全般 

彼ら の こと を ナイ チン ゲー ル は 「 兵 士 ] で ある と 認識 し て いる 。 彼ら は よく 負傷 する 。 つま り 、 看 護 対 象 で ある 。 
敵対 者 

自分 に 攻撃 を 行う 者 は 瑞 兵 だ が 、 救 うべ き 相手 で も ある 。 

まず は 無力 化し な く て は 治療 も 看護 も 行え な い 。 ナイ チン ゲー ル は 敵対 者 を 忠政 な く 末 ざ 倒す 。 助け る た め に 。 たとえ 
命 を 奪う こと に な っ て も 。 

BBE/AVFAS/IPYEL/ Yb (キャ スタ ー) 

精神 を 負傷 し て いる 者 ち 、 す べ て 看護 対象 で ある 。 
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Mo terse 
sop 913. 


ナイ チン ゲー ル さ ん は 実は カバ ン を 三 つ 下 げ て いま す 。 な に や ら 和 荷物 が 多く て 腰 あ た り が 膨らん で いる シル エッ ト が 面 
白い か な と デザ イン し まし た 。 サ ービス が 開始 する と 他 の 皆さん の キャ ラ は 凄い 武器 を 持っ て いて 、 ナ イチ ン ゲ ー ル さ 
ん は 素手 だ けど どう する ん だ ろう と ハラ ハラ し て まし た が 素手 で 殴っ た り 蹴 っ た り し て いて 安心 し まし た 。 (高橋 塵 太 
郎 ) 


クー フー リ 


EEE バー サー カー ヨク ー フ ー リ ン Y An 
Ells EJ ケル ト 神話 Belen 9 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン : し ま ど り る 
CV: 神奈 延 年 


nage サー カー クラ ス の た め 、C ラ ンク 相当 で あり な が ら 、 論 理 的 な 会 話 は 可能 。 
し か し 如何 な る 訟 弁 を 弄 し て も 効果 が な く 、 目 的 に 向かっ て 半 進 する 以外 の 選択 を 行わ な いた め 、 実質 的 に 敵対 者 と の 
会 話 は 不可 能 で ある と いえ る 。 


太一 -一 一 一 — ーー = 


神 性 :C 

Eat, 

太陽 神 ル ー の 子 で ある クー・ フ ー リ ン は 、 高 い 神 霊 適 性 を 有する 。 
オル タ 化 し て いる た め 、 神 性 が 通常 よ リ ラン フ ダウ ン し て いる 。 


決定 的 な 致命 傷 を 受け な い 限り 生き 延び 、 瀬 死 の 傷 を 負っ て も 戦闘 が 可能 。 


a = aa E ーー ーー ーー ーー 一 一 = E 


フー・ フ ー リ ン の 陰り 声 は 、 地 に 眠る 精霊 た ち を 目覚 め さ せ 、 MEORLCSOMBER<. MER 。 
敵陣 全員 の 筋力 と 敏 揮 の パラ メー ター が 一 時 的 に ラン クダ ウン する 。 


北欧 の 魔術 刻印 レーン の 所 持 。 


この 状態 で 現 界 す る に 当たっ て 、 ク ー・ フ ー リ ン は 「 対 魔力 ] スキ ル に 相当 する 魔術 を 自動 発動 させ て いる 。 
(TFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


飛び 道具 に 対す る 防御 効果 。 
魔術 に 依ら な い 飛び 道具 は 、 目 で 見 て 回 避 す る 。 
狂 化 され て いる た め 、 通 常 より 大 幅 に ラン フ ダ ウン し て いる 。 


ゲイ ・ ボ ルク 。 

ホー ミン グ 魔 栓 ミサ イル 。 通常 の 召喚 時 と ほぼ 同じ 宝 具 。 

自動 追尾 する 魔 槍 の 投 迄 に より 、 範 囲 内 の 敵 を 掃討 する 。 上 自ら の 肉体 の 崩壊 も 辞 さ な い ほ どの 全力 投 逝 で め る た め 、 通 

| 常 の 召喚 時 より も 威力 と 有効 範囲 が 上 昇 し て いる 。 英 陣 全体 に 対す る 即死 効果 が あり 、 即 死に か ら な い 場合 で も 大 ダメ | 
ー ジ を 与え る 。 

ルー ン 魔 術 に よっ て 「 崩 壊す る 肉体 を 再生 させ な が ら 」 投 和 郷 し て いる た め 、 ク ー・ フ ー リ ン が ダメ ー ジ を 受け る こと は な 

い が 、 激 痛 は 防げ な い 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


UIE < FEE OUR 


Rs AL 

荒れ 狂う クー・ フ ー リ ン の 怒り が 、 魔 槍 ゲ イ ・ ボ ルク の 元 と な っ た 紅海 の 怪物 ・ 海 獣 ク リー ド の 骨格 を 一 時 的 に 具象 化 
させ 、 鎧 の よう に し て 身 に 纏う 。 攻 撃 型 角 アー マー。 着用 する こと で 耐久 が ラン フク アッ プ し 、 筋力 パラ メー ター は E X 
と な る 。 

この 宝 具 を 発動 し て いる 最 中 は [ 突 去 穿 ? 死 翔 D 枪 | は 使用 で き な い 。 


AD 


SA THA / MEE あい つ 


〇 性格 

霊 殺 の 王 と な っ た クー・ フ ー リ ン 。 

獣 の 如き 凶暴 さと 性 質 に な っ た が 、 そ の 生命 力 の 昔 烈 さ は [生き 残る ] 為 の も の で は な く 、「 死 に 至る た め ] DOO. 

獣 の 欲望 と は 何 か ? それ は 生存 で は な い 。 疾 走 だ 。 獣 が 肉 を 食らう の は 生存 の 潟 で あっ て 疾走 の 為 で は な い 。 だ か ら 
こそ この クー・ フ ー リ ン は “食べ る "欲望 さえ 無駄 と 切り 捨て る 。 

た だ 速く 。 た だ 遠く 。 た だ 無 意 味 に 。 力 尽き 、 倒 れ た 場所 が 目 ら の ゴー ル だ と 信じ る よう に 。 


敵 は 善人 で あれ 英霊 で あれ 仲間 で あれ 皆殺し 。 

戦 を 楽し いと は 思っ て いな い 。 た だ の 事務 処理 だ と 断 じ る 。 

敵 味方 の 区 別 が 明確 で 、 敵 と し て 立っ た な ら 相 手 が ス カサ ハ で あろ うと 貴 路 い は な い 。 

味方 で も ミス を 繰り 返す よう な ら 、 容 赦 な し 。 

戦闘 民族 で ある ケル ト 戦 士 の 頂点 に 立つ 存在 で あり 、 そ の 困 責 の な さ は 、 あ ら ゆ る 者 を 震え 上 が ら せ る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター へ の 態度 は 全く 無頓着 。 

自身 を 戦闘 機械 、 刃 と 考え て いる た め 、 不 可能 で は な いと 思え る な ら ば どん な 無茶 な 命令 に も 逆らえ な い 。 

た だ し 戦闘 に 関連 する も の 以外 に 何 か せ よ 、 と いう 命令 に は まっ た く 応 じ な い 。 

自分 は 相手 を 殺す た め の 存 在 で ある と いう 考え が あり 、 そ れ 以 外 の こと に つい て は 関与 し な い 、 と いう 強い 意志 を 持つ 。 


O 台詞 例 

「 俺 と て アル スタ ー の 戦士 の は し くれ だ 。 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 以上 、 や る べき こと は や る さ 」 

「 サ ー ヴ ァ ン ト の 人 格 を あま り 考 慮 する な 。 所 論 は 兵器 。 

彼ら も 、 俺 も 、 必 要 が あれ ば いく ら で も 敵 に 回 る 」 

「 全 呪 解放 。 加減 は な し だ 、 絶望 に 挑 お が いい …… ク リー ド ・ コ イン ヘン ! J 


CHARACTER Pr 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ケル ト ・ ア ルス ター 伝説 の 勇士 。 

赤 枝 騎士 団 の 一 員 に し て アル スタ ー 最 強 の 戦士 で あり 、 異 界 「 影 の 国 ] の 盟主 スカ サハ か ら 授 か っ た 無敵 の 魔 槍術 を 駆使 
し て 勇 名 を 馳せ た 。 

パー サー カー と し て 現 界 し て いて 、 全 遇 の 装備 が 黒色 と 化し 、 性 格 も 変化 。 表情 は 冷酷 、 宝 具 で ある 魔 槍 も 黒 混じり の 
赤 と な っ て お り 、 褐 々 し し 気配 を 混 え て いる 。 


女王 メイ ヴ の 「 ク ー・ フ ー リ ン を 自分 と 共に ある よう な 邪悪 な 王 に ] と いう 聖杯 へ の 願い が 反映 され た サー ヴァ ント 。 
クー・ フ ー リ ン の 陽気 さ は 捨て 去り 、 戦 闘 機械 と し て の 側面 を 串 わ に し て いる 。 


五 章 に お いて 敵対 する ケル ト 戦 士 た ち が 容 赦 な か っ た の は 、 メ イヴ の 力 だ け で は な く 、 ク ー・ フ ー リ ン の 残酷 さ に 引っ LON 
張ら れ て いる か ら 。 IS 
戦闘 へ の 喜び は 一 切な く 、 た だ 「 王 ] で ある こと を 証明 する た め に 戦い 続け る 。 

多く の サー ヴァ ント が 彼 の 在り 方 を 「 愚 か] だ と 弾 効 し た が 、 そ れ も 当然 。 ク ー・ フ ー リ ン が 見 て きた 「 王 ] と は 、 例 外 

な く 愚 か だ っ た の で ある 。 

と は いえ 、 勝 利 へ の 湯 望 は 通常 の クー・ フ ー リ ン よ り 遥 か に 強い 。 な ぜ な ら 勝つ 事 は 当然 の 義務 だ か ら だ 。 Y 
論理 的 な 思考 も 会 話 も 可能 だ が 、 そ れ ら 全て が [戦い に 勝つ ] と いう ベク トル に 向け られ て いる た め 、 基本 的 に 敵対 者 と AS 
DRBIIMVI UB. TOO. BREITES AZNAR. ~ 


ゲイ ・ ボ ルフ ク は 投 徹 式 で 投げ る が 、 通 常 の ゲイ ・ ボ ルク より 威力 が 高い 。 
代償 と し て 発動 の 度 に 右腕 が 引き 千 切 れ か ける ほど に 損傷 する が 、 ル ー ン 魔術 で 再生 、 回 復 す る こと で 補っ て いる 。 
常人 な ら 発狂 する ほど の 激痛 だ け は 防げ な い が 、 ク ー・ フ ー リ ン は 単純 に それ を 堤 え る こと で 、 受 け 流し て いる 。 


〇 因縁 キャ ラ 

メイ ヴ 

クー・ フ ー リ ン [オルタ] を 生み 出し た 。 最後 の 最後 まで 、 彼 に どう し よう も な く 歪 ん だ 、 そ し て 熟 烈 な 愛情 を 向け 続け 
た 女王 。 

スカ サハ 

BADE, SHA, BMA, MTS. 戦い を 熱望 する の で は な く 、 勝 つこ と を 希望 する 。 勝っ た 後 の 虚 し さ な ど 、 
それ こそ 犬 に 食わ せ て し まえ ば いい だ け だ か ら 。 

クー・ フ ー リ ン 

自分 の 陽 の 側 。 …… 明 る すぎ な い ? 本 気 か あれ ? 


第 一 段階 紫色 の ゲイ ボル グ 


ez aS か ッッ 
N 第 二 段 階 色 も ピン ク に 矛先 が 変形 
N 


1 っ ペン ANA 


‘$2 OMe 


FPS 
7 ay *= 


rye hehe dm 


Ah 


原稿 の 数 も 圧倒 的 に 多く な り 、 最 終 
こ は 大 変 苦労 させ られ まし た 。 身 に ま 
と っ て いる の は 答 と 同じ く ク リー の 骨格 を 鍋 に し た も の で 、 匠 を 取り 入れ て いま す 。 


(し ま ど り る ) 


> A 


女王 メイ ヴ 
ライ ダー メイ ヴ 


Ede E es 朗 本 アイル ラン ド 
EAS es EN 54m EM 4 ike 


Ed: Bede Eds Ec Edo Es | 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キ ャ ラク ター デザ イン : 
CV: 佐倉 綾音 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DEAR 


対 魔力 :B 


詠唱 が 三節 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 — 
大 階 術 ・ 儀 礼 呪 法 で あっ て も ダメ ー ジ を 殆ど 受け な い 。 


= = ー = —— = A a 


HOR: A ; 
幻 獣 ・ 神 獣 ラ ンク を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操る こと が 出来 る 。 


RR AIL 
Lt ae Me emcee 
生ま れ な が ら に 、 女神 の 如き 完 胡 な 内 体 を 有する 。 

どれ だ け カ ロリ ー を 摂取 し て も 体型 が 次 わら な い 。 

天性 の 肉体 スキ ル と は 異な り 、 筋 の パラ メー ター へ の 影響 は 存在 し な い 。 つ まり 、 美 し さ が 保 た れる 、 と いう だ け 。 


NB 8 
数 多く の 勇士 を 軍勢 と し て 操る カリ スマ 性 。 


BOREC 


天性 の 美声 。 
男性 に 対し て は 魅了 の 魔術 的 効果 と し て 働く が 、 対 魔力 スキ ル で 回 避 可 能 。 対 魔 力 】 持 っ て いな く て も 抵抗 する 意思 を 
上 上 | 持っ て いれ ば 、 あ る 程度 軽減 する こと が 出来 る 。 


チャ リオ ッ ト ・ マ イ ・ ラ ブ 。 

自ら の 権勢 を 具現 化し た [戦車 ] に 乗っ て 、 突 進攻 撃 を 行う 。 範囲 攻撃 。 
人 を 統べる 王権 、 人 を 虐げ る 鋼鉄 、 人 を 震 わ す 恐 怖 を 示す この 戦車 は 「 フ クー リー の 和牛 争い ] に まつ わる 和牛 を 利用 し た 二 頭 
立て の チャ リオ ッ ト で ある 。 

男性 特 効 。 あ ら ゆ る 男 に と っ て 、 迫 り 来る メイ ヴ を は ね 除け る こと は 難し い 。 

[FateGO] で は 大 軍 か ら 対 人 宝 具 に 再 調整 ( リ チ ュ ー ン ナッ プ ) され た 。 

メイ ヴ の 戦車 に 掴ま っ た 牡 は 何で あれ 逃れ られ な い 。 彼女 の 戦車 室 は も は や 固有 結界 と 化し て お り 、 事 が 終わ る まで 解 
放さ れ な い 蜜 室 な の だ 。 


ロー nn = ー ーー ーーー ーー ーー ern 


愛し き 私 の 蜂蜜 酒 


~20 Er 

マイ ・ ッ レッ ド ュ ミー ド 。 

魅了 の 伝説 を 有する 黄金 色 の 蜂 密 酒 の 放流 を も た らし 、「 ど う ぞ ] と 微笑 ん で みせ る 。 敵対 し て いよ うと 、 何 故 か 、 男性 
は その 酒 を 浴び て し まう 。 一 口 で も 呑み 込め ば 、 最 早 、 男 は 彼女 の も の と な っ た も 同然 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


愛し き 人 の 未来 視 


CEA ASA Bel ass 


コン ホ ヴ ォ ル ・ マ イ ・ ラ ブ 。 
一 時 期 に は 夫 で あっ た アル スタ ー 王 コン ホ ヴ ォ ル の 有 し て いた 未来 視 の 能力 を 、 一 時 的 に 借り 受け る 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


BLEAOMBAl 


== 1 


フェ ル グ ス ・ マ イ ・ ラ ブ 。 

恋人 フェ ル グ ス の 宝 具 で ある 魔 剣 カラ ド ボ ル グ を 一 時 的 に 召喚 し 、「 え いっ 」 と 可愛 らし く 振っ て 虹 の 剣 光 を 放つ 。 天地 
天空 大 回 転 の 範囲 攻撃 。 

([FateGO) で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


私 あな た お 前 〇 〇 ちゃ ん 彼 / 彼 女 フ あの ひと / 〇 O (呼び捨て) 
〇 性 格 

清末 に し て 無垢 の 少女 。 

同時 に 、 淫 薄 に し て 悪 琵 の 少女 。 


MEILLTER, BIC L CBR 

どちら も 彼女 の 本 当 の 姿 で あり 、 ど ちら か が 偽り と いう こと で は な い 。 多く の 人 間 が 受け 止め る [印象 | が 前 者 で ある と 
いう だ け の こと 。 

RRO SIC, PIERO. MICRO o 

いい 男 大 好き 。 強 い 男 大 好き ! 

自分 に 屈服 し な い 男 な ら も っ と 大 好き ! いた ぶり 甲斐 が ある も の ね ! 

自分 の 欲望 に 一 切 遂 ら うこ と な く 、 生 前 に は 数 多く の 男 た ち を 我 が 物 と し た 。 魔 剣 カラ ド ボ ル グ の 所 有 者 で ある フェ ル 
ブス も 恋人 の ひと り 。 財 も 大 好き で 、 そ れ が 理由 で アル スタ ー 全 土 を 相手 取っ た 大 戦争 を 起こ し 、 自 ら 戦 車 を 駆っ て コ 
ノー ト の 軍勢 を 指揮 し た 。 


自分 が 世界 の 中 心 と 考え て いる た め 、 大 き な 催 し も の が ある 時 は 呼ば れ な い の に や っ て くる 。 

「 だ っ て 、 こ ん な に お 金 を か けた の に 注目 され な いな ん て 憐 れ で し ょ う ? で も 安心 な さい 、 い まこ の 私 が 来 て あげ た 
わ ! 世界 の 中 心 、 選 ば れ た 主役 、 す べ て の 支配 者 で ある この 女王 メイ ヴ が ね ! | 

自己 顕示 欲 に よる 行動 どこ し て も 、 本 人 は みん な の た め と 思っ て いる あたり 手 に 負え な い 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター の こと は 「 一 時 的 な 主人 ] と し て 認め て いる 。 

た だ し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と マス ター と いう シス テム を ある 種 の 遊び の よう に 捉え て お り 、 あ まり 真面目 に は 考え て いな い 。 
割 と 状況 を 楽し ん で いる 。 


クー・ フ ー リ ン に 対し て の こだわ り は まだ 残っ て いる も の の 、 聖 本 に か ける 願い は 彼 に まつ わる も の で は な い 。 
すなわち 「 過 去 ・ 現 在 ・ 未 来 すべ て の 素敵 な 男 を 恋人 に 」。 

で きれ ば 、 気 前 よく 、 退 始 せ ず 、 恐 れ を 知ら な い 勇 士 が いい 。 

マス ター が 彼女 の お 眼鏡 に か な う 勇 者 で あれ ば 、 メ イヴ は 惜しみ な く 全 力 で 、 衆目 を 気 に する 事 な く 愛 を 叩き つけ て く 
る だ ろう 。 

その 手 に し た 潜 の よう に 、 芋 


N に 、 容 赦 な く 。 


「 私 は メイ ヴ 。 女王 メイ ヴ ! 


私 の た め に 戦っ て くれ る 素敵 な 勇士 が 、 あ な た な の か し ら ?」 

「 マ スタ ー ! ああ 、 何 と いう こと か し ら 。 こ の 私 が 誰か に 舘 くだ な ん て 。 で も 、 た ま に は 面白 いか も 知れ な い 。 い いわ 。 
ささ や か な 時 間 、 私 は あな た の ムチ と な り ま し ょ う ] 

「 愛 し いみ ん な 、 私 に 力 を 貸し て 頂戴 ] 

「 私 を 自分 の も の に し よう と し た 人 間 は 山 ほ どい た けれ ど …… あ な た は 、 ど うか し ら ?」 

「ーーー ク ー・ フ ー リ ン 。 私 の も の に な ら な い 男 。 当世 に あっ て も 私 の 前 に 現れ て 、 そし て 、 や っ ぱり 私 の も の に は な ら 
な い の で すね ] 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

女王 メイ ヴ 。 

永久 の 買 婦人 。 ケ ルト 神話 、 ア ルス ター 伝説 に 登場 する コノ ー ト の 女王 。 

数 多く の 王 や 勇士 と 婚約 し 、 結 婚 し 、 時 に は 肉体 関係 の み を 築い た 恋 多 き 少女 。 ア ルス ター 伝説 最大 の 戦争 を 引き 起こ 
し た 張本人 で あり 、 自 ら に 逆らう アル スタ ー の 勇士 クー・ フ ー リ ン の 命 を 狙っ た 。 

不 和 と 争い 、 王権 と 悪 と 狂気 を 司る 神霊 と し て の 側面 も 有する と いう 。 


現代 アイ ル ラ ンド に お いて も 「 彼 女 を 見 た 」 と する 目撃 例 は 数 多 存在 し て いる 。 
勿論 、 冗 談 の 類 で は な い 。 
人 々 の 心 に は 今 も 、 永 遠 の 買 婦人 と し て の 女王 メイ ヴ が 息づい て いる の で ある 。 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

「……- 英 対 さ れる の が 嫌 な の じゃ な いわ ] 

「 た だ 、 ア ルス ター の 男 た ちの 中 で 、 唯 一 、 私 が [欲しい] と 思っ て も 、 私 の も の に な ら な か っ た 男 が いる こと が 我慢 で 
き な い 。 声 を 掛け た の に 、 誘っ た の に 。 な び か な か っ た どこ ろか 、 何 し て る ん だ オマ エ 、 と で も 言わ ん ば か り の あの 態 
度 !」 

「 許 せな い 。 許せ な い 許 せな い 許せ な い 許せ な い 許 せな い ! 絶対 、 ア イツ に 
「 ア ルス ター の クー・ フ ー リ ン | 

すべ て の 男 の 恋 人 に し て 支配 者 で ある メイ ヴ の 名 に か け て ! 

絶対 、 屈服 させ て 見 せる ん だ か ら ! J 


+ 


多く の 兵士 の 母 、 と 言わ れる メイ ヴ だ が 、 実際 に 兵士 た ち を 出産 し て いる 訳 で は な い 。 

彼女 は 戦士 か ら 遺 伝 情報 を 取り 込ん だ 後 、 体 内 で これ を 複製 する の だ 。 

人 差し 指 の 先 を 刃物 で 傷つけ 、 そ の 血 が 地面 に 落ち た 時 、 ひ と 雪 に すぎ な か っ た 血 は 大 き な 血 だ まり と な り 、 血 泡 と 共 
に 兵士 た ち が "製造 "され る 。 

メイ ヴ は 文字 通り 、 名 も 無き 兵士 た ちの “女王 "に し て 支配 者 な の で ある 。 


J 


〇 因縁 キャ ラ 
クー・ フ ー リ ン 
先述 の 通り 、 クー ちゃ ん ラブ 。 オル タ に な る と も っ と ラブ 。 

フェ ル グ ス 

こん な に 素敵 な アル スタ ー の 勇士 が 私 に ぞっこん な ん だ か ら 、 そ れ は 、 私 の 美貌 と 愛 ら し さ の 証明 よね ? 
好み の 男性 サー ヴァ ント 

こと ご と く 自 分 の 恋人 に し た い 。 

一 番 好 み の タ イプ は [RIEL ROHS. ANZNSRUB: 

フィ ン ・ マ ッ ク ー ル 

退 如 す る 男 は 無理 。 あ と 生理 的 に も 無理 。 


メイ ヴ の デザ イン コン セプト は 衣装 が 変わ ちや と いう より も 、 ど ん どん 脱い で いく 感じ が 欲し か っ た の で 下 に 着 て いる 服 
が 少し 見 えて いる の が メイ ヴ の 変化 の コン セプト に な り ま す 。 第 1 段階 : フ ウリ スマ ス デ ー ト を クー ちゃ ん に すっ ぽか され 
て も 風邪 を 引か な いぬ く ぬ く 仕様 で す 。2 次 食 作 で 描く 時 に 一 番 楽 な の で お 勧め で すね 。 個 人 的 に も 一 番 気 に 入っ て る 
の で パト ルキ ャ ラ は この 状態 で す 。 第 2 段階 : 白 い 女 騎士 と いう 指定 を 頂い た の で 、 最初 に イメ ー ジ し た の が この 段階 で 
す 。 他 の 段階 は ここ か ら 足 し た り 引 いた り し て 作成 し まし た 。 第 3 段階 : セ フク シー な 下着 を イメ ー ジ し た ん で すけ ど 、 ち 
よっ と 「 リ ング の 王者 ] も と い 王女 っ ぽい で す よ ね 。 ぜ O ひ 新 ケ ルト プロ レス と か 立ち 上 げ て 飲 し いで す ! で 和牛 の 衣装 を 着 
た セコ ンド を 連れ て 派手 に 入場 ! そ ん な 感じ で FGO 以 外 で も メイ ヴ の 活躍 を 見 た いで すね ! (BWA) 
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エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 
キャ スタ ー ERA IL+ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 


Egle Eis: Belen 
| 属性 | : EN 145cm EXA sake 


Ed: EE 
y 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キ ャ ラク ター デザ イン : 松 竟 
CV: 金 元 寿 子 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order が 


クラ スズ スキ ル 


A ラ ンク を 所 有する た め 、「 工 房 ] を 上 回 る 神殿 ] を 構築 する こと が 可能 。 


道具 作成 : B 

魔力 を 帯び 具 を 作成 する 。 

現 界 し た ブラ ヴァ ツキ ー は か つて 自分 に 仕え た 片腕 た る 「 オ ルコ ッ ト 大 佐 ] に 似せ た 小型 の 自動 人 形 を 必ず 複数 体 作成 し 、 
小間 使い 代わ り に あれ これ 便利 に 使っ て いる 。 

ちな み に 、 あ まり 戦闘 に は 向 か な い 。 


ze 


マハ トマ た ちか ら の 力 を 借り 受け る こと で 強大 な 魔術 を 操る と し て 、 彼 女 は 世界 に 刻み 付け られ た 数 多 の 魔術 基 
盤 を 使用 する 。 事実 と し て 何かしら の 高 次 の 存在 が 彼女 に 力 を 与え て いる の か 、 そ れ と も 彼女 自身 の 魔術 回 路 が 極め て 
特殊 な の か は 不明 。 

使用 可能 な 魔術 は 、 召 喚 術 、 黒 魔術 、 錬 金 術 、 元 素 変換 魔術 、 ル ー ン 魔術 、 古 代 エ ジ プ ト 魔術 、 等 々 、 多岐 に 渡る 。 B 
堂 教会 の 洗礼 詠唱 を 使用 する こと も 可能 。 

また 、 複 数 の 魔術 大 器 を 並列 使用 する こと で 、[ 庁 跡 的 ] に きわ め て 強力 な 魔術 を 操る こと に も 成功 し て いる 。 並列 使用 
は 必ず し も 毎回 成功 する 訳 で は な く 、 幸運 と 偶然 も 大 い に 必 要 で ある た め 、「 時 折 、 き わ め て 強力 な 魔術 が 発動 する ] と 


いっ た 形 と な る 。 


根源 (真理 ) を 目指 す ブ プラ ヴァ ツキ ー 女 史 の ダイ レク トマ ー ケ ティ ング 。 か つて 夢 の 中 で 通 遇 し た 未知 と の 繋が り を な ん 
と か し て 他人 と 分 か ち 合い た い 、 と いう 催 い 夢 で も ある 。 


金星 神 . 火炎 天 主 


お RSS5 ぁ 
飛行 物体 と 共に 光輝 く エ ー テ ル 体 を まとっ た 巨人 が 姿 を 顕 し 、 周 囲 を 災 で 和 き 尽く す 。 


「 金 星 よ り 地球 へ 飛来 し た と され る 神 性 、 地 球 創造 神 の 一 柱 た る サナ ト ・ ク マラ (護法 魔王 尊 ) の 力 を 一 時 的 に "再現 " す 
る 神智 学 の 奥義 な の ] 

(AB? ええ 、 あ る 朝 目覚 め た ら 枕元 に 浮い て た の よね あれ ] 

「 室 具 ? ええ と あれ は ね 、 マ ハト マ か ら 届 いた 書簡 の 中 か ら 出 て 来 た の 。 最初 は こん な に 小さ か っ た の よ 。 か わい ら 
し い 目 も つい て いて 」 

「 ネ バダ 南部 を 旅 し て いた 時 、 荒野 で 偶然 出逢っ た の 。 そう よ 、 合衆国 の ネバ ダ 州 ね 。 あ た し の 意識 は げ ぴゅ ー ん と アル フ 
ァ ケ ンタ ウリ あたり まで 飛ば され て 、 な ん だ か が 凄い も の に 触れ て …… 気 付い た ら ゲ ッ ト し て た の よね 。 FB] 

等 々 、 複 数 の 由来 を 彼女 は 宣 う も の の 、 飛 行 物体 及び 巨人 の 正体 は 不明 で ある 。 


スタ 


〇 性格 
自分 に は 厳し く 他 者 に は 優し い 、 永 遠 の 魔術 少 女 。 
生前 に は 多く の 社交 界 を 渡り 歩き 、 エ ジ ソ ン や ベル と いっ た 強い 個性 を 有する 天才 た ちと も 交流 し 、 時 に は 権威 主義 者 
た ちや 魔術 協会 の 面々 と 渡り 合っ た 彼女 は こと 調停 に 長け て いる 。 多 く の サ ー ヴ ァ ン ト が 集う 場 で われ ば 、 そ の 性質 は 
[面倒 見 の よい 世話 焼き の お 姉さん お 母さん 」 と し て 映る こと も ある だ ろう 。 
た だ し 、 彼 女 自身 も また 強烈 な 自己 主張 を 有する 天才 で ある と 忘れ て は な ら な い 。 マハ トマ や ハイ アラ キ の 概念 が 通じ 


な い [凡人 j に 対し て は さほど 興味 を 引か れ な い 模 様 で は ある が 、 ひ と た び 「 見 込み あり ] と 認識 され た な ら 、 彼 女 は 対 


象 を な か な か 逃し て くれ な い だ ろ う 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

彼女 が 聖杯 へ と か ける 願い は 多い らし い 。 

ひと つ に 絞り 切れ て いな い 、 と 彼女 は 言う が 、 実際 どう な の か は 不明 。 

[ 謎 多き 女 っ て いい と 思わ な い ? じゃ な く て 、 え え 。 真理 な ん て た だ ひと つ だ し 、 人 に は うか が い 知 れ な いし 、 すべ て 
は マハ トマ が ご 存 知 よ |] 


O 台詞 例 

[一 一 よく っ て よ 。 こ の キャ スタ ー が 、 あ な た を 導い て あげ る ]」 

「 何 で も 教え て あげ る 。 古き こと 、 新 し きこ と 、 す べ て 分 か つ ち ゃ うん だ か ら ]」 

「 パ ー ベ キュ ー の 時 と いい 、 ど ーー し て あな た た ち 天 才 児 は 懲り な い の か し ら 。 いく つ に な っ て も 子供 の まま ね 。 そう いう 
の 、 あ た し も 嫌い で は な いけ れ ど | ] 

「 海 に レム リア ! 空 に ハイ アラ キ ! そし て 、 地 に は この あたし ! J 

「…… う ん ? 生前 ? 死ぬ まで ずっ と この 姿 だ っ た わ よ 。 それ が な あ に ?」 


x 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

エレ ナ ・ ペ トロ ヴ ナ ・ ブ プラ ヴァ ツキ ー。 

十 九 世 紀 の 女 性 オカ ル テ ィ ス ト 、 神 智学 の 祖 。 

近代 オカ ル テ ィ ズ ム に 於 ける 中 心 人 物 の ひと り 。 若く し て ロシア 買 族 と 結婚 する も 即座 に 出 寿し て 魔術 世界 を 華やか に 
生き た 。 

通称 は プラ ヴァ ツキ ー 夫 人 。 

太古 に 姿 を 消し た と いう レム リア 大 陸 の 実在 を 信じ て 神秘 主義 に 没頭 し 、 高 次 の 存在 「 マ ハト マ ] や その 集合 体 「 ハ イア 
ラキ ] と 接触 し 、 多 く の 鶴 智 を 得 た と され る 。 

ーー 一 と も すれ ば 、 彼 女 は 根源 へ の 可能 性 を 目 に し た の か も し れ な い 。 


O 「FateGO| に お ける 人 物 像 

突然 変異 と し て 生ま れ 落 ち た 天才 魔術 師 。 

根源 へ と 到達 し た 先達 を 彼女 は 「 マ ハト マ ] 「 ハ イア ラキ 」 と 称し 、 高 次 の 存在 だ と 規定 (想定 ) し た 。 

エレ ナ 自 身 は いつ も 彼ら の メッ セー ジ を 感じ て いた と 言う が 、 他 者 が 同じ も の を 感じ 取る に は 彼女 と 同じ 才能 (特殊 な 
魔術 回 路 ) が 必要 と な る だ ろう 。 レ ムリ ア 大 陸 も マハ トマ も 実在 せ ず 、 彼 女 が 「 独 自 の 世界 解釈 を 行う 、 た だ の 天才 」 で 
ある 可能 性 は 高い 。 

ロン ドン の 魔術 協会 と は 最期 まで 折り 合い が つか な か っ た 。 

サー ヴァ ント と し て の 彼女 は 、 神 智学 の 元 と な っ た 数 多 の 古代 か ら 近 現代 まで の 魔術 を 操る オー ル ラ ウン ダー な キャ ス 
ター と し て 現 界 する 。 古代 エジプト 魔術 や 聖堂 教会 の 洗礼 詠唱 まで を も 操っ て みせ る が 、 や は り 古 代 の モノ は あま り 得 
意 で は な い 模 様 。 

© 通常 武器 

詠唱 に よる 魔術 攻撃 。 

火 や 風 と いっ た 属性 に よる も の で は な く 、 純 粋 な 魔力 の 投射 に よる 遠隔 攻撃 。 

具体 的 に は 、 著 書 (シー クレ ッ ト ・ ド クト リン ) が 浮遊 し と 「 カ ッ | 」 と 光線 を 放つ 。 


〇 Biers 

エジソン & ニ コラ ・ テ スラ 

生前 に 縁 の あっ た エジソン と は や は り 仲 が 良い 。 

エジソン と ニコ ラ ・ テ スラ の 永遠 の ライ パル 関係 に つい て は 「 ま っ た くも う 英 霊 に か っ て まで ……」 と お 姉さん 視点 。 
ナー サリ ー ラ イム 

どう し て も [不思議 の 国 の アリ ス 」 を 思い 出す た め 、 見 て いる と 複雑 な 気分 。 は っ きり 言っ て し まえ ば 気分 が 良く な い 。 
これ は 、「 ア リス 」 の 作者 ルイ ス ・ キ ャ ロ ル こ と チャ ー ル ズ ・ ド ジ ソ ン が S PR (英国 の 心霊 現 象 研究 会 ) の 支持 者 で あっ 
た た め 。 英霊 と し て は 比較 的 穏やか な 部 類 に 入る プラ ヴァ ツキ ー 夫 人 で は ある が 、 生 前 の 自分 を 追い 詰め よう と し た 権 
威 主義 者 た ち に は 優し く な れ な い 。 彼女 曰く 「 今 で も 大 嫌い ] と の こと 。 

コナ ン ・ ド イル 関係 者 

サー・ コ ナン ・ ド イル は S P R の 支持 者 で あっ た も の の 、 彼 に つい て の 反応 は 幾ら か 優し いも の で ある 。 

「 ミ スタ ・ ド イル は 決し て 悪い ひと で は な いん だ けど 、 彼 、S P R の 関係 者 だ っ た の よね え …… え え 、 も ちろ ん ? ミス 
タ ・ ホ ー ム ズ が 悪い 訳 じ ゃ な い の は わか っ て る の よ ?] 

AV REE 

彼女 に と っ て イン ド は 第 二 の 故 郷 …… お し ろ 魂 の 故 卿 に も 等 し い 。 

な に か と 仲良 くし た が る 。 


オル コッ ト 大 佐 の 自動 人 形 


n_illustral 


PT baggies は より キャ スタ ー ら し く な っ た と 思い ます が 、 ま さか 宝 具 が あの よう な モノ に な る と 
は 思い ませ ん で し た 。 (4488) 


y 


最初 は 軍服 の ロシア 美 少 女 と いう コン セプト で デザ イン し て いた の で す が 、 武 内 さん と の 打ち 合わ せ を 経て 現在 の デザ | 
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セイ バー ER 5 
Ell 男性 EN ラー マー ヤナ イン ド 
秩序 ` 善 168cm [EEA 65ke 


Eds EE4B Ed Els EI: 


PFARREI 
“Sam: A 


聖 仙 に 受け た 教え に より 、 あ ら ゆ る 魔術 を 跳ね 返す 
A 以下 の 魔術 は 全て キャ ン セ ル 。 事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は 傷 を つけ られ な い 。 


= ーー === 


騎乗 : A+ 
騎乗 の 才能 。 獣 で ある の な ら ば 幻 獣 ・ 神 獣 の も の まで 乗り こなせ る 。 
た だ し 、 竜 種 は 該当 し な い 。 


ーー ーー 


ka 
英雄 を 越え る 聖 傘 ラー マ は 、 イ ンド の 三 大 神 ヴ ィ シ ュ ヌ の 化身 の 一 つ で ある 。 


NMI 


NS AU 


な が ら 宝 具 に 近い 威力 を 誇る 槍 、 弓 を 持ち 込む こと が で きる 。 


カリ スマ :B 
軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 。 団 体 戦闘 に お いて 自軍 の 能力 を 向上 させ る 。 
カリ スマ は 稀有 な 才能 で 、 一 国 の 王 と し て は B ラ ンク で 十分 と 言え る 。 

ラー ヴァ ナ と の 戦い の 後 、 シ ー タ と 共に 則 旋 し て 王 と な っ た ラー マ は 善 政 を 敷い て 、 国 を 守る こと に 人 生 を 費やし た 。 


これ に より 、 彼 は 半身 と も いえ る 妻 シ ー タ と 永遠 に 会 えな い 。 


ーー ゲバ 


ow 4 


ee 


ブラフマー スト ラ 。 
魔王 ラー ヴァ ナ を 倒す た め に 、 生 まれ た と きか ら 身 に つけ て いた 「 不 滅 の 刃 ]。 魔性 の 存在 を 相手 に 絶大 な 威力 を 誇る 。 
本 来 は 矢 で あり 、 弓 に 番 え て 射 つ も の で ある が セイ バー に な り た か っ た ラー マ が 無理 矢 理 刻 に 改造 し た 。 

た だ し 投入 武器 と し て の 性 能 は 捨て て お ら ず 、 こ の 鹿 も ブン 投げ る 。 

[結局 投げ て ませ ん ? | と 指摘 し て は いけ な い 。 


偉大 な る 者 の 腕 


ヴィ シュ ヌ ・/ 

聖人 ヴィ シュ ヴァ ー ミ トラ に より 、 あら ゆる 神 魔 に 対抗 する た め に 授け られ た 数 々 の 武器 。 

投 牧 武 器 で ある 円 監 (チャ クラ) 、 投稿 シュ ー ラ ヴァ タ 、 梶 棒 モ ー ダ ザキ ー と シカ リー、 シ ヴァ 神 が 持 つ 三 叉 槍 ピ ナー カ な 
ど 、 そ の 数 は 圧倒 的 。 

神 性 が 高けれ ば 高い ほど ヴィ シュ ヌ に 近い 存在 と 見 な され 、 持 ち 込む 数 が 多く な る 。 ラ ンク A で あれ ば セイ バー で あり 
な が ら 、 ア ー チ ャ ー・ ラ ン サ ー と し て 活躍 する こと も 不可 能 で は な い 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


— 


BA/ BREE BRE 


SIENA E [王様 ] と し て 立派 な 存在 で あろ うと 日 々 努力 を 続け る 少年 。 
部 下 や 動物 た ち に は 優し く 、 枚 造り を 手伝っ て いた リス を 治癒 の 呪文 治し た り も し て いる 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター に 対し て は 「 手 を 組ん だ 人 間 ] と 見 な す 。 
当然 な が ら 格下 扱い は 許さ ず 、 あ くま で 同胞 と し て 信頼 を 置く 。 
聖杯 に 対す る 願い は 「 妻 シー タ と の 離別 の 呪い を 解く ] で ある が 、 今 まで に それ が 叶え られ た こと は な い 。 
O 台詞 例 
「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 セ イ バ パー。 偉 大 な る コ サ ラ の 王 、 ラ ー マ だ 。 
余 が 召喚 され た か ら に は 、 ど れ ほ どの 難 敵 で あろ うと も 必ず 打ち 倒し 、 買 様 に 勝利 を 与え よう ]」 
「 分 か っ た 、 余 の 負け だ 。 …… 確 か に 、 子 供 の よう な も の だ な 、 余 は 。 う ん 、 だ か ら 余 を 導い て くれ 。 
マス ター の 言葉 で あれ ば 信じ られ る し 、 命 を 懸け る 。 …… 
「 僕 は 、 君 が いれ ば 、 そ れ だ け で 良かっ た …… 1) 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

イン ド に お ける 二 大 (の 一 つ 、「 ラ ー マ ー ヤ ナ ] の 主人 公 。 

大 神 を 騙し て 獲得 し た 力 に より 、 神 々 すら 使役 する ラー ヴァ ナ は 唯一 人 間 に の み 倒 す 資格 が ある と 衣 わ れる 魔王 で あっ 
た 。 


神々 の 訴え を 聞き 届け た ヴィ シュ ヌ は ラー マ に 転生 し 、 全 て を 忘れ た た だ の 人 間 、 と ある 国 の 皇子 と し て 産み 落と され 
た 。 


生ま れつ き 聡 明 で あっ た ラー マ は 、 陰 謀 に より 国 を 追わ れる こと に な る も の の 、 聖 人 や 神 か ら 力 を 借り 受け 、 愛 する 后 
シー タ を 魔王 ラー ヴァ ナ の 手 か ら 奪 い 返す の で ある 。 


そん な 彼 も 唯一 、 致 命 的 な 失策 を 犯し た こと が ある 。 
猿 同士 の 戦い に 介入 し 、 味 方 の 猿 ス グリ ー パ を 救う た め に 敵対 し て いた 猿 バ パー リ を 騙し 討ち に し た の だ 。 
それ を 許せ ぬ 、 と バー リ の 妻 は 呪い を 掛け た 。 


* 買 方 は た と え 后 を 取り 戻す こと が で き て も 、 共に 喜び を 分 か ち 合え る こと は な い " 


その 呪い は ラー ヴァ ナ を 打ち 倒し 、 シ ー タ を 救っ た 今 も な お 続い て いる 。 
ヴィ シュ ヌ 神 の 転生 で ある ラー マ は 、 愛 する 后 シ ー タ と 生涯 すれ 違い 続け る こと に な る 。 二 人 が 共に 寄り 添う 日 は 、 彼 
ら が 天 に 昇っ て 元 の 姿 を 取り 戻さ な けれ ば な ら な い 。 


し か し 一 方 で それ は 、 シ ー タ と の 永遠 の 離別 を も 意味 し て いた 。 
一 度 は ラー ヴァ ナ の 手 か ら 奪 い 返 し な が ら も 、 彼 女 の 不貞 を 疑う 国民 の 声 に 、 シ ー タ は ラー マ の 元 か ら 去る こと に な る 。 


同時 に 。 
この 呪い 故 か 、 聖 本 か ら 召 喚 さ れる 際 に “彼女 "が ラー マ の 異な る 側面 と し て 召喚 され る こと に な る 。 
それ は つま り 、 聖 杯 に よる 召喚 で すら 二 人 を 並び 立た せる こと は で き な い と いう 証 で も ある 。 


本 来 ラ ー マ は セイ バー で は な く 、 ア ー チ ャ ー と し て 召喚 され る 方 が 正しい 。 彼 に と っ て ブラフマー スト ラ と は 、 あ ら ゆ 
る 魔性 を 退治 する 矢 だ か ら だ 。 

し か し シー タ に 関わ る 代表 的 な エピ ソー ド は 弓 (彼女 の 宝 具 は 『 追 想 せ し 無双 弓 (ハラ ダ ヌ ・ ジ ャ ナカ )」) で あり 、 彼女 
が 召喚 され る 可能 仁 を 考慮 する と 、 セ イ バ ー に な ら ざ る を 得 な か っ た 。 


ev も っ と も 、 各 クラ ス 最 優 と 語 わ れる の が セイ パー で ある 以上 、 シ ー タ に 対し て は 見 栄 を 張り た い 少 年 と し て は 、 こ 
の クラ ス を 選ぶ の が 必然 だ っ た か も し れ な い の だ が 


いつ か 、 巡 り 合う 日 を 夢見 て 。 

アル ジュ ナ 

や っ ぱり 妻 を 分 配 と いう の は ちょ っ と 。 し か も 理由 が コメ ディ みた い だ し ……。 

ナイ チン ゲー ル 

大 丈夫 ! 治っ た ! 傷 は 完璧 に 治り まし た ! だ か ら そ の パッ グ は し まっ て いい か ら ! 
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t from Illustrator ——_ ーーー ーー 一 ーー 一 
x 

【 ラ ー マ 】 

中 性 的 な 美少年 で 3 年 連続 世界 ナン パー ワン 。 今 考 えら れる 最高 の イケ メン を あな た に ! と いう 洋画 予告 編 の よう な コン 

セプト (そん な 洋画 は な い ) 。 照れ 顔 描 いて て 、 お まえ 超 か わい いな ! と 思い まし た 。 ゲー ム 遊 ん で みる と 、 王様 の くせ に 、 

中 身 お 姫 様 キ ャ ラ っ ぽい の で 、 そ の 辺り も 萌え ツボ で すか ね 。( 輪 くす さ が ) 

【 シ ー タ 】 

この 子 ほとん ど 服 着 て な いよ ! 通 報 し こく だ さい ! が コン セプト の (な に いっ て ん だ ) ツイ ン テ 少 女 の シ ー タ で す が 、 最初 

は 、 ラー マ が 変身 し て この 子 に な る よ ! と 勘違い し て た の で 、 変身 する 度 に この 下着 服 に 着替え る の か … ド | な … と 

思っ て まし た 。 違っ て て ひと 安心 。 個 人 的 に 超 会 心 の デザ イン で 、 あ と 10 年 は これ 以上 の キャ ラ は 描け な いな ! と 思っ 

て いま す 。 … と か いう と 、 向こう 10 年 は 仕事 来 な く な り そ うな (HR). (BK TAD) 
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| me Ec GO) Gale Ed: Ed 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 ・ 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コ 
CV: 安 井 邦 彦 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA 


クラ スス キル 


HD 
工程 (セン グル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 
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FE TER) :A+++ 

中 華 の 合理 。 宇宙 と 一 体 に な る 事 を 目的 と し た 武術 を どれ ほど 極め た か の 値 

修得 の 難易 度 は 最高 レベ ル で 、 他 の スキ ル と 違い 、A で よう や く “修得 し た "と 言え る レベ ル 。 
+++ と も な れ ば 達人 の 中 の 達人 。 

ラン サー と し て 召喚 され て いる が 、 槍術 含め て 八 極 拳 を 極め て いる 。 


気 を 使い 、 周 囲 の 状況 を 感知 し 、 ま た 、 自 ら の 存在 を 消失 させ る 技法 。 
極め た も の は 天地 と 合 一 し 、 そ の 姿 を 自然 に 透け こま せる 事 すら 可能 と な る 。 
今回 は ラン サー と し て 召喚 され た た め 、 完 全 な 気配 吉 断 ほど に は 到達 し て いな い 。 


李 書 文 が 学ん だ 八 極 拳 の 秘 奥 。 
対人 に お ける 、 一 つの 究極 と も 言え る 。 


し ん そう に の うち いら ず 。 

PELI また は ET] 同様 に 宝 具 と し て 昇華 され る まで に 極まっ た 術 技 。 

効果 は アサ シン 召喚 時 の [无 二 打 ] と 同じ だ が 、 槍 を 持つ 分 レン ジ が 幅広 い 。 

[ 壁 に 止ま っ た 細 を 壁 を 傷つけ ず に 買い た 」 と の 逸話 か ら 、 精 密 動 作 性 も 素手 と さして 変わ ら な いと 推測 され る 。 


e BIS: BoP 


性 格 
一 言 で 言っ て し まえ ば 触れ れ ば 切れ る 刃 。 若 さ を 取り 戻し た が 故に 、 荒 々 し い 性 質 が 剥き 出し に な っ て いる 状態 で ある 。 
多かれ 少な か れ 英 雄 に な る まで 至っ た な ら ば 、 そ うい う 風 に 気持 ち が 若返る 者 が 多い の だ が 、 中 で も 李 書 文 は その 性 質 
が 強い 。 


老い た 頃 に は 「 拳 法 を 教え て くれ る お じい ちゃ ん 」 と 子供 た ち に 
親しま れ て いた が 、 今 の 和 李 書 文 は 好 ん で 凶 拳 を 振る い 、 難 英 強 貢 と 戦う こと に 全て を 費やす 、 あ る 意味 禁欲 的 な まで の 
武術 家 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

マス ター に 対し て は 基本 的 に 同格 、 な いし 目 上 の 存在 と し て 扱っ て くれ る 。 

そし て 、 ど の よう な 非道 な 作戦 で あっ て も 「 強 敵 と 戦う た め ] TAME, BER TIN IRE OREA RO. 
さす が に 弱者 を 好 ん で 襲う 習性 は な い が 、 そ れ が 必要 だ と 分 か れ ば 特に 忠 踏 うこ と は な い 。 

理 の な い 殺 し は し な い が 、 理 の ある 殺し な ら ば 問題 な い 、 と いう 訳 で ある 。 

聖杯 に 対す る 願望 は 特に な い …… が 、 叶 うな ら ば 「 老 いた 自分 と 戦っ て みた い ] と 密か に 考え 始め て いる 。 


O 台詞 例 

我 な が ら 、 こ の 身 が 大 悟 に 至る と は 思え め ぬ 残 忍 さだ 。 す ま ぬ な ] 
「 若 さ を 取り 戻せ ば 、 武 に 全て を 捧げ る こと を 望み 、 

年 老い て し まえ ば 、 死 を 越え て 悟り を 得 よ うと 躍起 に な る 。 
その どちら も 儀 な の だ 。 お 主 も その 内 分 か る だ ろう さ 」 

F いざ 、 尋 常に 。 勝負 ! ! 」 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

李 書 文 は 河北 省 浴 州 市 出身 、 清 朝 末 期 か ら 民国 時 代 に お いて rl] と 呼ば れ 詩 えら れ た ほど の 技量 を 有 し て いた 伝説 的 
武術 家 で ある 。 

彼 は 千 の 技 を 体得 する より 、 一 の 技 を 磨き 上 げ る こと を 重視 し 、 使 う 技 も ほとん ど が 基本 中 の 基本 の も の ば か り だ っ た 
と いう 。 

その 分 、 彼 の 磨き 上 げた 一 撃 は 強烈 で 牽制 を 加え た だ け で 相手 が 死ん だ 、 と いう 伝説 も 残さ れ て いる 。 

彼 の 宝 具 で あり 、 異 名 で も ある 「 二 の 打ち 要ら ず 」 は その 時 の エピ ソー ド が 昇華 され た も の 。 


晩年 こそ 近所 の 子供 た ち に 拳法 を 教え る 好々爺 と し て の 一 面 を 見 せ て いた が 、 今 回 召喚 され た と き の よ うな 若年 の 頃 は 、 
まさ に 凶 拳 を 振る う 魔 挙 土 で あっ た 。 

[Fate/EXTRA] で アサ シン と し て 召喚 され た 際 に 叫 必 「 七 孔 噴 血 』 と は 、 彼 が 一 撃 を 喰らわ せ た 相手 が 両目 、 口 、 鼻 、 E 
か ら 血 を 噴き さながら 上 息 絶 えた た め 、 と いう 逸話 か ら で あ る 。 


な お 、 基 本 的 に 聖杯 戦争 に お いて サー ヴァ ント は 全盛 期 の 姿 で 召喚 され る も の だ が 、 凶 書 文 に 限っ て は 例外 的 に 老人 の 
姿 で 召喚 され る こと が ある 。 

これ は 一 人 の 人 間 が 異な る 形 で 二 度 、 全 盛 期 を 迎え た か ら に 他 な ら な い 。 拳 の 腕 の み を 以 て 全盛 期 と する か 、 宇 宙 と 合 
ー す る まで に 至り 、 あ ら ゆ る 敵 を 呑み 込む 気概 を 持っ た 老人 の 時 期 を 全盛 期 と する か の 違い で ある 。 

若い 時 期 は 荒 々 し い 拳 を 振る い 、 老い て は 美しい と いう 領域 に 到達 し た 合理 的 な 拳 を 振る う 。 強 さ の 方 向 性 が 異な る の だ 。 
この よう な 特異 性 は 他 の サー ヴァ ント に は 滅多 に 見 られ な いこ と で あり 、 通 常 の 聖杯 戦争 で も 同一 人 物 別 クラ ス 対 決 す 
ら 起 こり うる の だ と か 。 


O 因縁 キャ ラ 
スカ サハ 


第 五 章 ラス ト の 勝負 が どう な っ た の か は 、 人 理 修正 に よっ て 定か で は な い 。 

OS 

中 国 拳法 史上 、 最 高峰 の 達人 。 影 すら 無い と され る その 絶 技 に どこ まで 追い す が れる か 、 夢 起す る だ け で 仕手 を 殺さ ね 
(SHE SH. 


編み ウェ ー イ MA YI! 


た いな ギラ ギラ し た } 
決め まし た 。( ワ ダ ア ルコ ) 
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CHARACTER Profile 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン :pako 
va 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キノ 


陣地 作成 EX (DIES). > 


可 机 大 功绩 在 全 
yo El 
れ ば 区 い ほ ど 


きる 。 その 成功 率 は 神 和 が 人 


VE [改良 」] する こ 


どの 改良 は 不可 能 
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ひと つの 物事 に 没頭 し 超人 的 な 集中 力 を 見 せる 。 =。 
エジソン は 平均 三 時 間 ほ ど し か 眠ら な か っ た 、 と 伝わっ て いる 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ン の 発明 が 導い た 世界 の (アメ リカ の ) ある べき 姿 。 


部 下 で ある 機械 化 歩兵 を 無限 に 近い 形 で 量産 で きる 。 
どこ か で 帳 尻 を 合わ せ て いる の だ が 、 そ れ は 彼 の 周囲 以外 の 誰か で あり 、 何 か だ 。 ア メリ カ と は 無関係 の 場所 の 素材 を 
消費 し て いる た め 、 彼 の 人 懐 は 全く 痛ま な い 。 


今 東西 、 あ ら ゆ る 道具 に 更 な る 長所 を 付け 足す 反則 
弓 は より 強く 、 剣 は より 鋭く 、 FER UDI. 
ある い は 大 量 生産 と の 重ね 技 に よっ て 『 低 ラン ク 宝 具 に 匹敵 する 破壊 力 を 持つ 武具 の 大 量 生産 』 と いう 荒業 すら 可能 に な 
る 。 ラ ンク に よっ て どこ まで 改良 で きる か が 異な り 、A 二 で あれ は ば 神 造 兵 装 を 除い た ほとん どの 道具 に 、 何 か し ら の 概 
BETS CES. 


変化 
獅子 の 頭 に 変化 し て いる が 、 知力 や カリ スマ 性 は 一 切 失 p れ て いな い 。 。 。 
に だ し 、 は ち き れん ば か り の 肉体 を コン トロ ー ル で き て いな いた め 、 ス テー タス 自体 は 低い 。 


[ーー 
= 


\ 
A 


ワー ルド ・ フ ェ イス ・ ド ミネ ーション 


W・F・D 


DEJE ARA o 
エジソン が 潟 し た 三 大 発明 に よる 幻想 支配 。 

間 を 照ら し 、 現 実 を あり の まま に 記録 する 装置 を 発明 し た エジソン に よっ て 、 世 界 の 隠 秘 は 存在 し な いも の に な っ た 。 
正確 に は 「 存 在 す る の だ が 、 そ れ を エジソン が 奪還 し た ] と いう 形 に な る 。 

隠さ れ て いた 、 秘 め ら れ て いた か ら こ そ 力 を 発揮 し た も の を 無造作 に 暴き 立て 、 エ ネル ギー で は 計れ な い 何 か を 零 に 固 
定 する 。 

民 雷 た ちの 神秘 へ の 信仰 を 零 に 早め る 、「 世 界 信仰 強奪 ] 一 一 一 対 民 宝 具 。 


人 物 


私 / 我 々 (大 統領 た ちの 意識 が 入り 込ん で いる ) お 前 / 買 様 / ミ スタ ー プ ミス な ど 


尊大 か つ 大 雑 把 で どこ か 甘 つ ちょ ろ い 。 

論 族 ケル ト 人 に 侵略 され た アメ リカ を 取り 戻し 、 真 の アメ リカ ー 一 究極 の 大 量 生産 国家 を 目指 す 。 

その 生産 に は 「 サ ー ヴ ァ ン ト 」 も 含ま れ て お り 、 自 由 の 一 切 を 認め な い 。 

スー パー ブラ ッ ク 企 業 と 全体 主義 が 合体 し た 、 悪魔 の よう な 指導 者 。 

彼 に 付き 従う の は 、 パ ベッ ジ の 技術 を こっ そり 蒸気 か ら 電気 に 転換 し た 

[直流 電気 式 機械 歩兵 軍団 ] 。 

え 、 何 ? トー マス ・ エ ジ ソ ン の オリ ジ ナ ル だ けど 何 か ? 特許 も 持っ て る し ! 

アメ リカ に お いて は 自ら を [大 统领 | な ら ぬ [AME] と 称し 、 西 部 一 帯 を 支配 する 。 東 部 を 支配 する メイ ヴ と は 戦争 状 
fe. 

生前 の 彼 と 親交 が あっ た プラ ヴァ ツキ ー 夫 人 、 そ し て 唯一 アメ リカ 側 に 雇 わ れ た サー ヴァ ント で ある カル ナ を 率い て い 
る 。 


O BRB 

[一 率直 に 言っ て 大 義 で ある ! 

みん な 、 は じ め ま し て 、 お めで と う | J 

「 我 こそ は あの 野 訟 な る ケル ト を 粉砕 する 役割 を 背負 っ た 、 こ の アメ リカ を 統べる モーーー サ ー ヴ ァ ン ト に し て サー ヴァ 
y ント を 養う ジェ ント ルマン ! 大 統 王 、 ト ー マ ス ・ ア ル パ ・ エ ジ ソ ン で ある ! ! 」 

Fama! 

ご めん ね | 


CHARAC le 


E 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
エジソン の 偉業 に つい て は 、 今 更 語 る 必要 性 すら 見 出せ な い 。 
電球 、 蓄音機 、 映 画 、 ト ー ス ター、 そ の 他 あ ら ゆ る 日 常 で 使用 され て いる 品物 は 、 彼 の 発明 が 基礎 と な っ て いる 。 


も っ と も 、 彼 自身 が 独自 に 発明 し た も の は 意外 に 少な く 、 先 達 の 発明 を より 普及 に 適し た 形 に 再 構 築 す る …… と いう 点 
に お いて 極め て 優れ て いた の は 、 ご 存 知 の 通り 。 

発明 を 普及 させ る こと に よっ て 人 類 の 生活 レベ ル を 向上 させ た 、 と いう 点 に お いて 紛れ も な く 、 彼 は 英雄 で ある と 言え 
よう 。 


エジソン は 知名 度 が ある と いっ て も 、 本 来 は ここ まで 強い サー ヴァ ント で は な い 。 

し か が し 、 彼 は アメ リカ に 残っ た 唯一 の [指导 者 | —— 「 発 明王 ] で あり 、 不 完全 な 形 で し か 現 界 で き な か っ た 「 ア メリ カ 
大 統領 ] た ちの 力 を 得 て 、 割 と プッ 飛ん だ 方 向 に パワ ー ア ッ プ し て いる 。 

具体 的 に は 獅子 の 頭 と な っ て いる 。 本 人 曰く 、 別に 意識 的 に 獅子 頭 に な っ た 訳 で は な い の だ が 、「 百 獣 の 王 ] と いう キャ 
ッ チ コピ ー が 自分 に は 相応 し か っ た の で 、 ひ と まず この 顔 を 選ん だ 、 と の こと 。 

獅子 の 頭 で は ある が 、 特 段 何 が 害 が ある 訳 で も な い の で 、 そ の まま 放置 し て いる 模様 。 また 、 い くら 歩き 回 っ て も 疲れ 
な か っ た り 、 通 常 より 声 が よく 履く 点 も お 気に入り の よう だ 。 


本 来 は も う 少し 実直 な 研究 者 方 面 に 寄っ た 感じ の サー ヴァ ント で ある 。 | 
その 場合 、 カリ スマ こそ 消え る も の の 好き 放題 に 何で も 改良 する の で 、 地 味 に 手 の 付け られ な い サ ー ヴ ァ ン ト で ある 。 


彼 の 活躍 は 主 に 第 五 章 に 集中 し て いる 。 

アメ リカ 東西 戦争 の 内 、 合 衆 国 西部 軍 を 率い る 「 発 明王 | 。 

サー ヴァ ント と 成り 得 な い 近 現代 の 大 統領 た ちと 融合 し て いる た め 、 生 前 より 遥か に 「 愛 国 者 ] と か っ て いる 。 
戦況 は サー ヴァ ント た ち を 揃え た ケル ト に や や 有利 で ある が 、 エ ジ ソ ン の 技術 を 駆使 し た 機械 化 兵 は 執 光 な 抵抗 と 度 重 
な る パー ジョ ン ア ッ プ に より 、 何 と か 持ち 堪え て いる 感じ 。 


その た め 、 聖 杯 の 力 を 使っ て アメ リカ その も の を 時 間 軸 か ら 切 り 離 そう と 企み 始め る 。 


O 因縁 キャ ラ 

エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

頼れ る お 母さん も と い 親 友 。 生前 か ら 交流 が あり 、 魔 術 の 存在 を 教え て くれ た の も 彼女 だ と か 。 
カル ナ 

第 五 章 で 共に 戦っ た 、 頼 れる 親友 。 カ ル デ ア で も 画 期 的 な 大 発明 に 根気 強く 付き 合っ て くれ る 。 
ニコ ラ ・ テ スラ 


は ? 一 向 に こん な 反 社 会 的 な 交流 サイ コ 交 流 テ ロリ スト と 知り 合い に な っ た こと な ど 交 流 あ り ま せん が ? 
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CHARACTER Profile 


| 


A N 
| まさ か ライ オン と は ね ! び っ くり で すね | 設定 エゴ チャ つい て る と は いえ ライ オン に は な ら な いと 思う の で す が 。 何事 な 


ん で すか ね 。 馬鹿 な ん 変わ る の が 三 回 、 三 大 発明 、 一 個 づ つっ 行く か ー と いう 感じ で や り ま し た 、 ゆ え に 羽 
根 は 映像 で あめ っ て 、 た で す 。 な ん て か っ こい いん だ …。 健 全 な プラ ッ ク 企 業 の イメ ー ジ で 、 最終 再臨 の シ 
チュ エー ショ ン は 睡眠 を 許す と いう 感じ で 。 (pako) 


3 = 


N = 
ジェ ロニ モ 
キャ スタ ー ERA yioe 


Es: 出 内 ses EM 
ES em EXA 1 740m EXA 76ke 


EC Gao Ee Ee+ EC Ely 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン : 坂 本 みね ぢ 
CV: 江 川 央 生 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DO HAT) 
4 - 
陣地 作成 :B 
= 魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
房 で は な く 、 地 の 利 を 生か し た 即席 の 野営 地 を 作成 する 


を 作成 で きる 。 
与え られ た 武器 な ど を 作成 する 。 


キャ スタ ー に ある まじ き 武 勇 伝 を 誇る 。 
銃 、 弓 、 槍 、 ナ イフ な どど れ を 取っ て も 熟練 の 腕前 。 
近接 戦闘 力 に 大 き な ボ ー ナ ス 。 


アパ ッ チ に 伝わる 精霊 と の 対話 。 
契約 に より 、 彼 ら の 力 を 借り 受け る こと が で きる 。 


少々 悪戯 好き な 点 が 玉 に 環 。 


ER 


Abel 


ツァ ゴ ・ デ ジ ・ ナ レ ヤ 。 
巨大 な 《 コ ヨー テ ) を 召喚 する 。 
召喚 され る な り 、 彼 に 糧 草 を 奪わ れ た (大 陽 》 が 彼 を 追い か け 始 め 、 結 果 的 に 広範 囲 に 渡っ て 強烈 な 陽光 に よる ダメ ー ジ 


を 与え る 。 
と 同時 に 、 守 護 者 で ある コヨーテ に よっ て 味方 側 の 力 を 増幅 させ る 。 
アパ ッ チ 族 の 伝承 を 小 規模 な が ら 再 現す る 大 魔術 。 


私 B4/’s BR Re 


性 格 
理知 的 で あり 、 非常 に 淡々 と し た 口調 で 喋る 。 
秩序 だ っ た 考え を 持ち お 、 ど ん な 状況 で も 冷静 な 立ち 位置 を 守る 。 
た だ し 、 一 旦 本 気 で 怒ら せる と 手 の つ け よ う が な い 。 赤 い 悪魔 と も 呼称 され 、 あ ら ゆ る 兵士 に 恐れ られ た の は 伊達 で は 
な い の だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
基本 的 に は 同格 、 先 達 の 立場 で 接する 。 
た だ し 丁寧 な 物腰 と 態度 で ある た め 、 余 程 プ ライ ド 


な い 限 り は マス ター も 不快 さ を 覚え な い 程 度 。 


O 台詞 例 

Bars いや 、 違 うな 。 

世界 が 動い た の で は な く 、 世 界 が 回 り 始め た らし い 。 

願わ くば 。 

星 の 光 が 誇り 有る も の で ある よう に ……」 

この 時 代 を 濱 す と いう こと は 、 私 の 流し た 血 が 、 私 の 同胞 が 流し た 血 が 、 無為 に は な る と いう こと だ 。 
何 か を 無かっ た こと に する の は 簡単 だ 。 

まし て それ が 自分 の 不利 益 に な る こと な ら ば 尚更 な 。 

それ で も 、 そ こ を 堪え る の が 戦士 と いう も の 。 

[無かっ た こと に する ] だ け で は 小 狼 い コヨーテ だ 。 

皮肉 に も 程 が め る が ね ] 

息子 に よく こう 言っ た も の だ 。 

圭 別 な こと で は な く 、 誰 も が で きる こと を 誰 よ り も 上 手 く や りな さい …… と ね ] 


to 
Go 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ジェ ロニ モ は 北米 先住 民族 の 一 つ 、 ア パッ チ 族 の 戦士 で ある 。 

元々 は 「 欠 伸 を する ] と いう の ん びり し た 名 前 で あっ た 彼 の 人 生 が 一 変 し た の は 、 二 十 歳 の と き で ある 。 

母親 、 妻 、 三 人 の 子供 を メキ シコ 兵 に 惨殺 され た 彼 は 、 演 説 を が ぶち 上 げ て 『 戦 士 ] と し て メキ シコ 軍 へ 報復 を 行っ た 。 


優れ た 戦士 で あり 、 何 より 復讐 の 念 に 燃え て いた 彼 は 槍 折 れ 矢 が 尽き て も 、 返 り 血 で 真っ 赤 に な りな が ら 、 ナ イフ ー つ 
で メキ シコ 兵 と 戦い 抜い た と いう 。 
恐慌 を 来 し た メキ シコ 兵 が 「 ジ ェ ロ ニモ だ ! 」 ( 聖 ジ ェ ロ ー ム 、 獅 子 の よう に 戦う こと で 名 を 馳せ た 聖人 ) と 叫ん で 以降 、 
彼 の 名 は ジェ ロニ モ へ と 変わ っ た 。 


ジェ ロニ モ は 決し て 野 秦 で 残忍 な だ け の 人 間 で は な か っ た 。 
冷静 で あり 、 慎 重 。 降伏 も 辞 さ な い が 、 誇 り は 決し て 捨て な い 。 
ジェ ロニ モ と 彼 が 率い る 三 十 五 人 の アパ ッ チ 族 を 捕らえ る た め に 、 ア メリ カ 政 府 は 五 千 人 の 兵士 を 動員 し た 。 


アメ リカ と メキ シコ 、 二 つの 軍 と 戦っ た ジェ ロニ モ は 中 度 降伏 し た 。 
最後 の 降伏 の 際 、 二 年 経過 すれ ば アリ ゾ ナ に 戻し こく れる と 約束 し た が 、 そ れ は 反故 に され 、 結 局 ア リゾ ナ に 帰る こと 
は で き な か っ た 。 


2 今 作 に お いて 、 彼 は キャ スタ ー と し て 召喚 され て いる 。 
呪術 師 (シャ ー マ ン ) と し て の 逸話 は な い ( 彼 は 純粋 な 戦士 で あり 、 精 霊 と 対話 する 役回り で は な か っ た ) も の の 、 ア パ 


ッ チ 族 に 伝わる 幾つ か の 伝説 を 具現 化し た 術 式 を 使用 する 。 た 
[er | 多 
ナイ フ Y 

O 因縁 キ ャ ラ 

ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド 


勝利 者 側 の 小僧 っ 子 。 悪 感 展 は さして な い 。 も し 彼 が 悪 感情 を ぶつ ける と すれ ば 、 勝 利 者 側 か つ 軍 人 で あっ た 場合 だ ろ 
う 。 

エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

自分 も 魔術 の 世界 に お いて は 大 概 アウ トロ ー 的 存在 な の だ が 、 こ の 子 に 関し て は 一 体 何 が 何やら 。 


28! 


白線 」 
namie se 正中 線 に 
腕 は 肩 上 部 一 外側 一 手首 一 尺 側 一 内 側 止め 
と いっ た イメ ー ジ で 、 必 ず こ こ を 通せ と いっ た 
決ま り は 特に な いで す 
1 段階 目 、2 段 階 目 共通 で す 


作り 物 の 羽根 x 3 
束ね て ベル ト の 下 を 通し て いま す 
1 段階 目 、2 段 階 目 共通 で す 
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1-3 段 階 目 全て に お いて 
イメ ー ジ モデ ル (?) は 
漫画 の 応援 団員 な どの 
いわ ゆる 

「 パ ンカ ラ 」 で す 。 


前 垂れ の 下 は 前 段階 の 
ベル ト で す 。 


| ジェ ロニ モ 本 人 より も 後ろ の 奴 (ガン ダン サー) の 方 が 修正 回 数 が 多かっ た で す 。 (坂本 みね ぢ ) ] 


el JUN 


ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド 
Bera アー チャ ー ERACU-- ザキ ッ ド 


Es: Ess せき EZ 
ER Hm ER 155m [EA 49kg 


Edo BE Eads Es: Eds Edo 
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主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DIAA+IL 
a: - 
最新 の 英 堆 故に 、 魔 術 に 対す る 抵抗 力 は 皆無 。 


| aaa 
マス ター 不在 で も 行動 で きる 。 
た だ し 宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の バッ クア ッ プ が 必要 。 


BEOTE. 騎馬 の み 人 並み 以上 に 乗り こなせ る 。 


射撃 の 中 の 早 撃 ち に 特 化 し た 技術 。 
相手 が 抜い た の を 見 て か ら 抜 いて も 充分 問 に 合っ て お 釣り が 来る 程度 の 腕前 。 


心眼 (43) :C 


サン ダラ ー。 

ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド が 愛用 し て いた と 言わ れる コル トル 1 8 7 7 ダブ ル ア ク ショ ン リ ボル バー (通称 「 サ ンダ ラーj) に 
よる カウ ンタ ー の 三 連 身 撃 。 

正確 に 言う と 拳銃 が 宝 具 と いう 訳 で は な く 、「 こ の 拳銃 を 手 に し た ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド の 射撃 ] 全体 を 包括 し て 宝 具 と 見 
な され て お り 、 固 有 の スキ ル に 近い 。 


サー ヴァ ント の 知覚 と し て 周囲 の 時 間 の 流れ を スロ ー モ ー に し 、 状 況 を 完全 に 把握 し た 上 で カウ ンタ ー の 射撃 を 叩き 込 
De それ が アー チャ ー の 狙撃 で お あれ 、 セ イ パ ー の 斬 撃 で お あれ 、 相 手 の 居 場所 を 完全 に 把握 し て 急所 に 最大 で 三 連 撃 を 食 
い 込 ませ る 。 

射程 距離 は サー ヴァ ント と な っ た こと で 、 生 前 より 数 倍 以上 に 広がっ て いる 。 

た だ し 、 こ れ は [回 避 可 能 な 攻撃 ] の み に 通 じ る カウ ンタ ー で あり 、 回 避 不 可能 な 攻撃 手段 に 対し て は 意味 を 成 さ な い 。 

TOEROS IC SEHE ald [技术 | と いう 大 部 分 に 宝 具 の 概念 が 割か れ て いる こと に よる 、 魔 力 消費 の 少な さ で ある 。 
具体 的 に は E ラ ンク 宝 具 を 使用 する の と 同 程度 の 消費 し か な い 。 


Pl © tte 

I | BRILLA, SUBA RRAREOREL). 

それ が ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド と いう [少年 ] の 表向き の 性 格 で ある 。 

マス ター に 対し て も 砕け た 態度 で 接する 彼 は 、 反 抗 的 な 態度 は 見 受け られ な い 。 

し か し 、 そ れ は あく まで 表向き の こと 。 実際 の 彼 は 、 ど こま で も 冷や や か で 現実 的 、 笑 顔 は 生ま れつ いて 顔 に 貼り つい 
て いる も の に 過ぎ な い 。 


無謀 で は ある が 、 愚 か で は な い 。 
母親 に それ な り の 高等 教育 を 受け た 彼 は 、 理 性 的 に 物事 を 判断 する と いう 部 分 に 長け て いる 。 そ れ に 関し て は 、 彼 の も 
っ と も 有名 な 射撃 エピ ソー ド に も よく 現れ て いる 。 


O マス ター へ の 態度 ・ 聖 杯 へ の 願望 
当初 は マス ター に 対し て も 明る く 接する 。 その 間 に 、 慎重 に 観察 し て マス ター が 自身 を 「 上 位 ] と 考え る タイ プ で あれ ば 、 
笑顔 が 消え る こと は な い 。 

マス ター が ビリ ー を [MEI ある い は 「 仲 間 ] と し て 接する な ら ば 、 ビ リー は その 仮面 を 外し 、 一 見 は つつ けん どん だ が 
義理 人 情 に 厚い アウ トロ ー の 鈴 持 を 見 る こと が で きる だ ろう 。 

聖杯 へ の 願望 は ささ や か で 、「 心 の 底 か ら 面 白い と いう 事態 に 出会い た い ] と いう も の 。 


O 台詞 例 

「 や あ ! 僕 が 西部 二 の ガ ンマ ン 、 ビ リー・ ザ ・ キ ッ ド さ 。 サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 以上 、 あな た を し っ か りお 守 
り し まし ょ う !」 

「 あ っ は っ は ! それ じゃ 殺し 合 お う ! 決闘 だ 、 決闘 !」 

「…" ま あ 、 笑 い 続 ける 人 生 も 楽し いも の じゃ な い だ ろ うさ ] 

「 笑 う の は 止め た 。 マ スタ ー、 我 が 友 。 僕 に 何 か で きる こと は ある か い ?] 

「 友 よ 。 我が身 滅び よう と も 、 こ の 銃弾 は 君 の た め に ……」 


er 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ビリー・ ザ ・ キ ッ ド 。 

本 名 ウィ リア ム ・ ヘ ン リ ー・ マ ッ カ ー テ ィ ・ ジ ュ ニ ア 。 

アメ リカ 西部 開拓 時 代 の 代表 的 な アウ トロ ー で あり 、 現 代 で も 極め て 人 気 は 高い 。 

残さ れ た 彼 の 写真 が オー クシ ョ ン で 二 億 円 の 値 が つき 、 新 た に 発見 され た 写真 に 至っ て は 約 六 億 円 と 推測 され る こと か 
ら も 、 そ の 人 気 は 矯 い 知れ よう 。 

1859 年 11 月 2 3 日 に 生ま れる 。 父親 は 不明 だ が 、 母 親 か ら 高 等 教育 を 受け た らし く 、 西 部 の アウ トロ ー に し て は 
達筆 の 手紙 が 残さ れ て いる 。 


12HOCE. SREBSLCBEMRLECEC. BOP O NO MESA. 以来 、 物 資 護衛 の 仕事 な ど と 
並行 し て 和牛 泥 棒 や 強盗 殺人 を 積み 重ね る 。 街 に いて も 他 の アウ トロ ー に や た ら と 絡ま れる タイ プ だ っ た 彼 は 、 い つ し か 
その 顔 に 笑顔 を 貼り 付け て 、 ト ラブ ル を 回 避 し よう と 試み 始め る 。 

如 才 な い 態 度 で 受け 入れ られ た も の の 、 ア ウト ロー と し て の 宿命 か 、 彼 は 雇 わ れ て いた 牧場 主 の ジョン ・ タ ンス トー ル の 
組織 抗争 に 巻き 込ま れ て し まう 。 

俗 に リン カー ン 郡 戦争 と 呼ば れ た この 戦い の 結果 、 キ ッ ド は 友人 で あっ た パッ ト ・ ギ ャ レッ ト 保 安 官 に 逮捕 され て し ま 
53。 

だ が 、 一 年 も 経た ぬ 内 に 脱走 。 パッ ト ・ ギ ャ レッ ト 保 安 官 は 執念 深く 追跡 を 試み 、 ニ ュー メキ シコ 州 フ ォ ー ト サム ナー 
で 彼 を 発見 。 

正面 切っ て の 撃ち 合い で は 勝て な いと 思っ た の か 、 そ れ と も 別 の 理由 が あっ た の か ーーー ビ リー が 食べ 物 を 求め て 部 屋 
を 出 た と ころ を 、 パ ッ ト ・ ギ ャ レッ ト は 闇討 ち し た 。 


西部 の アウ トロ ー と し て は 何もかも が 異例 尽く し だ っ た 少年 。 
特に パッ ト ・ ギ ャ レッ ト と は 友情 が あっ た の か 、 無 か っ た の か 、 あ る い は 友 だ っ た か ら こ そ 闇 討ち を 仕掛 けら れ た の か 、 
何もかも 不明 で ある 。 


宝 具 と し て 昇華 され た エピ ソー ド は ビリ ー の 頭 の 回 転 の 速 さ を 証明 する よう な も の で ある 。 

ある 時 、 荒 くれ 者 で 知ら れる ガン マン が 酒場 に いた 。 ビ リー を 狙っ て きた その ガン マン に 大 胆 に も お 近づき 、 話し か けた 
ビリ ー は 銃 を 見 せ て くれ と ね だ っ た 。 

その 際 、 こ っ そり 弾丸 を 抜き 取っ た ビリ ー は 上 自分 の 素性 を 明か す と 戸惑い な が ら も 銃 を 抜い た 彼 に 悠々 と 三 発 撃ち 込ん 
だ と いう 。 

真 偽 定 か な ら ぬ エピ ソー ド で は ある が 、 こ うい う 伝 説 が 残る ほど に 機転 が 利く タイ プ だ っ た こと は 間違い な い 。 


21 歳 で 2 1 人 を 殺し た と 言わ れる 、 少年 悪漢 王 。 
彼 の 死 か ら 十 年 後 、 西 部 開拓 時 代 は 実質 的 な 終わ り を 迎え る こと に な る 。 
アウ トロ ー た ち は た だ の 犯罪 者 と し て 扱わ れ 、 フ ロン ティ ア は 国家 と いう 枠組 み に 取 り 込 まれ て いっ た 。 


ある い は ビリ ー・ ザ ・ キ ッ ド と いう 存在 こそ が 西部 開拓 時 代 の 象徴 で あり 、 彼 の 死 は アウ トロ ー が 気まま に 生き る こと 
の 終 閉 を 指し 示し て いた の か も し れ な い 。 


O 因縁 キャ ラ 

ジェ ロニ モ 

か つて 勝利 者 だ っ た 側 の 国民 と し て 、 少 々 複雑 な 感情 を 抱い て いる 。 と は いえ 、 同 じ 大 地 で 生き て きた 者 と し て の 共感 
の 方 が 強い 。 

エ ジ ソ シ 

実は ほぼ 同 世代 の 人 間 。 自分 た ちの 時 代 が 終わ り 、 代 わり に や っ て きた 彼 の よう な 人 間 が 羨まし くも あり 、 嬉 し くも あ 
り 。 

ロビ ン ・ フ ッ ド 

第 五 章 で 共闘 。 根っから の レジ スタ ンス 、 ア ウト ロー と し て 妙 に うま が 合う の で 、 ち ょ くち ょ く カ ル デ ア で も 一 緒 に 行 
動 し て いる 。 


CHARACTER Profile 


ビリ ー の デザ イン は 本 当 に 苦労 し まし た 。 デザ イン が 決ま る まで は 髪型 の パタ ー ン は 10 種 類 以上 作り 、 服 装 も か な り の Q 

パタ ー ン を 作成 し 、 武内 さん と 相談 の 上 、 今 の 形 に な り ま し た 。 当初 の 設定 か ら 、「 最 初 は パ ポジ ティ ブ で 人 懐 っ こい 性 格 1 
が 絆 を 深め て いく ほど 、 本 性 が 現れ る ] と いっ た こと が 記載 され て お り 、 最 終 再 了 起 の イメ ー ジ は この 設定 を 読ん だ 時 か 

ら 何 と な く 浮か ん で お り 、 う まく 形 に で きた と 思い ます 。 お か げ で 最終 再 臨 イラ スト は と て も 好評 な よう で 、 が ん ば っ 

て 作画 し た 甲斐 が あり まし た 。 BIER) 


ンク ルク (オル タ 


159cm § REE g 44ke 


EAN EA CE ED Ed: EI 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ ご キャ ラフ ター デザ イン : RAR 
CV: 坂 本 真綾 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


| AA IL 


UBB 
被 ダ メー ジ に よる NP 上 昇 率 が 高く な る 。 恨 み ・ 
オル レア ン 修 正 後 の た め 、 や や 恨み が 薄い 。 


EEE :A » 


時 が どれ ほど 流れ よう と も 、 彼 女 の 憎悪 は 決し て 晴れ な い 。 に ーー 
た と え 、 憎 悪 より 素晴らし いも の を 知っ た と し て も 。 \ 


| BEER) : A+ 
| 復讐 が 果たさ れる まで その 魔力 は 延々 と 湧き 続け る 。 
| 魔力 を 微量 な が ら 毎 ター ン 回 復 する 

聖杯 の 願望 で 生み 出さ れ た た めか 、 
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CHARACTER 


聖女 を 完全 反転 させ 、 混 沖 ・ 悪 に まで 堕 と し め て いる 。 


邪 間 百年 戦争 で 猛威 を 奮っ た スキ ル 。 
低級 の 竜 種 を 支配 下 に 置き 、 旗 の 一 振り で 操る こと が で きる 。 
同時 に 規格 外 の 騎乗 スキ ル も 兼ね て お り 、 こ の スキ ル を 獲得 する こと で 竜 種 に 騎乗 する こと すら も 可能 。 


| うた か た の 夢 :A 
/ / 個人 の 願望 、 幻 想 か ら 生 み 出 され た 生命 体 。 願望 か ら 生 まれ た が 故に 強い 力 を 保有 する が 、 同 時 に 一 つの 生命 体 と し て 
は 永遠 に 認め られ な い 。 
= 全て が 終わ っ た 後 、 彼 女 は 静か に 眠り に 就く 。 


四 


+5 


MALTE. BH 


A 


ラ ・ ブ プロ ンド メン ト ・ デ ュ ・ ヘ イン 。 

竜 の 魔女 と し て 降臨 し た ジャ ン ヌ が 持つ 呪い の 旗 。 

聖人 ジャ ン ヌ の 宝 具 同 様 に 敵 の 攻撃 を 受け 止め る が 、 こ の 宝 具 は その 攻撃 を 膨れ 上 が ら せ て 後 、 反 射す る 。 

また 、 味 方 が 死ぬ な どす る と より 威力 は 増す 。 それ が 斬 撃 技 で あろ う が 、 打 撃 技 で あろ う が 、 果て は 呪い に よる 一 撃 で 
あろ う が 、 一 律 に 物理 的 攻撃 力 へ と 変換 する 。 旗 が 放つ 業 始 は 、 極 上 の ドラ ゴン ブレ ス に 似 て いる 。 

な お 、 突き刺さっ て いる の は イメ ー ジ と し て の 杭 。 本 人 的 に は 「 鋼 鉄製 で …… ギ ザ ギ ザ が つい て いて …… 何 か こう 、 残 
酷 な 感じ で ! 」 と の こと 。 


B/RBE/PAY/SPU 


復讐 の 念 に 染まっ た 黒い ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 。 
性 格 は 極め て 残忍 、 韻 型 で あり 、 そ こ に 聖人 と し て の 面影 を 見 出せ る 者 は 少な い だ ろう 。 


他 者 へ の 慈愛 は な く 、 人 間 で ある と いう だ 
周囲 の 仲間 へ も 常に 不信 を 抱い て いる 。 
神 を 信じ て いる 。 だ が 、 そ こ に ある の は 信仰 で は な い 。 神 を 相手 に 戦う こと 、 殺 すこ と へ の 喜び だ け だ 。 

彼女 に 存在 する の は 完璧 な まで の 破滅 嗜好 で あり 力尽き る まで 、 何 か を 殺し 続け る こと を 人 生 の 目的 と する 。 


で 復讐 の 対象 と な る 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

召喚 経緯 が 極め て 不明 瞭 で は ある が 、 ひ と まず 反抗 は し な い 。 
た だ し 人 間 で ある 以上 、 不 信 感 は 常に 抱い て いる 。 

また 、 テ ンション が 高く な る と ケラ ケラ 狂 的 に 笑い 始め る 。 

O 〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ア ヴェ ンジ ャ ー。 召喚 に 応じ 参上 し まし た 。 ・ 
[私 の 憎悪 に 匹敵 …… い え 、 補填 する も の が この 世に ある な ん て -…… 

が と う 。 ふ ん 、 何 も 言っ て ませ ん ] 

「 ど こ を どう 抑 く れ た ら 、 私 の 事 を マス ター と 呼ば ず 、 お 姉 様 と か 呼ば テ ケ テ ケ 女 に な る と いう の よ ! ?」 


こう し まし た 。 そ の 顔 は 。 さ 、 契 約 書 で す ] 


CHARACTER Profile 


〇 人 物 像 

邪 意 百 年 戦争 に お いて 、 ジ ル ・ ド ・ レ ェ (キャ スタ ー) が 聖杯 に 願っ た こと に よっ て 誕生 し た 、 も う 一 人 の ジャ ン ヌ ・ 
ダル ク 。 

聖女 と し て 生き 抜い た ジャ ン ヌ に は 、 本 来 オ ル タ 化 する 要素 は 存在 し な い 。 

従っ て 、 彼 女 は あく まで [人 々 が 夢想 する 復讐 者 と し て の ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 」 で あり 、 本 来 で あれ ば サー ヴァ ント と し て 
召喚 で きる ほど の 力 が な い 。 


だ が 一 度 生み 出さ れ た も の が 無 に 還る こと は な い 。 ジ ャ ン ヌ ・ オ ル タ は 一 計 を 案じ て ジャ ン ヌ ・ ダ ルク に 罠 を 仕掛 けた 。 
過去 の ジャ ン ヌ で は な く 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の ジャ ン ヌ に オル タ と し て の 要素 を 生じ させ る こと で 、 ジ ャ ン ヌ ・ オ ル 
タ と し て の 核 を 生み 出し 、 更 に 腐 作 騒動 を 通じ て 霊 量 数値 を 向上 させ 、 晴 れ て サー ヴァ ント 化し た 。 

その 際 に 召喚 され た 訂 作 英霊 た ち に つい て は 、 自 分 以外 の 存在 に は 忘れ て 欲し いら し い 。 


ジャ ン ヌ ・ オ ル タ は 既に ジャ ン ヌ ・ ダ ルク を 否定 する の で は な く 、 上 回 る こと を 目指 し て いる 。 文字 の 練習 も 、 毎 日 真 
面目 に 欠か さ な い 。 小さ な こと か ら コ ツ コ ツ と ! 

O 因縁 キャ ラ 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 

言わ ず と し れ た 聖女 。 憎き 自分 の 元 ネ タ 。 

だ が 、 自 分 の 存在 その も の が 彼女 へ の 嫌がら せ に な る と 気付 いて か ら は 得意 満面 で カル デア ライ フ を 楽し ん で いる 。 
sn そん な 彼女 が ちょ っ と 微笑 まし いと ジャ ン ヌ ・ ダ ルク が 思っ て いる こと は 間違っ て も 気付 か れ て は な ら な い 。 
アル トリ アオ ル タ (含む お サンタ) 

何 か 宿命 の ライ パル に な りつ つ あ る 。 

自分 は 自分 、 他 人 は 他人 。 そし て 悪 で あり な が ら 割 り 切っ た 思考 が で きる アル トリ アオ ル タ に 対し て は 、 減 法 弱 く て 受 
け 身 。 

ジル ・ ド ・ レ ェ (キャ スタ ー) 

心 の 拠り 所 の 一 人 。 

で も 、 最 近 は ちょ っ と だ け 反抗 期 。 

折 作 騒動 の 際 の サー ヴァ ント た ち 

RES! 黒 歴史 よ ! 

絶対 に 思い 出さ な いよ うに 、 い いわ ね ! ? 

アン リ ・ マ ユ 

PPE ALDI Bo 

ジャ ン ヌ ・ ダ ルク ・ オ ル タ ・ サ ンタ ・ リ リィ 

(ぷる ぷる と 腹 え な が ら 眼 鏡 を 外す 仕草 ) 
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CHARACTER Profile 


当初 は 単なる 色 替 え キ ャ ラ と し て 製作 され 、 イ ベン 
中 に 押さ れる 3 
は 色 味 や ちょ っ と し た デザ イン が 異な っ て いま す 

伸ばす に は 若干 抵抗 あっ た の で す が 、 や っ ぱ 
に し て み ま し た 。 (E 
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Comment from illustrator _ ーー ーー A 


第 一 章 に 登場 し た 時 の ジャ ン ヌ オル タ (ルー ラー) で す 。 

制作 当時 は 時 間 的 に も 精神 的 に も ゆとり の 無い 時 期 で し た の で 、 色 替え 流用 一 択 で し た 。 と は いえ 実装 キャ ラ の ジャ ン >. 
ヌ の 立ち 絵 色 替 え で は 流石 に マズ イ の で 、 キ ー ビ ジ ュ ア ル で 描い た ジャ ン ヌ の 方 を 反転 し て 使っ て いま す 。 

NPC と いう こと も あり 、 何 の 気負い も な く 好 き 勝 手 に 歪ん だ 表情 な ど 描け た の で す が 、 そ こ を 気に入っ て くれ た 方 が 多 

か っ た の は ちょ っ と し た 驚き で し た 。 最近 で は すっ か り 顔 芸 キ ャ ラ に な っ て ます ね 。( 武 内 崇 ) 


Wr; 


ン リ マユ 
アヴェ ンジ ャ ー アン リマ ユ 
Els: EE 国 ソロ アス ター 教 古代 ペル シア 
属性 8 8 167cm [EEA sske 


EE Gade EEA D EJ Edo 


設定 作成 : 奈須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 KAR 
キャ ラク ター デザ イン : ネコ タワ ワン CV: SRR 


| 主 な 登場 作品 : Fate/hollow ataraxia 


復 信者 :A 


被 ダ メー ジ に よる NP 上 昇 率 が 高く な る 。 恨 み ・ 舌 念 が 貯まり や すい 。 


クチ ーーー = ーー 
忘却 補正 : A 
クリ ティ カル 攻撃 の ダメ ー ジ 値 が 他 サ ー ヴ ァ ン ト よ り 高い 。 
(相手 が 忘れ きっ た 時 に 襲い か か る も の と し て ) 
nee €— = = ーー 
N 
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(ape) 


PUF I. BMD Licites. 相手 の 攻撃 を 受け 、 絡 め 取る 。 
敵 単体 の クリ ティ カル 率 を 下げ る 。 


タル ウィ 。 悪 神 の 名 を 冠 し た 武器 。 受け 止め た 相手 の 武器 を 破壊 する 。 
敵 単体 の チャ ー ジ を 減ら し 、 攻 撃 力 を 下げ る 。 


相手 全員 に 強力 な デパ フ を し か け 、 自 パー ティ ー に も 状態 を デフ ォ ル ト に 戻す 。 
(「FateGO』 で は 存在 し な い ) 


(パフ 、NP 量 を ゼロ に する ) 


死 を いと わな い 生 存 活動 。 戦闘 時 、 肉 体 の 限界 を 無視 し て 稼働 し 、 際 限 な く 速 度 を 増し て いく 。 
無論 、 そ の 果て に ある も の は 自滅 だ が 、 燃 え 尽 きる まで の 利 諸 、 最 後 の 数 秒 の み 、 ア ン リ マユ は 一 流 の サー ヴァ ント に 
肉薄 で きる 。 


ヴェ ル グ ・ ア ヴェ スタ ー。 
ゾロ アス ター 教 の 教典 ・ ア ヴェ スタ の 偽書 。 
自身 が 受け た 傷 を その まま 相手 に 返す 原初 の 呪い 。 


言う と 聞こ え は いい が 、 本 人 が 死ぬ 程 の 傷 を 受け る と 宝 具 発 動 前 に 死亡 し て し まう 為 、「 自 分 が ギリ ギリ 死な な い 
ぐら い の 傷 を 受け る ] 事 が で き な いと 発動 し な い 。 ア ヴェ ンジ ャ ー 単 体 で は 敵 に 勝利 で きず 、 こ の 宝 具 の 後 、 代 わり に 
敵 を 倒し て くれ る パー トナ ー が 必要 と な る 。 ま さ に 最 弱 。 


トノ あの 野郎 グ あ の 女 


〇 性 格 

善 を 笑い 悪 を 笑う トリ ックス ター。 

Rte, PERE. MH, AE, 

ニ マ ニ で 笑い を 絶やさ な い 、 チ ン ピ ラ 風 の 青年 。 

人 の 悪性 説 を 高らか に 歌い 上 げ な が ら 、 そ の 反面 、 人 の 善 性 を 認め 、 こ れ を 替 美 する 。 

(善悪 一 元 論 の 悪魔 か ら 生 まれ た も の で ある 為 、 ど ちら も 否定 し な い ) 

人 間 の 欠点 、 汚点 を 語り な が ら も その 中 で 輝く も の を 語る 姿 は 暗黒 の 聖者 その も の 。 人 間 に ダ メ だ し を 続け な が ら も 、 F 
を 握っ て 良き 方 向 へ の 道 を 示す 悪魔 。 

努力 や 信頼 を "それ っ て アン タ が 思っ て いる ほど マト モ な も ん じゃ な いで す よ ?" と 腐 す も の の 、 努 力 や 信頼 を 員 笑 う 事 N 
は 決し て な い 。 

人 間 は 基本 、 裏 切る も の だ 
彼 は その 「 裏 切り ] に 怒ら ず 、 落胆 せ ず 、“ そ ん な も ん で し ょ "と 許容 する 。 

その 態度 は 人 間 に 失 望 し きっ て の も の と 第 三 者 に は 見 える だ ろう が 、 本 質 は その 真 逆 。 


Y 


[時 本 、 裏 切る も の た ち が 時 た ま に 、 何 か の 間違い で 人 を 信じ 、 善 いも の を 残す 。 オ レ は その 間違い を 笑わ な い ] 
アン リマ ユ は 憎しみ か ら 生 まれ 、 愛 を 語る 復讐 者 で あり 、 
REESE SEEN, SLYEBSRMS CHS. 
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$53 AAMOBR CIEN. 
と ある 村 に お いて 、 何 の 罪 も 犯さ ず 、 さ り と て 大 き な 功 績 も 持た な か っ た 平凡 な 青年 が 英霊 と な っ た 姿 。 


彼 は 村 に 起き た 一 つの 教え 、 何 名 に で も ある よう な 取り 決め か ら 人 身 御 供 に 選ば れ た 、 貴 方 の よう な 誰か で ある 。 

教え と は 、 悪 を 定め る 教え で ある 。 

N その 村 で は 、 日 々 の 苦し さ 、 貧 し さ に 耐え る 為 に 教え を 必要 と し た 。 ASKO 
[私 た ちの 生活 が いっ こう に 楽に から な い の は 、 原 因 と な る 悪 が いる か ら だ | に 
解決 の で き な い 問題 。 救 われ る 事 の な い 人 々 の 心 は 、 こ の 理不尽 を 0 サ H き つけ られ る 必要 悪 一 一 生 久 を 必要 と し た 。 青 | © \ 


年 は HARSORERD TR) PBSC UNUTED [RRA CROT HAN と し て 選ば れ 、 LIOIAICHE | _ 
NN され 、 こ の 世 の 地獄 に 落と され た 。 

\ 人 間 が 体験 で きる 責め 苦 の すべ て を 味わっ た 青年 は 、 当然 の よう に 死亡 し た 。 だ が 理不尽 に 対す る 憎しみ は 岩 呈 に 焼き 
付き 、 彼 は 名 も 無い 亡霊 に な っ た 。 

青年 が 消え た 後 も 、 憎 み 続 けた 村人 た ちがい な く な っ た 後 も 、 村 その も の が 消え 去っ た 後 で さえ も 。 

彼 は 山 の 頂 に 縛ら れ た まま 、 人 問 の 営み 、 人 問 の 醒 さ 、 人 間 の 喜び を 眺め 続け る 。 

温か な 光 。 自分 に は 与え られ な か っ た "当たり 前 の 日 々 "を 思う 、 皿 者 の よう に 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

本 物 の アン リマ ユ で は な く 、 ア ン リ マユ と し て 祭り 上 げ ら れ た 青年 が サー ヴァ ント と し て 召喚 され た 姿 。 

基本 、 あ ら ゆ る 事 に や る 気 が な く 否 定 的 だ が 、 契 約 者 に は きっ ちり 義理 を 果たす の で 最後 まで マス ター に 付き 従う 。 
と は 語る も の の 、 根 底 は アニ マル な の で 何 か の 拍子 で パフ ッ と マス ター を 食い 殺す 危険 性 も ある 。 


BE BENDENERNSHYAI-ONRZAFTZEBORE. 
その 在り LA く 未 を 眺め る 、 ノ ケモ ノ の それ で も ある 。 


「 あ いよ ー! 最 弱 英 器 アヴェ ンジ ャ ー、 お 呼び と 聞い て 即 参上 

[退屈 一 。 な 一 、 お 外 に 連れ て っ て くれ プリ ー ズ 。 スタミナ 使 お うっ ぜ 、 ス タ ミ ナ ー 昌 

「 時 た ま 思 うん だ よね 、 オ レ っ て どっ ちの タイ プ な の か 。 容 黙 に 尽く す タ イプ か 、 講 放 に 遊ぶ タイ プ っ て 。 

まあ 、 犬 か な 。 犬 だ な 。 勢い で 買い 主食 べ ぶち ゃ うと か 、 猫 じゃ で き ね えも ん な あ ?] 

「 オ レ に 正義 も 悪 も 求め お まい で いた だ きた い 。 あ 、 で も 道徳 は 語り ます よ ? 悪魔 だ か ら な ぁ 、 そ の あたり の チェ ッ ク は 
厳し い ぜ ぇ ?」 


rs: (FES Ss m 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
紀元 前 六 世 紀 、 古 代 ペル シア で 信じ られ た ゾロ アス ター 教 の 悪魔 。 
BOR CS AK NORA 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 、 セ ー ル スポ イン ト 

人 類 最 古 の 警 悪 二元論 と いわ れる 拝 火 教 。 

その 拝 火 教 に 伝わる 、 悪 魔王 の 名 を 冠 し た サー ヴァ ント 。 彼 が 真実 アン リマ ユ な の か は 召喚 者 が 判断 する 他 な い 。 

人 間 を 殺す 事 に 特 化し た 英霊 だ が 、 そ れ 以 上 の 事 は で き な い 。 

超人 た ちの 戦い の 場 で ある 聖杯 戦争 に お いて は 何 の 役 に も 立た な い 、 名 実 と も に 最 弱 の サー ヴァ ント …… で は ある が 、 IE 
い 方 に よっ て は それ な り に 戦え 、 あ る 属性 の 敵 に 対し て は 強力 な 牙 を 隠し 持つ 、 文 字 通り の ジョ ー カ ー と な る 。 
Mone RE と の ん き に 思い つつ 、 u ト は 今日 も フレ ンド ポイ ン ASEOS 


O 通常 武器 
eee: ザ リ チ ェ 916 と = ce タル ウィ er SEE UN 


O BiRFr> 

MEE 

同じ 復讐 者 と し て ジェ ラシー を 禁じ 得 な い 。 

手 か ら 黒 い 炎 と か 、 コ ー ト と か 、 基 本 マッ パ で ある 先輩 に 申し 訳 な いと 思わ な い の だ ろう か 。 
それ は それ と し て 空 飛 びす ぎ 。 

ゴル ゴー ン 

オレ 知っ て た よ 、 あ の お 姉さん に こっ ちの 素質 が ある っ て 。 具体 的 に 言う と 2005 年 か ら 知 っ て た 。 
な ん で すけ どぉ …… こ っ ち が 想 像 し て いた より な ん か 、 遥 か に 凶悪 に は な っ て お られ る ? か ら か っ た り し た ら 丸 呑み に 
され ね ぇ 、 ア レ ? 

ダレ イオ ス 三 世 

神話 背景 的 に メチ ャ フチ ャ 馴染 お ん で す が 、 ザ ン ネ ン 。 

当方 、 た だ いま フリ ー の 無名 英霊 で す の で ご 希望 に は 応え られ ませ ん 、 と 。 


で 
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全身 の 模様 は と も か く 服 飾 は シン プル な 男 な の で 、 如 何 に パー 
全 身 变 こと に な ろう と は ・… を 化 を 遂げ i イラ スト は 原作 ファ ン に 親しみ の 
ある も の に し た いと 考え て 描き まし た if 路 の デザ イン 案 を 出し て いま す が 、[ 何 


イス カン ダル 
ライ ダー イス カン ダル 
Eds: Ele マケドニア 

GS vz ER 2120m [EXA 1308 


RE: Bi 45974 0 EPR 


8 Bs Edo Ec ES 


CV: 大 塚 明夫 


主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


Wi 


N 


府 術 発動 に お ける 読 唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 = 
大 隊 術 、 供 礼法 等 を 以 て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


大 軍団 を 指揮 する 天性 の 才能 。 
A ラン ク は お よそ 人 間 と し て 獲得 し うる 最高 峰 の 人 望 と いえ る 。 


一 対 一 の 戦闘 で は な く 、 多 人 数 を 動員 し た 戦場 に お ける 戦術 的 直感 力 。 
自ら の 対 軍 宝 具 や 対 城 宝 具 の 行使 や 、 逆 に 相手 の 対 軍 宝 内 、 対 城 宝 具 に 対処 する 場合 に 有利 な 補正 が 与え られ る 。 


= = = 


明確 な 根拠 こそ な いも の の 、 
多く の 伝承 に よっ て 最高 社 ゼ ウス の 息子 で ある と 伝え られ て いる 


ヨル ディ アス ・ ホ か 


ゴル ディ アス ・ ホ イー 

彼 が [騎乗 兵 ] た る 所 以 で ある 、 二 頭 の 飛翔 雷 牛 (ゴッド ・ ブ ル ) が 率 引 する 戦車 (チャリオット) 。 地面 だ け で な く 、 空 
まで も 自ら の 領域 と し て 駆け 抜け る こと が 可能 。 

神 和牛 の 踏み し め た 跡 に は どこ で あれ 雷 が 巡る 。 

キュ プリ オト の 剣 を 振る うと 空間 が 裂け 、 ど こ で あろ うと 自在 に 召喚 で きる 。 

戦車 は 各部 の パー ツ を 個別 に 縮小 ・ 収 納 が 可能 で 、 走破 する 地形 に 合わ せ た 最適 な 形態 取る こと が 出来 る 。 御 者 台 に 
は 防護 力 場 が 張ら れ て お り 、 少 な く と も 血 飛 漆 程度 な ら 寄せ 付け な い 。 

厳密 に 言う と 宝 具 で は な く 、 イ スカ ンダ ル を 示す 武装 の 一 つ で ある 。 


アイ オニ オン ・ ヘ タイ ロイ 


アイ オニ オン ・ へ タイ ロイ 。 

召喚 の 固有 結界 。 征服 王 の 切り 札 。 

展開 され る の は 、 晴 れ 渡る 意 富 に 熱風 吹き 抜け る 広大 な 荒野 と 大 砂漠 。 

障害 と な る も の が 何 も な い 地 形 に 敵 を 引き ずり こみ 、 彼 が 生前 率い た 近衛 兵団 を 独立 サー ヴァ ント と し て 連続 召喚 し て 、 


HIOBA CHIT De 

彼 自身 は 魔術 師 で は な い が 、 彼 の 仲間 た ち 全員 が 心象 風景 を 共有 し 、 全 員 で 術 を 維持 する た め 固有 結界 の 展開 が 可能 と 
な っ て いる 。 

要 は 、 生 前 の イス カン ダル 軍団 を 丸ごと 召喚 ・ 復 活 させ る 固有 結界 。 時 空 すら 越え る 臣下 と の 絆 が 宝 具 に まで 昇華 され 
た 、 彼 の 王道 の 象徴 。 

征服 王 イ スカ ンダ ル の 持つ カリ スマ 性 を 最大 限 に 具現 化し た も の で あり 、 召 喚 さ れる 中 に は ライ ダー 本 人 より も 武力 に 
優れ た 者 や 、 一 国 の 王 と し て B ラ ンク 相当 の カリ スマ を 嘩 える 者 も 複数 いる らし い 。 こ れ は 彼 が 生前 、 個 人 と し て 武勲 
を 立て た 英雄 で は な く 、 軍 勢 を 指揮 し て 戦っ た 英雄 で ある こと に 由来 する 。 


FORT) FURS BRE OO (呼び 捨て ) 


〇 性 格 
大 柄 な 見 た 目 通り の 豪放 弄 落 を 地 で 行く 人 物 。 

他 を 顧み な い 暴 君 的 性 質 を 持つ が 、 そ の 欲望 が 結果 的 に 人 々 を 幸せ に する 借 放 な 王 で ある 。 

理想 の 王 ・ ア ルト リア 、 人 を 超越 し た 王 ・ ギ ル ガ メ ッシュ に 対し 、 人 の 身 で その 限界 を 極め た 王 。 豪胆 か つ 大 ら か 、 高 
い カ リス マ 性 を 持つ が 、 少 々 物事 を 気 に し な さす ぎる きら い が あ り 、 周 囲 の 人 間 を きり きり 舞い させ て 何ら 反省 する と 
ころ が な い 。 

生前 も この 調子 で 複数 の 国家 を 振り まわ し 、 東 方 遠征 と いう 歴史 上 類 を 見 な い 冒 険 行 に 駆り だ し た 。 つ い に は 臣下 が こ 
ぞ っ て 根 を あげ た こと に より 、 ま あ 仕 方 が め る まい と 引き 返し は し た も の の 、 後 年 、 王 を 悪く 言う 人 間 は 非常 に 少な か 
つた 。 

遠征 の 途上 で 彼 と 戦っ た 者 まで が その 陣営 に 加わ っ て いた あたり 、 あ りあ まる 欠点 を 補っ て さら に あり あま る だ け の 魅 
力 に 満ち た 人 物 だ っ た の だ ろう 。 

な お 、 征服 先 で 略奪 を 行っ て きた 出自 の 為 が 盗 閣 が あり 、「 ち ょ っ と そこ まで 買い 物 に ] ぐら い の 軽 さ で 欲し いと 思っ た 
も の を 強奪 する 悪 疫 が ある 。 

イス カン ダル に 「 ち ょ っ と それ 欲し い ] と 思わ れ た が 最後 、 軍事 施 設 で あろ うと 彼 の 物欲 を 阻む こと は で き な い 。 まさ し 
く 、 征 服 王 の 名 に 相応 し い 人 物 で ある 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

契約 に は 義理 皿 い の か 、 魔 術 師 と し て の 能力 が 低く と も サー ヴァ ント と し て 力 を 貸す 。 

逆 に どれ ほど 優れ た 魔術 師 で あろ うと 「 志 が 低い | 「 行 動 理念 が 婦 み ・ 恨 み ・ 辛 み で し か で き て いな い ] 「 そ も そ も 人 間 
と し て 語る に 値 し な い ] 者 な ら 、 FR CHB FS. 

世界 征服 を 望み と する が 、 他 者 か ら 与 えら れる も の で は な く 、 あ くま で も 自分 で 成し遂げ る こと を 持論 と する 。 
この た め 、 聖 杯 を 求め る の は 「 世 界 征服 の 手段 ] と し て で は な く 、「 世 界 征服 を 行う た め に 受 肉 する 手段 ] と し て 。 

〇 台詞 例 

「 間 に 紛れ て 逃げ 去る の な ら 匹 夫 の 夜 盗 。 釧 歌 と と も に 立ち 去る な ら ば 、 そ れ は 征服 王 の 略奪 だ ] 
「 我 が 名 は 征服 王 イ スカ ンダ ル 。 此 度 の 聖杯 戦争 に お いて は ライ ダー の フラ ス を 得 て 現 界 し た ] 

「 ひ と つ 我 が 軍門 に 降り 、 聖 杯 を 余 に 譲る 気 は な いか ? 

さす れ ば 余 は 買 様 ら を 朋友 と し て 遇 し 、 世 界 を 征 す る 人 愉悦 を 共に 分 か ち 合う 所 存 で お る 


「 王 と は ッ 誰 よ り も 鮮 型 に 生き 、 諸 人 を 魅せ る 姿 を 指す 言葉 


NN 


Au 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

紀元 前 4 世紀 、 ギ リ シ ャ 人 国家 で ある マケドニア の 王家 に 生ま れる 。 

母 オ リュ ン ピ アス の 影響 で 幼い 頃 か ら 神 話 の 英雄 物語 に 腕 湧 し 、 目 ら を ゼウス (エジプト の 神 ア モン と 同一 視 され た ) の 
子 と 信じ た 。 

ヘタ イロ イ (EOR) と 呼ば れる 学友 た ちと 共に 武功 を あげ 、20 歳 の 若 さ で 王 と な っ た 後 は ギリ シャ 統一 を 手始め に 翻 道 
に 乗り 出し 、 東 方 遠征 の 軍 を 興し て 自ら その 先頭 に 立ち 、 大 国 ペ ル シ ャ を 打ち 破っ た の みな ら ず 、 ペ ル シ ャ の 支配 下 に 
あっ た エジプト を は じ め 数 多く の 国々 を 呑み 込ん で いっ た 。 

イス カン ダル と いう の は 、 ア ラブ 、 ペ ル シ ャ の 人 々 に よる 彼 の 呼び 名 で ある 。 

彼 の 東征 は イン ド に まで 及 ん だ が 、 将 官 の 反発 や 兵士 の 疲弊 に よっ て パピ ロン に 引き 返し 、 こ の 地 で 急逝 する 。 

征服 者 と し て 歴史 上 最大 の 国家 を 打ち 立て る が 、「 最 強 の 者 が 帝国 を 継承 せよ 」 と 遺言 し た こと で 死後 、 帝国 は 分 裂 し た 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

[Fate/Grand Orderl」 で は 彼 の 子供 時 代 が 具現 化し た サー ヴァ ント が 一足 早く 参戦 し て いた が 、 イベ ント 「Fate/Accel 
Zero Order] に お いて 勇 躍 登場 。 相 変わ ら ず の マイ ペー ス ぶ ぷり を 見 せつ け 、 事態 を 大 い に か き 回 し た 。 彼 の 側 で は 与 
り 知ら ぬこ と で は あっ た が 、 強 い 縁 で 結ば れ て いる と ある サー ヴァ ント に 興味 を 抱き 、 戦 い を 挑む 。 


O 因縁 キャ ラ 

诸葛 孔明 

目 に か け は する が 特別 視 は し な い 。 残酷 な 話 だ が 、 彼 に と っ て の 英雄 護 は イス カン ダル に と っ て 多く の 出会い の 一 つ な 
の だ 。 


ダレ イオ ス 
最大 の 敵 。 共に 立場 が も う 少し 柔らか いも の で あれ ば 酒 を 前 み 交 わし た か っ た 。 
アキ レウス 


大 胆 不 敵 な 征服 王 に し て 、 思 わ ず 衣 を 正 し て 話し か ける と 思わ れる 。 
幼少 期 か ら の 憧れ で あり 、 ま た 、 成 人 し て か ら も 目標 で ある 大 英雄 。 


CHARACTER Profile 


| 第 三 段 障 


色々 と 思い 入れ の 強い キャ ラク ター で す 。Fate 世界 を 大 きく 広げ て くれ た と いう 意味 で も 、 まさ に 征服 王 で は 無い か と 。 
進化 設計 で は あま り 大 き な 差 は 付け られ ず 、 第 三 段 階 で も 鎧 を 豪華 に する と いう ぐら い に 留 まっ て し まっ て いま す が 、 バ 
トル キャ ラ で は ブ プ ケ ファ ラス の 装飾 も 豪 

ます 。 (HAZ) 


に な っ て いる の で 、 な か な か に 手応え 出 て くれ た の で は 無い か と 思っ て お り 


設定 作成 : 奈須 きのこ ・ 
CV: 小 山 力也 


Ml 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


桜井 光 ン キャ ラフ ター デザ イン : AKIRA 


クラ スス キ 上 形 


気配 遮断 : A+ 
自身 の 気配 を 消す スキ ル , 


発動 すれ ば 、 サ ー ヴ ァ ン ト で あっ て も 感知 は ほぼ 不可 能 と な る 。 た だ し 、 


攻撃 時 に は 効果 が 大 幅 に 薄れ て し まう 。 


単独 行動 :A \ ae 
本 来 で お れ ば アー チャ ー の クラ ス 別 スキ ル と な る 。 単身 で の 行動 に 生前 か ら 慣 れ て いた 彼 に 与え られ た スキ ル 。 
マス ター か ら の 魔力 供給 が な く と も 、 最 大 で - ヌ 恒 度 の 現 界 が 可能 と な る 。 
EY ST RT O A 

+ My, NN 

保有 スキ ル { NN 

| 魔術 :B 
魔術 を 修得 し て いる 。 
翻っ て 、 魔 術 を 知る が 故に 魔術 師 を 殺す 術 に 長け て いる , 
本 スキ ル の ラン ク は 、 本 来 で お れ ば キャ スタ ー と の 戦 こ は 各 種 判 定 の ボー ナス と し て 働く 。 
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何処 か の 時 代 の 大 聖杯 その も の に 、 彼 は 深く 愛さ れ て いる 。 
その 愛 は 世界 最高 の 呪い に も 等 し い 。 


本 スキ ル の 存在 に よっ て 、 彼 の 幸運 ラン ク は 規格 外 な まで に 跳ね 上 げ ら れ て いる 。 特定 の 条件 な くし て は 突破 で き な い 
敵 サー ヴァ ント の 能力 さえ 突破 可能 。 


た だ し この 幸運 は 、 他 者 の 幸福 を 無慈悲 に 奪う も の で も ある 。 
彼 自 身 は 本 スキ ル の 存在 に 気付 いて いな いし 、 時 折 聖 本 か ら 嘱 きか けら れる 「 声 ] も 耳 に し て は いな い 。 


HD SCBA 


クロ ノ ス ・ ロ ー ズ 。 

時 は 流れ 、 今 日 に は 微笑 お 花 も 明日 に は 枯れ 果て る 。 

自身 の 時 間 流 を 操作 する 能力 。 

生前 の 彼 が 有 し て いた 能力 に し て 技術 で あり 、 家 系 に 伝わる 魔術 研究 で あっ た 「 時 間 操作 を 戦闘 用 に 改良 し た [固有 时 
制御 (タイ ム ア ル ター)」 を 基礎 と し て いる 。 

時 間 流 の 加速 に よっ て 高速 攻撃 や 移動 を 行い 、 減 速 に よっ て パイ オリ ズム を 停滞 させ て 穏 行 を 行う の が 通常 の 使用 方 法 。 
宝 具 と し て 昇華 され た この 力 に より 、 彼 は 対人 戦 に お いて 無敵 と も 呼べ る 超 連 続 攻撃 を 可能 と する 。 


ファ ンタ ズム ・ パ ニッ シュ メン ト 


ファ ンタ ズム ・ パ ニッ シュ メン ト 。 

自ら の 起源 で ある 「 切 断 ] [結合] の 二 重 属性 の 力 が 込め られ た ナイ フ 。 

魔術 回 路 な いし 魔術 刻印 、 或 い は それ に 似 た モノ を 体内 に 有する 相手 に 対し て 致命 的 な ダメ ー ジ を 与え る 。 
通常 時 攻撃 に 使わ れ て いる ナイ フ と 同一 。 

真名 解放 に よっ て 真 の 能力 が 発動 する が TFateGO で は 基本 的 に 使用 され な い 。 


PESA 


A NS w NNN の Dr 
B® 局 节庆 /OO BEAN Rex 


O 性 格 

感情 少な く 、 正 確 な 戦闘 機械 。 

迷わ ず 、 時 路 わ ず 、 速 や か に 対象 を 殺害 し て みせ る 。 

その 在り 方 は 青年 期 の 衛 宮 切 嗣 そ の も の 。 更に 言え ば 「 魔 術 師 殺し ] と し て の 自身 の 師 ナ タリ ア ・ カ ミン スキ ー を 殺害 し 
た 直後 の 精神 に 近い 。 

〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

抑止 力 の 代行 者 と し て 存在 し て いる 彼 に 、 個 人 的 な 動機 は 存在 し な い 。 

強い て 言え ば 人 理 の 修復 こそ が 行動 目的 と な る 。 


マス ター に 対し て は 「 反 り が 合わ な い ] と 堂々 と 言っ て の ける が 、 そ れ は 彼 が 共闘 を 好ま な い が 故 か も し れ な い 。 万 が 一 
に も 絆 を 深め る こと が で きれ ば 、 ま た 別 の 言葉 を 述べ る 事 も ある だ ろう 。 


〇 台詞 例 
また 汚れ 仕事 か …… ま ぁ い い 。 いつ も の こと さ 」 
[ター ゲッ ド 、 クリア] 
IPR? な ら 、 そ れ が お 前 の 敗因 だ ] 
「 僕 を 誰か と 勘違い し て な いか ? 
[結局 、 僕 に 出来 る こと な ん て これ し か な い 。 アサ シン の サー ヴァ ント …… 正 義 の 味方 の 未 路 と し て は 、 気 の 利 いた プラ 
ッ ク ジ ョ ー ク だ よー 


Haz 1 
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C ACTER Profile 
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一 抑止 力 の 代行 者 と し て 現 界 し た 暗殺 者 。 
本 来 の 彼 は 英霊 で は な い 。 


暗殺 者 と し て 多数 を 殺害 し た 人 物 だ が 、 英 霊 の 座 に 彼 の 存在 は 刻ま れ て いな い 。 

守護 者 と 呼ば れる “英霊 も どき "で あり 、 か つ 、 正 し い 人 類 史 で は 存在 し な いも の 。 

人 類 史 そ の も の を 根底 か ら 破 壊せ ん と する 脅威 …… グ ラン ド オ ー ダ ー 案 件 で の み 、 こ の "あり 得 た で あろ う イ フ " は 存在 
する 。 


アイ ン ツ ベル ン 家 が 外部 の マス ター を 雇用 する と いう 戦略 を 採用 し な か っ た 結果 、 彼 は 出会う は ず だ っ た 妻 と 出会わ ず 、 
故に その 妻 と の 離別 も な く 、 その 離別 に よる 挫折 も な く 、 結果 その 鋼 の 心 は 鋼 の まま に 、 いつ し か 感情 も 枯れ 果て て 、 € 
の 魂 は 抑止 の 輪 へ と 召し 上 げ ら れ た 。 


〇 因縁 キャ ラ 

アイ リス フィ ー ル 

アイ ン ツ ベル ン の ホム ンク ルス 。 見 知ら ぬ 相 手 の は ず な の に 、 何 故 、 こ う も 視線 が 引き 寄せ られ る ……? 
エミ ヤ [ ア ー チ ャ ー] プ イリ ヤス フィ ー ル 

彼ら が 傍 に いる と 、 複 雑 な 感情 を 抱く 。 

理由 は 分 か ら な い 。 

ジャ ガー マン - 
いつ も 不思議 そう に こち ら を 見 て くる が …… 何 だ ? 
アル トリ ア 

あん た も そう だ 。 

ディ ルム ッ ド 

いや 。 あ ん た は 分 か り 易 い 。 

エル メロ イロ 世 

あん た は …… 分 か ら な いな 。 


| 第 三 段 階 
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ne > 
Beep van 
Sur ATF 


K Hl (nac) 
Sl 


ラー 
h / i 
/ ニー 


RE 
= 一 


トー に RABIES 
ANEP SHARD 


(しま て =) BPTI 
ARALAR. 二 体外 
cnt BBG! 
AUREA LS 


正体 を エミ ヤ ( ア ー チ ャ ー) と 
ヤ よ り は 少し 昔 っ ぽい ヒー ロー 


る 方 向 で 、 赤 フー ド や 褐色 肌 基 本 的 な ライ ン は 指定 いた だ く 形 に な り ま し た 。 エミ 
、 プ ロト タイ プ 感 みた いな も の が 出せ た らい いな 、 本 来 の 知己 が 知っ て いる 最盛 期 の 
姿 よ り ち ょ っ と 若く て 中 身 も きっ と 同様 に ちょ っ と まだ 完成 系 で な か っ た りす る の か な 

変 な プレ ッ シ ャ ー に 。 それ か ら ア ニ メ 版 の お 顔 と 武内 先生 版 の それ と で の ニュ アン ス の : 
か し ら な ど と ウッ カリ 大 それ た こと を 考え て し まい 後 で 


: と 考え まし た が 、 や は り 大 


を うま く ア レコ レ で き な い 
画 車 ひね り 首 で し た 。(AK | RA) 


BRONTY 


EE アサ シン ERED ハサン サッ パー 人 ハ 
Eb esos BEY イス ラム 、 1088 
fit LA. 身长 m [E «e 


| | Ec Edo EM) EC EI: Ele 


es + 


設定 作成 : 奈須 きのこ ・ 虚 淵 雪 だ キャ ラフ ター デザ イン 原案 : RAR ) 
キャ ラフ ター デザ イン : タス フ オ ー ナ CV: BES 


ll 主 な 登場 作品 : Fate/Zero 


クラ スズ キル 


気配 遮断 : A+ 

サー ヴァ ント と し て の 気配 を 断つ 。 BE 
完全 に 気配 を 断 て ば 発見 する 事 は 不可 
た だ し 、 自 ら が 攻撃 態勢 に 移る と 気配 穫 断 の ラン ク は 大 きく 落ち る 。 一 


8 行動 に 適し て いる 。 (| 


保有 スキ ル 
人 
ELON 


eae ee 3 a Beer ee ER ( | 
幸運 判定 に 成功 する と 、 過 去 に 知覚 し た 知識 、 情 報 を 、 た と え 認 識 し て いな か っ た 場合 で も 明確 に 記憶 に 再現 で きる 。 


ーーー モー デー == SAA BE = = A e 


Se 
7 \ 

SER: At i 

多重 人 格 の 交 意 的 な 切り 替え に よる 専門 スキ ル の 使い 分 け 。 (2 
| Wii, Sea, E BS, Bei, HEMT, TOMAS ZMAICROPRAPIVITIT, BISALLOBMwER NN 
押 で きる 。 > 


TS 


生前 の 多重 人 格 を 原典 と し た 宝 具 能 力 。 多 重 人 格 の 分 割 に 伴い 自身 の 霊 的 ポテ ン シ ャ ル の 分 割 も 行い 、 別 の 個体 と し て 
活動 する こと を 可能 と する (最大 80 体 まで + 無 目覚 な 自我 が 出現 する 可能 性 が ある ) 。 
人 格 そ れ ぞ れ に 応じ た 身体 で 現 界 する た め 、 老 若 男女 、 巨 駆 和 双 と 容姿 も 様々 な も の と な る が 、 人 種 は 固定 され て いる 


よう だ 。 

基底 の ザイ ー ド 、 迅速 の マク ー ル 、 怪 腕 の ゴ ズ ー ル 、 と いっ た 名 称 が 確認 され て いる 。 

自身 を 分 割 する 為 、 個 体 数 は 増え て も 力 の 総量 は 同じ で ある 。 

従っ て 分 割 す れ ば する ほど 一 個体 の 能力 は 落ち て いく が 、 暗 殺 者 フラ ス の 固有 スキ ル で ある [気配 遮断 」 だ け は 衰え る こ 
と が 無く 、 こ れ を 最大 限 利用 する こと で 非常 に 優秀 な 課 報 組織 と 化す 。 

分 割 され た それ ぞ れ の 個体 は 、 各 々 別 の 存在 と し て 成立 する 。 

分 割 され た 個体 が 死亡 すれ ば 、 そ の 個体 は アサ シン 全体 に 還元 され る こと は な く 、 消 滅する 。 いずれ か に 上 位 の [本体] 
と 呼べ る よう な も の が あっ て 下位 の 「 分 身 } を 生み 出し て いる わけ で は な く 、 全 て の アサ シン は 同位 の 存在 で ある 。 
また 、 テ レ パ シ ー の よう な も の で 繋が っ て いる と いう こと は な く 、 会話 等 の 何ら か の 手段 で 伝達 し な けれ ば 、 持 っ て い 
る 情報 を 共有 は で き な い 。 


AD 


我ら ノ (人 格 に よっ て 様々 ?) EU 


(呼び 捨て ) OO (呼び 捨て ) 


O ta 

あま り に 多岐 に わた る 技能 と 豊富 な 知識 、 そ し て 誰 に も 動向 を 予測 で き な い 不可 思 議 な 精神 性 に より 「 百 の 貌 」 CHM 
れる が 、 そ の 実態 は 現代 に お いて 多重 人 格 と いわ れる 精神 障害 を 患っ て いた 人 物 だ っ た 。 

霊 体 と し て 召喚 され 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 する 過程 で 、 分 断 さ れ た 魂 の すべ て に つい て 別個 の 実体 化 を 果たし て い 
る 。 

た だ し 、 元 々 の 霊 的 ポテ ン シ ャ ル は あく まで 一 人 分 し か な いた め 、 分 割 さ れ た 個々 の アサ シン は 、 能 力 の 点 で は 極め て 
低く 、 サー ヴァ ント と し て 通用 する 最低 レベ ル の 力 し か も っ て いな い 。 

多数 の 人 格 を 抱え て いる た め 一 概 に まとめ て し まう こと は 出来 ず 、 人 格 に よっ て 様々 な 得手 不得 手 や 欠点 が 存在 する 。 
その た め 、 中 に は 債 察 任務 中 に 功 に 逸 っ て マス ター の 命令 を 無視 する お 馬鹿 さん や 、 暗 殺 に 簡単 に 失敗 する ドジ っ 子 な 
どの 困っ た ちゃ ん も いる な ど 個 性 が ある 。 

彼ら の 個性 を すべ て 把握 し 、 適 材 適所 を 考え て 計画 的 に 運用 し た 場合 に は 絶大 な 田 威 と な る サー ヴァ ント だ が 、 そ こま 
で 本 気 で 勝ち を 狙う 意図 が マス ター に な い 場 合 は 、 宝 の 持ち お ぐさ れ に な る こと は 必定 だ 。 


O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

彼ら の 聖杯 へ の 悲願 は 、「 統 合 さ れ た 完璧 な 人 格 」 で ある 。 

基本 的 に 全員 ( 全 人 格 ) が マス ター の 命令 に 従う が 、 マ スタ ー の 命令 や 行動 が 聖杯 の 獲得 を 遠ざけ る と 判断 し た 場合 、 マ 
スタ ー を 出し 抜い て で も 自ら の 願い を 優先 する 。 


O 台詞 例 

ーー 大 し た 影響 で な いと は いえ 、 そ れ で も 損失 は 損失 で ご ざい ます 。 

言っ て みれ ば 指 の 一 本 が 欠け 落ち た よう な も の 。 無 益 な 犠牲 で あっ た と は 思い た く あ り ま せめ ぬ 」 
「 我 ら 群 に し て 個 一 一 一 個 に し て 群 J 

AGREE. ICE. ECA, HK LOG LS LEER] 

「 百 の 貌 の ハサン の 中 で も 花札 を そら ん じ れ ば 最速 の ハサン 、 ア サ 子 で す ] 


CHARACTER Profile 


x at 
ex で y 
4 
| 
mi 
/ 
O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
呪 腕 の ハサン と 同じ く 、 歴 代 の ハサン ・ サ ッ パ ー ハ を 襲名 し た 「 山 の 苑 | の 一 人 。 N 


肉体 改造 を 行っ て いな い 異 例 の ハサン で あり 、 上 自ら が 患っ つて いた 多重 人 格 障害 を 逆手 に と っ て 活用 する こと で 、 正体 不 
明 の 暗殺 者 と し て 活躍 し て いた 。 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

TATEN, 

暗殺 者 で は ある が 、 聖 地 故 還 の 潟 に 山 の 民 の 村 、 そ の 一 つ を 指揮 する 立場 に な っ て いた 。 
主人 公 と は 最悪 の 出会い 方 を し た も の の 、 何 度 か の 戦い を 経て 和解 。 

以後 、 主人 公 に 不満 を こぼし な が ら も 最後 まで 戦い を 共に し た 。 


〇 過去 作品 に お ける 役どころ 

[Fate/Zero] に 登場 。 開始 当初 は マス ター で ある 言 峰 綺 礼 が 、 遠坂 時 臣 の 補助 役 に 徹し て いた た め 、 早々 に ギル ガメ ッ 
シュ に (人 格 の 一 つ を ) 倒さ れ て みせ る と いう 肪 工作 を 行っ た 上 で 、 他 陣営 に つい て 探る 慎 候 と し て こき 使わ れ て いた 。 E 
た だ し 、 ハ サン 当 人 は 聖杯 を 手 に 入れ る つも り の な い マ スタ ー を 得 た こと に つい て 、 不 満 を 感じ て いた らし い 。 に 


O 因 緑 キャ ラ 

呪 腕 の ハサン 

で く 平 均 的 な ハサン 。 な の で イラ イラ し な い 。 よ い ヤ ツ だ 。 
静 議 の ハサン 

性 格 は 好き に な れ な い が 、 能 力 は 暗殺 向き すぎ て 羨まし い 。 それ な り に よい ヤツ だ 。 ーー 
画 画 の ハサン 

天才 め ッ ッッ ッ ! 

イス カン ダル 

この よう な 人 間 に 仕 えて は いけ な い 。 

“8” 

出来 れ ば 出逢い た く な い お 方 。 大 き な 功 績 を 残し 、 未 練 が な く な っ た 時 に スッ と 現れ て スッ と 済ま せ て も らい た いな あ 


あこ 
お も し ろ 可 愛 く 、 強 か に 活躍 する ハ サ 子 と その 仲間 た ち (実は 一 人 ) で す 。「 顔 、 無 いい じゃ な いん で すか ?」 と 聞い た ら 、 
「 そ こ は ま あ 、 ロ マン で す 」] と の お 返事 を いた だ きま し た の で 、 鋭 い 目 + ぼ っ て り 辱 の 中 東 系 美人 を 目指 し て み ま し た 。 
腹筋 腹筋 ! 立ち 絵 の ポ ー ズ は ちょ っ と 珍し い 感じ に な っ た の で 気に入っ て ます 。 背景 に た くさ ん ハサン 描い た ら 採 用 に 
な っ て し まい 、 そ こ が 一 番 大 変 で し た が 、 あ ん まり 見 えま せん ね ーー。 (タス フク オーナ) 


アイ リス フィ ー ル 【〔 天 の 衣 ) 
EEZI #775- ERA アイ リス フィ ー ル - フ ォ ン - ア イン ツ ベ ル ン 
Ex: Ea EI- 

Es: EN 158cm EXA sexe 


EE CA: Edic Ei“ E95 Ele 


777 


設定 作成 : 桜井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン ¡MER 


CV: 大 原 さ や か 


i. eee 主 な 登場 作品 Fate/Grand Order 


精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 精神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー 
を 摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 仁 スキ ル を 含 お 複合 スキ ル で も ある 。 
彼女 は 正式 な 神霊 と し て の 分 霊 で は な いた め 、 


ラン ク は C 止 まり と な る 。 


BCWESAMDEL). ES SB ORRU. 
防御 ・ 回 復 系 の 魔術 や スキ ル や アイ テム の 使用 効果 に 対し て プラ ス 補 正 が か か る 。 


ソン グ ・ オ プ ・ グ レイ ル 。 

愛 と 母性 が 聖杯 と 結び 付き 、 真 殆 に し て 清らか な る 祈り を 一 時 的 に 叶え る 。 願望 機 と し て の 機能 で は な く 、 あく まで 、 彼 
女 の 存在 が 昇華 され た 宝 具 。 

自陣 を 回 復 し 、 パッ ドス テー タス を 全 解 除 す る 。 持 続 ダメ ー ジ の 類 も 解除 され る 。 

霊 核 の 欠片 で も 残っ て いれ ば 戦闘 不能 状態 て な っ た サー ヴァ ント の 復活 も 可能 で は ある が 、 この 効果 は 「FateGO」 で は 
使用 され な い 。 


Fat < / Gir ande 


(基本 的 に は 親しい 相手 の み ) 彼 / 彼 女 グ あの 人 


激 や か な 女性 。 母 の よう に 優し い 仮 初め の サー ヴァ ント 。 
. 穏やか で 、 慈 愛 と 親愛 に 溢れ る 。 
¥ TLTRIS——AH8. 2 AVOHERE. 


© O 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
彼女 は 誰 に で も 分 け 同 て な い が 、 マ スタ ー に 対し て も 同様 に 穏やか に 接し て くる 
過去 に 聖杯 戦争 を 経験 し た 人 物 で ある 故 か 、 マ スタ ー と サー ヴァ ント の ある べき 距離 感 を 想定 し た 上 で 、 そ れ を 適切 に 


維持 する 傾向 に ある と 

OBRA 

[私 は アイ リス フィ ー ル 。 フ ルネ ー ム は 、 ア イリ ス フ ィ ー ル ・ フ ォ ン ・ ア イン ツ ベ ル ン 。 聖杯 の 意思 、 と いう 訳 で は な い 
の だ けど ……」] 


[お 仕置 き を し まし ょ う 。 悪戯 に は 、 相 応 の ] 


[嫌い な も の ? ・ FE, 有り 得 な い ほど 辛い も の が 好き で 、 表情 の な い 、 太 極 拳 を 使う 神父 っ て 、 ダメ だ と 
250] 
á 「 開け 、 天 の 杯 


「 ど うか 、 世 界 を 守っ て ね 。 あ の 人 が 愛し た 、 あ の 子 の 生き る べき 、 こ の 世界 を ……」 


CHARACTER Profile 


〇 人 物 像 
聖杯 より 出 ず る 者 。 聖 杯 の 端末 が 如き 者 。 


それ は いか な る 因 に よる 奇 貴 か 。 
聖杯 の 端末 。 大 聖杯 に 還っ た 暖 児 は 分 霊 と し て サー ヴァ ント 化し た 。 
比 処 で は 何処 、 彼 方 より 遠い 此 方 に いる 、 運 命 に 呪 わ れ た ある 守護 者 を 護り 続け る 。 


冬木 聖杯 に 秘め られ た [TOUT STOR) 一 一 汚染 され た 聖杯 を 顕 す 性 質 と は 異な り 、 妻 と し て 母 で ある 「 ア イリ ス 
フィ ー ル ・ フ ォ ン ・ ア イン ツ ベ ル ン 」 の 側面 を 色濃く 有 し て いる 。 彼女 は 決し て 正式 な 神霊 で は な い が 、 仮 に 神霊 と し 
て 当て は め る の で あれ ば 、 大 地 母 神 的 な 性 質 を 備え た 存在 で あろ う 。 


彼女 は 何故 、 現 界 し た の か 。 
資格 ある 者 が 触れ た 時 、 彼 女 は 聖 本 と し て 何 を 成す の か 。 
どちら の 謎 に も 、 未 だ 答え は 出 な い 。 


O 因縁 キャ ラ 

エミ ヤ 〔 ア サシ ン 〕 

愛し い 買 方 。 

四方 が 私 を 忘れ て いて も 、 私 は 決し て 忘れ ませ ん 。 た と え 声 が 届か な く と も 、 私 は 、 買 方 を 
イリ ヤス フィ ー ル 

(視認 一 輝く 表情 一 即座 に 抱き 締め 。 こ の 間 実 に 0.5 秒 ) 

エミ ヤ ( ア ー チ ャ ー〕 

家事 も よく で きる よう だ し 、 い い 子 よね 。 


で も それ だ け で は な く て …… 母 性 本 能 が こう 、 疲 く よ う な 気 が す る の だ けど 。 た 
アル トリ ア 

此処 で も 戦っ て いる の ね 。 セイ バー。 
アレ キサ ンダ ー ノ / 子 ギル ここ 

まあ 可愛 いら し い ! 

shen A? ご めん な さい 。 名 前 、 も う 一 度 言っ て くれ る ? 

エル メロ イ I 世 


あら 、 あ ら 。 す っ か り 大 人 に な っ て …… い え 、 ご めん な さい 。 本当に そう 思っ て し まっ た も の だ か ら 、 つ いね 。 良 い 意 
つた つも り よ ? 

ラス プー チン 

え ? と りあ え ず まず 死ん で くだ さる ? 


CHARACTER Profile 


rods 


アイ リ は 沢山 の 方 が 知っ つて いる キャ ラク ター な の で プレ ッ シ ャ ー が と て も あり まし た 。 デザ イン は 既に あっ た デザ イン 
を 自分 な り に まとめ た だ け な の で 、 他 の 作画 担当 し た キャ ラ よ り が は 時 間 が か か り ま せん で し た 。 あと アイ リ を 持っ て - 
いる 方 は ご 存 知 か と 思い ます が 、 イ ベン ト 配 布 用 な の で 再臨 で 外見 が 変わ ら 5 ない ので す が 、 実は 当初 、 配 布 を 想定 し て 

お ら ず 、 通 常 の サー ヴァ ント 同様 に 3 段階 まで 作画 し て お り ま し た 。 後々 、 仕 様 変 更に 伴い 武内 さん が 三 段 階 の 良い と 

こ 取り し た デザ イン ラフ を 作成 し て も らい 、 現在 の 形 に な り ま し た 。 配布 キャ ラ な の で 、 多 く の 人 が 手 に し て 頂い て い 
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@ お 問い 合わ せ 

https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ 」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送 信 す る こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に な か る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2016 年 12 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲ ー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


